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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　てぃんくる
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　　プロローグ─回想する日にち常じよう─








　どうしてあの結果に至いたってしまったのかという問いに対しては、今の僕ぼくでも、ハッキリと答えを返すことができない。


　間ま違ちがった行動は……あったかもしれない。でも、だからって、あそこまで致ち命めい的な間違いを犯おかしたとは、思いたくなかった。


　それでも、一つだけ確かに言えることは、あの頃ころの僕は、馬ば鹿かだったってことだ。


　同時に、あれ以い降こうの僕は、少しだけだったけど、マシだった。マシな自分になれたと、自負している。


　あの頃の記き憶おくは、正直辛つらいことの方が多い。進んで思い出したいエピソードではない。だけど同時に……僕の中で大きな意味を持つ期間でもあった。


　変な話、ああいうことがあって良かったという部分も多くある。


　だけど、あのエピソードの最後と、そして、その後の展てん開かいのことを考えると、やはり、決して明るい気持ちだけで思い返せるものじゃないことは事実で。


　それでも……それなのに……こうして、そんな記憶まで引きずり出してしまうのは。


　単たん純じゆんに、そこに、「皆みんな」がいるから。


　皆と過すごした時間を思い出そうとすると、どうしたって、悲しいこと、辛いことも付ふ随ずいして。でもだからと言って封ふう印いんしてしまうには、皆の記憶は、あまりに輝かがやきを放っていて。


　……その中でも、このエピソードは、一番多くの「心」が傷きずついた話かもしれない。だから、この話はある意味で最も辛い話だ。


　肉体的な傷なら、《中に居いる事じ件けん》が最たるものだった。


　理り不ふ尽じんな被害者が出てしまった《顔かお剝はぎ事件》も、酷ひどい話だ。


　死にたがりに決けつ断だんの時が訪おとずれたあの話も、個こ人じん的には苦しい物語で。


　だけど。


『事件も起こっていないのに、皆が傷ついた』あの件に関しては、僕らにとって、最も辛い記憶であるとも言えて。そして、あのエピソードの終わりは、今まで経けい験けんしたなによりも悲ひ劇げきで。


　その悲劇は、ひいては、僕の最後の物語に連なることになるから……。


　だから……だからこそ、僕は、今一度回想しよう。


　この、まどろみの中で。


　あの、事件のない日々の物語を。


　あの、皆の心が試ためされた物語を。


　あの、出会いと別れの物語を。


　そして。





　最後の物語の、最悪の前ぜん座ざたる物語を。





　　第一章　動き出す日にち常じよう








　　　１





　正直なところ、世界がどうこう言われても知ったこっちゃないよね、一いつ般ぱん人じんは。


　最近僕の「死にたがり」という性せい質しつは《世界の意思》とやらのせいだということが判はん明めいし、しばしかなり精せい神しん的にまいったものだが、実じつ際さい問題、世界が関かん与よしているのなんだのと言われたって、まー実感ない。


　世界の意思によっての死にたがりというのは、まあ、簡かん単たんに言えば、僕はこの世のありとあらゆるものから「死ね」と思われている、ということだ。で、人の心っていうのは、他人に伝わるものらしく。当然、大量の人に「死ね」なんて思われていたら、その苦く痛つうたるや相当なもので、結果として、僕は死にたがりだったらしい。ただ……今まで平へい凡ぼんに生活してきた小市民の僕に世界との関かかわりを説かれたって……ねぇ。


　僕は国内旅行しかしたことがない。しかも都道府県をまたいだのは修しゆう学がく旅行を含ふくめて四回ほどだ。それが僕の知る《世界》だ。日常生活に至いたっては、部屋と学校と商店街だけで成り立ってしまう。大人になっても、「学校」が「会社」に置き換かわるだけだろう。


　そんな生活をしている人間に、世界がどうこうなんて、どうして理り解かい出来るというのか。テキサス州のジョージさんが僕に「死ね」と思っていたとして、だから何だというのだろう。そりゃ、それがマジだと確かく認にんとれたらちょっと凹へこむけどさ。実際はアメリカ人全員がそう思っていたとしても、僕はそれをたぶん一生知らないで過すごすわけだ。スーパーマーケットで惣そう菜ざいのグラム単位の値ね段だんを見み比くらべながら過ごすだけなのだ。


　そんな僕に世界なんて語られたって、実際「ぽか～ん」としてしまって当然だ。いや、普ふ通つうの反はん応のうだと思うよ、これ。


　世界中の人間に拒きよ否ひされているらしい。……ＯＫ。まあ、そりゃキツイ。うん、かなりキツイさ、その事実。でも、僕が直ちよく接せつ的に関わる《世界》なんて、せいぜい半径三十キロメートルぐらいなわけだ。しかもそこで関わっている友人や先せん輩ぱいや同どう居きよ人にんなんていうのは。ちゃんと仲がいいわけで、あからさまに僕をギラギラ殺そうとしているわけでもない。


　……じゃあさ。別にいいんじゃないだろうか。世界にどう思われようが知ったことか。お前なんて知ったこっちゃねえんだよ、ってなもんだ。僕は僕で勝手に細々やってますんで、あんたはあんたで壮そう大だいな意志の下もと、なんか壮大なプロジェクトでも実行してなさいや。僕は僕で、今日も葱ねぎをきざむだけだからさ。


　まあ、そういう風に達たつ観かんできるほど、僕もあれから心の整理がついたってことなわけで。今でも結けつ構こう死にたいのだけれど、それをある程てい度ど無む視しして居い直なおれるほどには、僕も図太くなったのだ。その精神たるや、家や賃ちん滞たい納のうで大家に「出て行けぇー！」と大声で怒ど鳴なられ、果てはイヤがらせまで受けているのに、ずっしりと居い座すわっている無む職しよくのようなものだ。世界は僕を気に入らないようだし、ネチっこい精神攻こう撃げきもしてくるが、僕は意地でも出て行ってやらない。っていうか、意地で出て行かない。いつか出世払ばらいして、堂々とここに居てやるからな、という気満々なわけである。


　で、そういう精神を、一体僕は誰だれから学んだのかと言えば。


「てめぇら、いい加か減げん出て行けぇー！」


「うるさいなぁ、ゲームに集中できないでしょ、ケイ。全く、心の狭せまい兄さんだね、サン」


「まったくですね。妹や同居人の女の子に優やさしく出来ないなんて、将しよう来らいは確かく実じつにドメスティックバイオレンスですよ。兄が苦労かけるね、ユウ」


　この、僕が溜たまりに溜まった学校からの課題を片かた付づけているそばで、ぎゃあぎゃあと騒さわいでゲームしている霊れい体たい二名なわけで。


　まず、１Ｐのコントローラーを握にぎり、胡坐あぐらで白熱している幽ゆう霊れいが、僕の同居人であるユウ。整った顔立ちとくりくりした瞳ひとみの魅み力りよく的な、一言で言えば美少女というやつだ。ただ、美少女だろうがなんだろうが迷めい惑わくな存そん在ざいに変わりは無く、僕は最近、こういうもののムカツキ具合は度を越こすと容よう姿しで許ゆるされないんだなと学んだぐらいである。普ふ段だんからして本気で邪じや魔ま臭くさい。抱だきついたり、まとわりついたり、暴あばれたり。今はと言えば、単たん純じゆんに、うるさい。僕が勉強しているというのに、隣となりでわざとうるさくしているのである。僕が一人で勉強しているのが気に入らないらしい。「夏を満まん喫きつしようよー」と言いながら、しかしテレビゲームに誘さそってくるその様は、実にコイツらしくて……頭が痛くなる。


　で、仕方なくその暇ひま潰つぶしにあてがった隣の少女。僕、式しき見み蛍けいの妹、式見傘さん。僕の元々女じよ性せい的な顔立ち＆体たい軀くをそのままスムーズに女性に移い行こうしたような容姿の少女。彼女もまた霊体なのだが、別に死んでいるわけではない。俗ぞくに言う生いき霊りよう、幽体離り脱だつである。体はちゃんと生きている。


　……とはいえ、病院のベッドの上なんだけど。それだって、別に重病等ではなく、しかも完全に峠とうげは越えたため、近日中には退たい院いん予定（自じ宅たく療りよう養よう許きよ可か予定）だ。そのため、病院では暇ひまと元気を持て余あましており、結果として、幽体離脱のスキルを身につけたのをいいことに、ちょくちょく遠く離はなれた僕の部屋に霊体で入り浸びたっているのである。


　今日はと言えば、前ぜん述じゆつしたように、ユウが課題をこなそうとする僕につきまとって仕方なかったので、丁ちよう度ど訪おとずれた傘さんに、彼女の相手をしているように言いつけたのだが……それが間ま違ちがいだった。そもそも傘も、ユウと五十歩百歩の精せい神しんの持ち主だ。暇だからここに来ているのであり、更さらには、兄である僕と遊びたいからここに来ているわけである。となれば……被ひ害がいが倍ばい増ぞうするのは自明の理。当然のようにうるささが二倍になった。


「二人でどっか外行ってこいよ」


　耐たえかねた僕のその提てい案あんにも、二人はシンクロして首を横に振ふり、


『ケイが（兄さんが）居ないと何にも触さわれないもん』


　なんて答えてくる。……確たしかにそうなのだ。二人がこうして現げん在ざい、霊体のくせにコントローラーを握れているのは、ひとえに僕の能のう力りよく……《霊体物ぶつ質しつ化か能力》の賜たま物ものなのだ。


　僕には誠まことに遺い憾かんながら、非ひ常じように下らない、でも異い常じようすぎる能力がある。幽霊に触ふれる力。いや、周囲の霊体を実体化する力である。今やその範はん囲いは半径約三メートル。とりあえずこのワンルームの中央に僕が居れば、彼女らは普通にゲームが出来てしまうということだ。逆に、この部屋から出て行けば、途と端たんに物に触ったりすることは出来なくなるわけであり、当然、行動は制せい限げんされてしまう。彼女らが僕を遊びに巻まき込こみたがるのも、単純な好意の他ほかに、こういう理由もあるのだ。


　そりゃあ、僕だって鬼おにじゃない。普段なら、可愛かわいい妹や気の置けない同どう居きよ人にんのために付き合うのだってやぶさかじゃない。でも……それが毎日だと、さすがに疲ひ弊へいしてくるわけで。当然だが、僕は生きている人間である。生きており、更さらには一人暮ぐらし、そして学生である以上、することなんていくらでもある。いつまでも霊体に生活ペースを合わせているわけにもいかない。だから、これは、決して僕が冷たいとかそういうわけじゃないと思う。むしろよくやっている方だよ、ホント。なのにコイツらときたら……。


　呆あきれたようにユウを見た視し線せんが、丁度、彼女とばっちり合ってしまう。途端、ユウは焦あせったように顔をプイと逸そらした。僕も少し頰ほおを赤くして、少し視線をはずす。
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　……この前キス直前まで行ってしまって以い降こう、一いち応おう二人とも普段はなんでもないように装よそおおうと努力するのだが、こうした不意の瞬しゆん間かんに思い出してしまい、どうしようもない感かん情じように襲おそわれることが何度かあった。


　ユウは傘に気け取どられまいとするためか、無理に気を取り直して、言葉を紡つむぐ。


「ま、まったく、ケイは甲か斐い性しようなしだよね。そんなんじゃ将来、家族を養うことなんて出来ないよ？　いいパパになれないぞ」


「あー、そうかも。兄さん、付き合い悪いもんねー。将来、日曜日とか、家族で遊びに行こうって奥おくさんや子こ供どもが言っても、『疲つかれているんだから寝ねかせてくれぇ』って言いそう」


「それ、絶ぜつ対たい言う！　うわ、すごい、なんか情景がありありと想そう像ぞう出来るよ！」


「はぁ……。これじゃあ先が思いやられるなぁ。私とのラブラブな未来設せつ計けいに翳かげりが──」


「ちょっと待って。……なんか奥さんの設定、サンになってる？」


「え、他ほかに誰居いるの？」


「…………。……きょ、兄きよう妹だいで結けつ婚こんなんて出来ないでしょう？」


　ユウが頰を引きつらせながら尋たずねる。対して傘は、凜りんとしていた。


「内ない縁えんの妻つまです」


「こ、子供も居る設定だったけど……」


「養よう子しです。もしくは、養子と見せかけた、実じつ子しです」


「一線越こえてるよ！　越えすぎているよ！」


「む。……ユウはどうも、私が奥さんの設定に不満があるみたいですね。それじゃあ一体誰が奥さんだというんです？」


「ふふん。そりゃ当然、この──」


　そこまで、ユウが告げて胸むねを張はった時だった。彼女が飲みかけていたテーブルに放置されたアイスコーヒーが倒たおれ、あろうことか、僕ぼくが課題をやっていたノートを直ちよく撃げきする。


　…………。止まる時間。止まる僕。タラリと汗あせを垂たらす傘とユウ。


　そして……動き出す時間と、現あらわれる、僕の中の……鬼おに。


「てめぇら、強きよう制せい的に成じよう仏ぶつ……いや、消しよう滅めつさせるぞこらぁぁぁぁぁぁ！」


　物質化能力で鈍どん器きを作り出す僕。一瞬で表情を引きつらせ、玄げん関かんの方に逃にげて行く二人。


「ケイがキレたよぉぉ！　こ、殺されるぅぅぅぅ！」


「ま、待って兄さん！　私、生いき霊りようだから！　成仏させられちゃったらホントに死──」


「知ったことかぁぁぁ！　悪あく霊りよう退たい散さん！」


『きゃあああああああ』


　二人は玄関のドアをすり抜ぬけてビュンと勢いきおい良く逃げて行く。僕は肩かたで息をしながらそれを見送り、そうして、深く嘆たん息そくした。


「はぁ……毎回この手法で追い出すのも、それはそれで疲れるな……」


　僕はガックリと肩を落としながらテーブル前に座すわり、そうして、課題に向き直る。実はプニプニと柔やわらかい鈍器を脇わきに放ほうり、さて、これでゆっくりと課題に取り組め──。


　……アイスコーヒーのせいでゼロからやることになった課題ノートを眺ながめる。


「いかん、今ので全部体力使い果たして、ゼロから始める気力がない」


　…………。死に──い、いや、違う。


「勘かん弁べんしてくれよぉ……」


　僕は新たに設定した「死にたい」に代わる口くち癖ぐせ、「勘弁してくれ」を意い識しき的に呟つぶやき、そうして、ガックリとその場に突つっ伏ぷすのであった。


　蟬せみの声が妙みようにけたたましい。夏休みは、まだ始まったばかりである。


　


　　　２





「陽よう慈じ、今から散歩でもしない？」


　気付いた時には、友人にそう電話をしていた。暇ひまな男こと陽慈はすぐにＯＫしてくれたが、やはり、訝いぶかしげに尋たずねてもきた。


『まあ暇だからいいけど……どういう風の吹ふき回しだ？　蛍けい』


「ちょっとね。……ボーイズラブに走ってもいいんじゃないかと思うほど、最近オンナに疲つかれ気味でさ」


『……よく分からんが、とりあえずお前は今、世の男性の九十五パーセントは敵てきに回したな』


「とにかく、会おう。会いたいんだ、陽慈」


『うわ、やめてくれよ。気持ち悪いぞ、お前。ボーイズラブ志し向こうなのか？　お、俺おれにはそういう趣しゆ味みないからな！　俺は至いたってノーマル、ケイコさん一ひと筋すじなんだから！』


「……そうか……」


　……なんか実はすごく複ふく雑ざつなものを含ふくんだ会話だった。こっちはこっちでややこしい人間関係になりつつあるが、まあ、普ふ通つうに接せつしている分には、僕と陽よう慈じは『一いち応おう』ノーマルな友達である。ある意味で気苦労は多大なものがあるが、ユウや傘と接して感じる疲ひ労ろう感とはまた違ちがう。とりあえずは、気分を落ち着けられそうな相手だった。


　僕と陽慈は街をブラブラしようと、繁はん華か街がい近くの駅……以前僕がバイトしていた広場の最も寄より駅で待ち合わせをした。


「蛍。待ったか？」


　改札から出てきて僕を見つけた陽慈は、爽さわやかにそんなことを言いながら手を振ふってきた。……軽く本気で禁きん断だんの世界に足を踏ふみ入れたんじゃないかと錯さつ覚かくする。


　ニコリとふんわり微ほほ笑えむ僕。


「待ってないですわ」


「？　口調と表ひよう情じようが変だぞ、蛍」


「あ。……こ、こほん。なんでもない。とりあえず歩こう、適てき当とうに」


「あ、ああ」


　危あぶない危ない。どうも「陽慈と二人きりという状じよう況きよう」＝「ケイコさんキャラの出番」みたいなイメージが確かく立りつしちゃっていて、自然に女言葉になってしまっていた。……まずいぞ僕。致ち命めい的だぞ、僕。死にたがり以外の最低なキャラ特とく徴ちようが発生してしまうぞ、僕。


　僕と陽慈は目的も無く繁華街を歩き始めた。夏休みだけに、街は若者の天下だ。自分も若者のくせして、なんだかこの雰ふん囲い気きには疲れる自分が居いる。やっぱり枯かれているのだろうか。しかし隣となりの陽慈もちょっとげんなり気味だったので、年ねん齢れいなんて関係なく、夏の若々しさはうざったいものなのかもしれない。


　男がふらふら二人で歩くとなれば、普通はナンパ等が目的なのだろうが、僕と陽慈という組み合わせに限かぎってはそういう感かん性せいが全くない。だから、僕らは本気でただ散歩しているだけだった。たまに興きよう味みを引かれた店等をひやかしてみたりするだけで。性別が性別なら、デートと称しようされても反はん論ろんできないような、特に目的のない放ほう浪ろう。……折せつ角かくだから、ケイコさんで誘さそってやれば良かったかもしれない。


「ところで、お前から誘ってくるなんてホントに珍めずらしいが、なんかあったのか？　オンナがどうこう言っていたが……あれはギャグ？」


　数すう軒けん店を見て回り、手持ち無ぶ沙さ汰たになったところで、陽慈はそう切り出してきた。確たしかに僕から彼を誘うのは……いや、僕が人を誘うこと自体、珍しい。そして、そういう時は決まって「何かあった時」だということを、陽慈は経けい験けん上知っているようだ。


　僕は嘆たん息そくして、肩かたを落とした、


「……本気で男性を敵に回す発言なのは百も承しよう知ちだけどさ……」


「ん？」


「複ふく数すうの女性に囲まれるっていうのは、シンドイよなぁ」


「死ね」


　即そく答とうだった。男の友情とは実に爽やかで、そして残ざん酷こくである。切る時はスパっと切る。それが男。……陽慈の目はいささかマジだった。慌あわてて取り繕つくろう。


「い、いや、でも、陽慈なら分かってくれるだろう？　単たん純じゆんにハーレム状じよう態たいのヤツが言ったらそりゃムカツク言葉だろうけど……。よく考えろ。『あのメンバー』だぞ？　同情の余よ地ちあるの、分かるだろう？」


「む……。まあ……それはそうかもな」


　陽慈は苦く笑しようし、そのまま続けてくる。


「少なくとも俺は、あんまり羨うらやましいとは思えないかもな」


「だろう」


「時々暴ぼう走そうする巫女みこの同級生に、言うまでも無く『脅きよう威い』である紗さ鳥とり、無理矢理居い候そうろうする幽ゆう霊れいに、果ては禁断すぎる実の妹。あ、最近じゃあ蛍を殺そうとする、かなり素す直なおじゃない巫女のお姉さんなんていうのも居たか。……なんだろうな、この、表面的なラインナップだけ見ると幸せそうな状じよう況きようは」


「はあ……もう、なんか、女性恐きよう怖ふ症しようになりそうだよ」


「まあしかし、実じつ際さいは色んな種類の美少女に囲まれている、というのもまた事実だからな。これだけ見ると……お前、一体なんのラブコメの主人公なんだ？」


「ラブコメ？　ホラーサスペンス悲ひ劇げきの間ま違ちがいじゃないのか？」


「……まあ、なんていうか……頑がん張ばれや」


「はあ……」


　本当は陽慈の挙げた他ほかにもう一つ、「色々勘かん違ちがいした親友」というのもあるのだが……。


　僕は街を楽しそうに歩くカップルを眺ながめながら、もう一度深く嘆息した。


「別に女性に興味ないとは言わないしさ……そりゃあ、好意持ってもらうのは嬉うれしいけど。もっと、なんていうか、僕は『普ふ通つう』で良かったんだよ」


「あー、そこだけは、なんか分かる」


「もっとこうさ……前も言ったけど……『先せん輩ぱい、好きです！』みたいな、そんな唐とう突とつだけど普通で可愛かわいい人が──」


　そう語っている最中、なにやら「センパーイ」という幻げん聴ちようが聴きこえてきたが、また落ち込んで、更さらに暗くなりながら陽慈に話しかける。


「年下好み、みたいなことでもないんだけどね。こうね。普通に好意を示しめしてくれて、それでいて一歩下がってくれるみたいな相手というのがいいわけでさ。分かりやすいキャラとして、後輩を例にだな──」


「センパーイったらー」


　ああ、うるさいな。人が後輩キャラに恵めぐまれていないことを悩なやんでいる時に、さっきから、なんだこの声は。当てつけか。当てつけなのか。その実際呼よばれている「先輩」とやらも、さっさと合流すればいいのに。あんなに大声で呼ばれて気付かないなんて、さては相当の鈍どん感かんさんと見た。全く、居るよね、鈍感な男って。自分を慕したってくれている女性がいるのに、それに露つゆとも気付かないなんていう最低なヤツ、結けつ構こういるよね。そういうのって実際問題ムカツクよなぁ。幸せな環境に居るくせに、その幸せをちゃんと認にん識しきしてないんだから。んで、ヒロインに何かあった際にようやく、大切なものに気付くようなヤツとかって、ホント、最低。ありえないね。僕には全く理り解かいできない人種だ。


「ん、蛍、今、何か無む性しようにお前を殴なぐりたい衝しよう動どうに駆かられたんだが」


「何なに故ゆえ！」


　陽慈は自分でも首を傾かしげながら、「……霊感の賜たま物もの？」なんてよく分からんことを言いつつ、拳こぶしをボキボキと鳴らしていた。……陽慈も最近すっかり一いつ般ぱんじゃなくなりつつあるなぁ。ああ、何が、誰だれが、僕の周囲のメンバーを異い質しつにしていくのだろう。謎なぞだ……。


「センパーイ！　センパーイったらぁ！　ちょ、無む視しですかぁ！　無視なのぉ！　え、え、ちょ、ホントに？　私、嫌きらわれている？　嫌われているんですか？　な、なぜ！　まだ直ちよく接せつ的な絡からみがないのに、既すでに好感度がマイナスだったんですか？　り、理り不ふ尽じんですよー。犬のニャー君も『極ごく悪あく非ひ道どうだ』と断だん言げんしていますよー」


　……なんか濃こい後輩さんだなぁ。っつうか「犬のニャー君」って何。犬なのにニャー君なのか。しかも日本語喋しやべるのか。謎は深まるばかりだ。


　というか、その問題の先輩さんも、さっさと合流しろよ、いい加か減げん。いつまで無視しているのだろう。


　この声にはさすがの陽慈も振ふり返り、「さっきからなんなんだ？」と呟つぶやく。そうして、なぜか後ろに顔を向けたままだった。数秒後、「蛍……」と、肩かたをつつく陽慈。僕は前を見たまま「ん？」と聞き返した。


「な、なんか問題の人物が、めっちゃ、俺達方面にピンポイントで視線定めているようなのだが……気のせいか？」


「何？　陽慈の後輩だったの？　な、お前も後輩キャラ持ちか！　信じてたのに……陽慈は、陽慈だけはモテない系のキャラだって信じてたのに！　脇わき役やくタイプだと思ってたのに！　裏うら切ぎり者！　陽慈さんなんてキライよー」


「いや、そういうのはいいから。っていうか何故に最後女口調？　そしてその口調に聞き覚えある気がするのはなぜ？　更に意外と心にダメージ受けたのはなぜ？」


「……ま、まあ、いいや。それより陽慈、お前、さっさと後輩さんに挨あい拶さつでも──」


「違うんだ。……あれ、たぶん、俺の後輩じゃないぞ。少なくとも俺の記き憶おくにはない子だし……。っていうか蛍、あれ、お前の学校の制せい服ふくじゃないか？」


「制服？　だって今は夏休み──」


　そう言いながら、他人の後輩キャラなんて確かく認にんするのも億おつ劫くうだったが、仕方なく振り返る。……コイツがまた憎にくたらしいことに美少女だったため、余よ計けいにくさくさとした気持ちが湧わいてくる。後輩に慕したわれる人って、羨うらやましいな──って。


「……陽慈。何かあの子と、メッチャ視線がぶつかっているのは気のせいか？」


「だからさっきからそう言っているだろう？　あれ、俺達……というか、たぶん、お前を凝ぎよう視ししているぞ。お前の後輩じゃねえの？　現あら守かみ高校だし」


「え？　……いや、確たしかに後輩キャラが欲ほしいとか言っていたけど……」


「物質化能のう力りよくで遂ついに理想の後輩まで造つくったか」


「僕ぼくは神か！」


「最近割わりとなんでもありだからなー、俺達の周囲。そうであっても、今や割と驚おどろかない俺がいたりする。……悲しい成長だ」


　妙みように理り解かいできて、二人で嘆たん息そくする。……しかし実じつ際さい問題……。


「引くほど見てるな……」


　陽慈が困こまったように頭を搔かきながら呟く。僕も下手に視線を逸そらすことも出来ず、視線が彼女とガッチリ合ったまま、「見てるな……」と返した。


「なんかちょっと僕に敵てき意いあるっぽいんだが……気のせいか？」


「散さん々ざん大声で呼よんだ『先せん輩ぱい』に無視され続けていたからな……」


「ちゃんと名前を呼ばない方が悪い気もするが……」


「いや、蛍。お前があの子をよく知らないように、もしかしたら、あの子もお前のことをあんまりよく知らず、唯ゆい一いつ先輩だということだけを認にん識しきしていたのかもしれんぞ」


　それは非ひ常じように高い可か能のう性せいである気がした。それならば確かに……悪いことをしたかもしれない。シカトしまくってしまった。しかし、それにしても、名前も知らないような先輩を街中で大声で呼び続ける人間にだって、相そう応おうに問題あると思うが。それに、後輩キャラは確かに望んだが……アレは……あの人間からは何か、うまく言えないけど、「僕らのコミュニティと同じニオイ」がする気がする。つまり、僕が求めていた新しい出会いではなくて、新しい災さい難なんを運んでくる存そん在ざいであるという予感がひしひしとする。デジャヴュじゃないが……嫌いやな予感のする少女だ。


　容よう姿しだけ見れば、確かに美少女ではある。ポニーテールの快かい活かつそうな顔立ちとか健康的な肢し体たいとかスポーティな印象とかは、今まで僕の周囲に居いなかった「新しいタイプ」ではある気がする。……ただ、なんかなぁ。こう……やっぱり自分の望んでいる出で逢あいとは違ちがう気がするんだよなぁ。右手で鷲わし摑づかみにしている犬のぬいぐるみも気になるところだし。


　これはむしろ、危き惧ぐするタイプの出逢いだ。そして今となってみると、逆ぎやくに「美少女」だからこそ、余計に厄やつ介かいな気がしてくる。なんかその時点で既すでに「こっち側っぽい」とでもいうのだろうか。とりあえず「濃こい」ことは、僕も陽慈も悟さとっていた。


　彼女はまだジーッと僕を……そう、明らかに僕を見ている。僕はどうやら振り返るべきタイミングを逃のがしていたようだ。完全にご機き嫌げん斜ななめであらせられる。初対面の後輩にからして軽けい蔑べつされるこの不ふ遇ぐうっぷり。……やっぱり僕は女じよ性せいに希望を抱いだいてはいけないらしい。


「……僕が今とるべき選せん択たく肢しが画面上に表ひよう示じされないんだが、どうしたらいいんだ、陽慈」


「うむ。俺が思うに、恐おそらく、もう選択肢を選べる段だん階かいを過すぎてしまったんだろうな。呼ばれている時に振り返るべきだったんだろう」


「バッドエンド確かく定てい？」


「まあ、同じバッドでも、程てい度どを軽けい減げん出来るか出来ないかはこれからの対応にかかっていると思うぞ。気を落とすな蛍。ほら、念願の後輩だぞ、蛍。ここはガツンと行ってやれ」


「ガツンと行って激はげしくミスったら怖こわいんですけど」


「当たって砕くだけろ」


「当たらないで砕けないのがいいと思う」


「死にたがりのくせに……」


「今割と酷ひどいこと言った！」


　僕と陽慈がそんなアホらしいやりとりをしていると、いつの間にか、当のその後輩さん本人がつかつかとこちらに詰つめ寄よってきた。最初、親しげに声をかけてくれていた人間とは思えない、表ひよう情じようの「ムスーッ」っぷりである。うう……なんていうか最近、僕が「女性のうまい扱あつかい方」を覚えたら、色々な問題は一いつ挙きよに解かい決けつするのじゃないかと思ったりする。……結局は自じ業ごう自じ得とくとも言えるのだが……しかしやはり理り不ふ尽じんでもある。


　彼女は僕らの前まで足早に向かって来ると、目の前で立ち止まり、声のトーンが低いままで、視し線せんも逸そらしつつ、声をかけてきた。


「……こんにちは、センパイ」


「あー……こんにちは」


　陽慈の言うとおりだ。僕は選択肢をとっくにミスってしまっていたようだ。なんで、人ひと懐なつっこく声をかけてくれていたあの段階で振り返らなかったのだろう。……激しく後こう悔かい。


　僕が頭を抱かかえていると、その様子を見て嘆息した「後輩」が許ゆるすように苦く笑しようして「まったく……噂うわさどおりの人かも」なんて告げる。それに対し、僕の代わりに陽慈が話しかけた。


「やっぱり、蛍の後輩さんか？」


「あ、はい。ええと……」


「ああ、俺おれはコイツの地元時代からの友達だ。学年は一個こ上で、学校も違ちがうけどな。星ほし川かわ陽慈っていう。よろしく」


「あ、よろしくです。私は現あら守かみ高校一年の、日ひ向なた耀あかるっていいます。耀って呼んで下さい。自分の名前好きなんで。センパイにはお世話に……なる予定ですし」


　僕はその言葉に「やっぱりトラブル持ちか！」と叫さけび、ブルブルと震ふるえながら陽慈の陰かげに隠かくれた。……僕の人生、ワケあり美少女に絡からんでエライ目みた経けい験けんが多すぎるのだ。僕に好意を寄せてくれる後輩美少女とかなら大歓かん迎げいだが、こういうタイプの人間とは断だん固ことしてお知り合いになりたくない。


　僕が震えていると、日向耀というらしいその少女は、「ふふっ」と楽しそうに微ほほ笑えんだ。


「冗じよう談だんですよー、ええと、シキミ……センパイでしたっけ？　ごめんなさい、噂はかねがね聞いているんですが、名前はうろ覚えでして……」


「え、あ……えと。うん、式見で合ってるよ、数式の式に、見るの見で、式見。あ、ごめん、なんか挨あい拶さつもしないで……」


「いえいえ。ふふふ、怯おびえながらもちゃんとその辺は気にしちゃうあたり、噂どおりの人みたいですね。ちょっと安心しちゃいました。クールな顔で無視されちゃっていたので、かなり冷たい感じの人なのかと……」


「あ……と、それはごめんね。ホント、なんか無視するカタチになっちゃって」


「いえ、私も悪かったですね。そういえば初対面ですものね。ただ『センパイ』なんて呼んでも、普ふ通つうは気付いてもらえませんよね。……いつも話に聞いていたので、すっかり知り合いだという気分になってしまっていました。あれですね。テレビで見る芸げい能のう人じんになれなれしく声をかけちゃうおばちゃんの気持ち？」


　なるほど。それは実に分かりやすい気がした。僕がそのまま「なるほど」なんて呟つぶやいていると、彼女は「えへへ」と屈くつ託たく無く笑って、自分の頭をコツンと小こ突づいた。人によってはあざとい行こう為い（先せん輩ぱいがやったら僕はキレる）だが、どうも彼女にはそういう仕し種ぐさを自然に見せる空気があるようだ。実を言えば、僕も陽慈も、本来はあんまり社交的な人間ではない。陽慈は確たしかに快かい活かつな人間だが、初対面の、それも女じよ性せいと気軽に敬けい語ごを使わず話せてしまうようなタイプではあまりないし。僕に至いたっては言わずもがなというものだろう。


　しかし、彼女にはそういうのを気にさせない力があった。まあ、一方的に彼女が僕のことを知っていて、気軽に話しかけてきてくれていることも一いち因いんとしてあるのだろうけど。それを抜ぬいても、やっぱり、根本からして人懐っこい人物のようである。


　彼女が「ごめんなさーい」とペコリと軽めにだけど頭を下げてきたので、僕は手を振ふって「ああ、いいよいいよ。お互たがい様だしね」と声をかけた。途と端たん、彼女はニコッと笑え顔がおで顔をあげ──


「そうですよねー。お互い様ですよねー。私、悪くないですよねー。っていうか全面的に勝しよう訴そ？　犬のニャー君も『全面勝訴だ』と断言していますし」


　犬の人形を突き出しそんなことを言ってくる彼女。


「おい」


「あー、謝あやまって損そんしたなー」


「……おい」


　……なんかやっぱり「こっち側」の人間だという気がひしひしとする娘こだった。鈴りん音ねとはちょっと違うけど……ユウ・傘・先輩に共通した何かを肌はだで感じるというか……。


「これは天性の他人に迷めい惑わくかける属ぞく性せいだな」


　陽慈が呟く。僕は「それだ」と同意した。この娘がいい子なのは充じゆう分ぶんすぎるほど分かるのだが、しかし、先さき程ほどから僕も陽慈も妙みように腰こしが引けているのは、絶ぜつ対たいにそのせいだった。自分を中心に世界を回そうとするタイプ。回ってなくても、回しちゃうタイプ。……僕や陽慈がいっつもとばっちりを食らわせられる人間の特とく徴ちようである。


「じゃ、僕達はこれで。よいお年を」


　さくっと逃にげようとする僕と陽慈。


「まだ八月ですよ！　さらりと年内はもう会うまいとしないで下さい！」


「ちっ……」


　舌した打うちする僕と陽慈。腰に両手をあてて早くも先輩に対する態たい度どとは思えないほど偉えらぶり始める日向耀。


「まったく……。可愛かわいい後輩に声かけられたセンパイの反はん応のうとは思えませんね。これが紗鳥センパイなら……」


　そう言いながら目をキラキラさせ始める。僕と陽慈は顔を見合わせた。


「あれ？　日向さんは──」


「あ・か・る！　耀って呼よんで下さいよぉ。平へい凡ぼんな苗みよう字じより、オリジナリティ溢あふれる名前で呼ばれるのがいいんです！　『なんかの主人公！』って感じで！」


「あ、えと。あ、耀さんは──」


「センパイにあたる人にさん付けされると、もやもやします」


「……耀はさ」


「はい！」


「先輩と……あ、いや、真ま儀ぎ瑠る先輩と知り合いなの？」


「はい、当然ですよ！」


　耀は自信満々に胸むねを張はってそう答える。そうして、首を傾かしげる僕らに向かって、ニッコリと微ほほ笑えみながら、自分の胸に手を当てて、改めて自身を紹しよう介かいした。


「挨拶が遅おくれました。帰き宅たく部ぶ、幻まぼろしの三人目の部員、日向耀です。センパイ、今後ともよろしくお願いしまーす！　ついでに犬のニャー君も、よろしくお願いしま～す」


　右手でがっしりと摑つかんだ白と茶のぶち柄がらの犬のぬいぐるみにも、ぺこりと会え釈しやくをさせる帰宅部後輩。


「…………」


　確かく定ていした。


　彼女は、僕の望んでいたものでは絶対ない。


　同どう情じようするように陽慈が僕の肩かたをぽんぽんと叩たたいていた。


　


　　　３





「決してわざと避さけていたわけではないんですけどねー」


　耀あかるは僕と陽よう慈じを強ごう引いんに喫きつ茶さ店てんに連れ込こんで、やたらでかいパフェを頼たのんだ後に笑え顔がおで勝手に話を始めた。僕と陽慈は「コイツ、奢おごらせる気だ」と完全に気付いていたので、巨きよ大だいパフェの値ね段だんを確かく認にんした後は、二人で視し線せんを一度合わせて、それから店員さんに「僕（俺）達は水で結けつ構こうです」と堂々と宣せん言げんしたのだった。甲か斐い性しようのない先せん輩ぱいである。


「憧あこがれの紗さ鳥とりセンパイがベタ惚ぼれの相手……恋こい敵がたきなんて、あんまり積極的に接せつしたくはないじゃないですかぁ」


「恋敵？」


　コイツ、僕と先輩の関係を完全に勘かん違ちがいしているな。……まあ、面めん倒どうだから訂てい正せいもしないが。訂正しても無む駄だな気がするし。


「私、紗鳥センパイ大好きなんですよ。学校が学校なら、義ぎ姉し妹まいの誓ちかいとかしてますね」


　僕と陽慈はしばし妄もう想そうしてみる。陽慈が「やばい、紗鳥に似に合あいすぎている」と呟つぶやいていた。完全に同意である。あの人、無駄に男らしいからなぁ。確たしかに女じよ性せいにモテるタイプではあるだろう。逆ぎやくにユウは完全に女性に嫌きらわれるタイプである。


　耀あかるはパフェのスプーンを口に含ふくんだままで、子こ供どものようにとろんとした目をして、宙ちゆうを見つめ始める。……正直アホッぽい。夏休みに補ほ習しゆうを受けていたというのも、頷うなずける表情である（だから制せい服ふくだったらしい）。
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「あの毒どく舌ぜつ、明らかなＳっぽさ、奇き抜ばつな行動、時折見せるドジさ、どこをとっても最高の姉です！　きゃあ、抱だかれたーい！　ニャー君も『うむ、抱かれたい』と断だん言げんしています！」


「や、ニャー君、ただのエロ犬になっているぞ」


　ふと某ぼう巫女みこ姉妹を紹介したら、この子は羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見るんじゃないかと思った。


「義姉妹、という響ひびきが禁きん断だんで余よ計けいにいいんですよね！　ほら、男性だってあるでしょう？　手を出してはいけない妹のモーションにたじたじ……みたいな理想！」


「僕にその質しつ問もんをしますか」


「紗鳥センパイになら、もう、全すべて捧ささげちゃいますよ！　身も心も借金も全て！」


「色んな意味で、たまったもんじゃないな」


　先輩もどうやら僕の見えないところで相当苦労していたらしい。あの人は常つね々づね主人公体質だと思っていたが、この分だと、僕ぼくの関係しているここ最近の心しん霊れい事じ件けんと全く関係ないところで、地球を救ったりしているかもしれない。魔ま法ほう少女だったり、異い国こくのプリンセスだったとしても、僕や周囲のメンバーは「へー、納なつ得とく」で済すますだろう。……まあ、どちらにせよ深入りしたくはないけど。


「でも、その紗鳥センパイの目はいつだって他のヒトに向いているのです！　……ああ、儚はかない恋こい！　可哀かわい想そうな私！　ニャー君も『悲ひ劇げきのヒロインだ』と断言しています」


　耀はしくしくと噓うそ泣なきをしている。……無駄にテンションが高い。これは、ユウや傘さんとは組ませたくない。……先輩もその辺に気を遣つかって僕と彼女を邂かい逅こうさせなかったのだろうか。あの人、あれで人間関係のバランスとかかなり気にする人だから。


「二人で居いてもする話は自殺願望を持った後輩の話ばかり！　むしろそれ以外の全ての物事はアウトオブ眼がん中ちゆう！　ああ、でもそんなつれない紗鳥センパイがやっぱり素す敵てき！　そしてそんなセンパイを素敵と言えてしまえる私もとっても素敵！　ニャー君も『素敵だ』と断言しています！」


「……帰りたい」


　陽慈が素す直なおな感想を漏もらして窓まどから空を眺ながめていた。僕も店内のメニューを何度も読み返したりする。耀はといえば、やっぱり一人でパフェを頰ほお張ばりながら語る。


「微び妙みような乙おと女め心ごころを抱かかえる私としては、ほら、紗鳥センパイと二人の時間を大切にしたいわけですよ！　だから帰き宅たく部に入ったわけですし！　でも紗鳥センパイ、式見センパイとの予定がある時は本当に私なんて無視なんですもん！　そりゃ『酷ひどいわ！　私を……私を見て！』ってなりますよー」


「ソウダネー」


　ああ、今日は快かい晴せいだなぁ。あ、洗せん濯たくすればよかった。帰ったら洗濯しよっかな。


「不ふ貞て腐くされた私は、結果として、式見センパイが絡からむイベントには断固として絡まなかったんです。だから、私と式見センパイは出会わなかったわけですねー。あ、でもこれはこれでロマンチック！　微妙な距きよ離りですれ違う恋敵の二人！　でも実はお互たがいのことを気にしていて……。ああ、いけないわ！　私の一番は紗鳥センパイなの！　僕の一番も紗鳥さ！　でも、どうしてなの！　近付く唇くちびるが止められないのは！　これが男と女なのー！」


「セツナイネー。アア、ボクモセツナイナー」


　パフェをすっかり放ほうり出し、目を瞑つむり、席から立ち上がり、身をクネクネさせる耀。……こういう人がストーカーとか異い常じような価か値ち観かんの犯はん罪ざい者しやになるんだろうなと思った。


「疼うずき火ほ照てった体を慰なぐさめ合う二人！　しかし心はお互いにあらず！　それでも激はげしく貪むさぼり合う二人の──」


「うん、さすがにそこら辺の妄もう想そうを大声で語るのは勘かん弁べんしてくれ」


「もうー、式見センパイのえっちー。ニャー君も『ムッツリスケベだ』と断だん言げんしています」


「…………」


「蛍、ジョークだとは思うが、軽く物ぶつ質しつ化か能のう力りよくでナイフ造つくるのだけはやめようか」


　陽慈に宥なだめられて、どうにか心を落ち着かせる。耀はそんな僕らにお構かまいなしに、今度は一心不ふ乱らんにパフェを食していた。……どうでもいいが、これは、デザートというより最も早はや「一食」ではなかろうか。ボリュームがハンパじゃない。バナナなんて、一房ふさぐらい入っているんではなかろうか。甘あまったるさで死ねそうだ。


「んー、おかわりしようかなー……同じもの。ニャー君も『耀ならいける』と断言していますし」


　耀が恐おそろしい呟つぶやきを漏もらしていたが、聞かなかったことにする。帰宅部最後のメンバーは、やっぱり只ただ者ものじゃなかったということか。まあ……あの先輩に寄よってくる人間の時点で、既すでに「普ふ通つう」を求めるのは間ま違ちがっているのだけど。


　とりあえず耀にペースを握にぎらせているとロクなことにならないのは把は握あくしたので、今度はこちらから話題を提てい供きようする。


「んで、そのセンパイ大好きな耀は、なんだってこれまた今いま更さら僕に話しかけたんだ？　……どうせなら最後まで僕の人生に登場してほしくなかったんだが……」


「ん？　今、なんか最後の方がよく聴きこえませんでした。……まあいいや。えっとですね。その、偶ぐう然ぜん見かけたっていうのもあるんですけど、それとは別に、近いうちにどうせ会うことになりましたからね」


「？　どういうこと？」


「え？　式見センパイ、聞いてないんですか？」


　耀はキョトンとした表ひよう情じようをこちらに向ける。僕と陽慈は顔を見合わせた。


「聞いてないって……何が？」


「紗鳥センパイ、この前言ってましたよ。『いよいよこの時が来た……。そう、後こう輩はいの奢おごりによる、一大パーティの時がなぁぁぁ！　はっはっはっは！』って」


「小さなランチの約束が大変なことに！」


「で、なんか『帰宅部は全員参加』らしいし、紗鳥センパイから誘さそって貰もらったイベントに行かないなんてありえないですから、まあ、どちらにせよそのパーティで顔を合わせますしね。で、今日たまたま見かけたので、思い切って声をかけたわけですよ」


「ああ……なんでこんなことに……。っていうか最早ランチじゃなくなっているよ……」


　僕が嘆なげいていると、陽慈がいつものようにぽんぽんと肩かたを叩たたいていた。今気付いたことだが、これは優やさしいんじゃなくて、「俺おれは関係ないからな」の意でもあるみたいだ。つまり、他人ひと事ごとだということの強調。悲しげに陽慈を睨にらむと、「ひゅ、ひゅー」とわざとらしい口笛と共に視し線せんを逸そらされた。


　耀は僕の事情なんてそもそも知ったことじゃないらしく、純じゆん粋すいにウキウキしているようである。というか、最初から僕の奢りパーティに参加する予定だったのに、その上で、ここでもパフェを奢らせるその精せい神しんは、確たしかに帰き宅たく部である。先せん輩ぱいの「継つぐべきではない精神」を確かく実じつに継いでいる。育ててはいけない後こう継けい者しやが成長しつつあるようだ。


　僕は嘆たん息そくしながら、テーブルにつっぷす。初対面の人間の前でする行こう為いじゃなかったが、耀に対してそういうことを気にするのは既に馬ば鹿か馬鹿しい。


「はぁ～。参加者は……何人だ？　この前周囲のメンバーも全員帰宅部に入れられてたから……僕、先輩、鈴りん音ね、ユウ、陽慈、傘、耀、あ、それに綾あやも来るとしたら、八人か？」


「ん？　ユウさんって、幽ゆう霊れいのユウさんですか？」


　意外なことに、耀はそんなことを聞いてきた。


「そうだけど……なんで知っているの？」


「あ、言うの忘わすれてましたけど、私、幽霊とか見えるんですよ。っていうか、それで紗鳥センパイに取り入ってる部分ありますから。興きよう味みない人はスッパリ切るあの人と未いまだに繫つながり持てているのは、霊能力のおかげですね。ほら、紗鳥センパイ、どうも式見センパイに対して、幽霊が見えないという部分で引け目を感じているようで。で、たまに私が幽霊知ち識しきをレクチャーしていたわけですよ。……はふぅ、可愛かわいいですよね……紗鳥センパイ。ニャー君も『萌もえ萌えだ』と断言しています」


「ニャー君が一番ムッツリだと思うのは僕だけか」


　それにしてもあの人、地味に気にしていたんだな、やっぱ。確たしかに、僕らのメンバーの中でかなりあの人だけ蚊か帳やの外だもんな、霊に関してだけは。あの人の性せい格かくなら、だからといって僕らにレクチャーしてもらうのも癪しやくだろう。なるほど、なんか色々必然だった。


　僕が納なつ得とくしていると、隣となりで「ふむ」と陽慈が唸うなる。


「それにしても、霊視能力者は意外に多いのか？　自分も含ふくめてだけど、なんか最近特別なことじゃないように思えてきた」


　陽慈のその疑ぎ問もんに対し、耀が「んー」と唸る。


「多い、ということはないと思いますけどね……。実じつ際さい、今までは私の周囲に居いませんでしたよ、見える人。まあ、わざわざそんな話をすることもないから、見えていてもお互たがい何も言わなかっただけ、っていうのもあるかもしれないですけど」


「しかし、こうも親しい人間が見えるとなぁ」


「類は友を呼よぶっていうのは、あるかもしれませんよ？　ほら、それじゃなくてもこういうのって《心の力》みたいですし。引き寄よせるっていう部分はあるかと思います。それに……確か、式見センパイは特とく殊しゆな能のう力りよくの持ち主でしたよね？」


　耀が僕を見つめてくる。僕は目をぱちくりとさせた。


「そんなことも聞いているの？」


「はい。というか、無む理り矢や理り聞いちゃいました。紗鳥センパイにレクチャーする時に、『詳くわしく話してくれないと、教えてあげません』なんて言ったら、散々困こまった後に、渋しぶ々しぶ」


「…………」


　せ、先輩さえも自分のペースに巻まき込こんでしまうとは……恐おそるべし、日向耀。帰宅部の将しよう来らいは安あん泰たいのようである。


「特殊な力の周りには、異い質しつなものが集まると思いますよ。いえ、なんの裏うら付づけもなく喋しやべっていますけどね。ニャー君も今回は断だん言げんしていませんし」


「まあ、そもそもが霊能力繫がりで親しくなっている部分も少なからずあるか……。鈴音と親しくなったのも霊関係の事じ件けん絡がらみだし、ユウだって霊能力があるから見えてるんだし……そう考えると、割わりと自然なことなのか」


　そう呟つぶやいて、僕は一息つく。その時丁ちよう度ど、耀がテーブルの上に置いた、四足で立つ小型のぬいぐるみ……ニャー君と目があった。


「……耀。実を言えば、かなり初期の段だん階かいから訊たずねたかったんだが……」


　でも怖こわくて訊きけなかったんだけど。


「なんですか？」


「これ……ニャー君って、何？」


　僕がニャー君を指差すと、耀は首を傾かしげて、あははと笑う。


「おかしなセンパイですねー。ニャー君はニャー君ですよぅ」


「や、ごめん。お前、まるでニャー君なるものが世の中で堂々と市民権けんを得ているような言い方をしているが、その認にん識しきは激はげしく間ま違ちがっているぞ」


「ん。そうですか？　でも、家族とかクラスメイトは、誰だれも、ニャー君に対してツッコンできませんでしたよ？」


　それは、皆みんな訊くのが怖かったからだと思う。僕も陽慈もそう思ったものの、笑え顔がおのままで、出来るだけ自然に訊ねた。


「で、ニャー君って、何？」


「ニャー君は……そうですねぇ。犬のぬいぐるみです。それ以上でも以下でもありません。見てわかりません？」


「…………」


　あ、やば、今ちょっとキレそうになった。陽慈が「落ち着け。……とはいえ、俺も今結けつ構こうやばかった」と僕を宥なだめてくる。耀はそんな僕らの様子を無む視しして、笑顔で続けてくる。


「ニャー君は私の友達なんですよー。ほら、女の子なら、お人形使ってままごとするのって、普ふ通つうでしょ？」


「そ、そりゃ、そうだけど」


「つまりはそれです。ニャー君は、昔から、私の遊びの主要キャラクターなのです。ある時は帰き宅たくの遅おそいお父さん、ある時は闇やみの番犬ケルベロス、ある時は不ふ倫りんする主婦、そしてある時はネコ」


「なるほど。キャラの混こん乱らんぶりの理由がよく分かった気がする」


「失礼な。ニャー君はいつでも百パーセントですよ！　だから全すべての発言は断言なんです」


「なんでも断言すればいいというものでもないと思うが……」


「と・に・か・く！　ニャー君は、ニャー君なんです。世が世なら、ハリウッド進出する勢いきおいの一流アクターなのですよ！」


「世が世なら、お前はそろそろ精せい神しん病院に入っていることと、僕は思う」


「多重人じん格かくとは違いますよー。本音を人形に言わせているというわけでもないです」


「自覚している分、余よ計けいにタチが悪い気がするがな」


　僕と陽慈の呆あきれた視線に、耀は……いや、耀とニャー君はぷんぷんと怒おこっていたが、しばらくして落ち着いてくると、耀は、「あ、そうそう」と、手をぽんと叩たたいた。改まった態たい度どに、僕と陽慈は首を傾げる。


「さっき言おうと思ったんですけど、例のパーティ。その霊れい能のう力りよく繫つながりで、私の友人、もう一人参加させて貰もらってもいいですか？　私も最近知り合ったんですけど、その人、見えるどころじゃない霊能力者なんですよ。私も以前助けて貰って」


「へえ。神かん無な家以外の本格的な霊能力者なんて、そういえば初めて聞くな。……とと、そ、その人は美少女でトラブル持ちだったりしないよね？」


　恐る恐る聞くと、耀は「ふふっ」と笑った。


「いえいえ。男の子ですよ。あ、でも、美少年で金きん髪ぱつで外人さんなんですけどね」


「う……美少女じゃないけど、なんか濃こい予感はするなぁ」


「まあまあ。すっごくいい人なんですよ。私が悪あく霊りように襲おそわれた時に助けてくれたんです。霊能力もあるし、ぜひ皆みなさんにも紹しよう介かいしたくて。……えと、やっぱり駄だ目めですかね、パーティの参加。皆さん揃そろっていて、紹介には都合がいいと思ったのですけど……」


「ん……」


　僕ぼくは腕うでを組んで少し悩なやむ素そ振ぶりをするも……しかし、実はもう答えは決まっていた。陽慈はそれが分かっているのだろう。ニコニコしながらこちらを見ている。対して耀は、少し不安げだった。……なんだかんだいって、やっぱり「いい子」ではあるようだ。


「いいよ、別に。もう……ここまで来たら、八人だろうが九人だろうが十人だろうが変わらないだろうし」


　僕のその言葉に、耀は目を輝かがやかせる。そうして、テーブルをわざわざ回り込んできて、どかっと僕に抱だきついてきた。……なぜか、不思議とドキドキしなかった。なんだろう……。ああ、そうか……この子……。


「ありがとうセンパイ！　聞いていた通り、貴き重ちようなまでにお人よしなんですねー！　ニャー君も『天然記念物だな』と断だん言げんしていますよ」


「余よ計けいなお世話だっ！」


　この子……どこか、ユウに似にているんだ。容よう姿しとか言動とかは違ちがうのだけれど……何かこう、根本的な雰ふん囲い気きというか。深しん螺らさん的に言うなら、魂たましいの性せい質しつみたいなものなのだろうか。だからなのだろうか……一いつ緒しよに居いると、なぜか、落ち着く。……って、僕はなんでユウと似ている人間に安心感を抱いだいているんだよ！　おかしいぞ、僕！


　僕は咳せき払ばらいをしながら耀を「とにかくっ」と引き離はなす。そのままぴょこぴょこと対面の席に戻もどった耀に対して、僕は話を逸そらすように訊たずねかけた。


「で、その知り合いの子の名前って？」


「あ、はい。ヘルメス君っていうんです。すごくカッコよくて、いい人なんですよー」


「ヘルメス……ね」


　僕はまだ見ぬその金髪の美少年のことを思い、彼はまともな人種だといいなと、そんなことを願いながら、氷が溶とけきってぬるくなった水を飲み干ほした。


　


　　　４





　泣いてすがりつく耀あかると別れる。……と言うと、何かすごく僕らの間に純じゆん愛あい映えい画が二時間分ぐらいの色々な経けい緯いがあったみたいだが、当然違う。普通に今日は解かい散さんしようとしたというだけのことだ。ただ、その際の耀の惜おしみ方が尋じん常じようじゃなかったので、こんな表ひよう現げんをしてみたくもなっただけである。


「センパイ、私、まだ別れたくないです！　ニャー君も『寂さびしい』と断言していますし」


「耀……ごめん」


「そんな……。……あの女のところに帰るのね」


「……そうだ」


「酷ひどい！」


「耀……な？　分かるだろう？」


「何がよ！　全然わかんないわ！　あんな女の私に勝っているところなんて──」


「調子に乗って飲み食いしたお前が悪いだろ、どう考えても！」


「てへっ♪」


　そうなのだ。耀のヤツ、巨きよ大だいパフェじゃ飽あき足らず、「もう一軒けんいきましょう」なんてまるで飲み会でもしているかのようなノリを見せ……。いち早く危き険けんを察知したらしい陽よう慈じはそそくさと「じゃ、じゃあな、蛍けい。俺おれ、ケイコさんと約束あるから……」と明らかに僕には通じない噓うそをつき逃とう亡ぼう。結果、僕は耀に連れられファミリーレストランに連行された。しかも僕が再さい三さん「僕は奢おごらないからな！」と念を押おしたのにも拘かかわらず、コイツは、自分の所持金の許きよ容よう量を上回る分量を平たいらげてしまい……。


　耀がぶーぶーとむくれている。ああ、鈴りん音ねや深しん螺らさんじゃなくても分かる。コイツの前世は、食しよく欲よく旺おう盛せいだけど容よう姿しだけは可愛かわいい小こ豚ぶただったのだろう。


「甲か斐い性しようなしー。ニャー君も『男なら黙だまって金出せ』と断言していますよー」


「出さん！　僕は帰る！　お前は皿さら洗あらいでもしてこい！」


「酷ひどいわ……センパイ！　私を置いてあの女のところに行くのね！」


「妹と同どう居きよ人にんの居る家に帰るだけだ！」


「用事が済すんだらすぐポイですか！」


「用事が済んでも解かい放ほうしないのがそもそもおかしい！」


「実はセンパイが好きなんです！　ニャー君も『好きだ！』と断言しています！」


「出会って二時間経たってないぞ！　あと、ニャー君の性別ぐらいは決めておけ！　それにお前、先輩……真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりが好きなんだろう！」


「恋こいはいつだって理り屈くつじゃ止められないんです！」


「今だけは例外的に止めてくれ！」


　僕と耀の攻こう防ぼうが続く。言うまでもないが、コイツは別に僕のことを好きだったりはしない。そればっかりは、いくら「鈍どん感かん」と女性陣じん全員から言われている僕でも、ハッキリと確かく信しんできる。コイツが愛いとしいのは、僕じゃなく……。


「明らかに熱い視し線せんが僕の財さい布ふに向いているだろう！」


「財布が魅み力りよく的な男の人って、素す敵てき。更さらに、奢おごってくれる器量のある人って、痺しびれる」


「ごめん、それは、僕じゃない。違う人を探さがしてくれ」


「センパイは、私が知らない人に体で払はらわされても──」


「問題ないな、割わりと」


「うわぁん、ブロークンマイハート！」


「そう、僕は酷いヤツなんだ。だから僕（の財布）は諦あきらめて──」


「慰い謝しや料！　慰謝料！　慰謝料！　い・しゃ・りょ！」


「ええい、慰謝料コールはやめろ！　見られている！　すごく冷たい視線でお客さん達に見られている！」


「二人で激はげしく求め合ったあの一夜は幻まぼろしだったというの！」


「完かん膚ぷなきまでに幻だ！」


「うええん、お腹なかの子はどうするのよぉー。誰だれの子こ供どもよー」


「こっちが聞きたいわ！」


　と、その僕の叫さけびの直後、店内の女性客数名から漏もれる、「うわ、最低」という声。……うぅ、僕、何か悪いことしましたか。僕が保ほ健けん体育で習ったことは実は全部噓うそっぱちで、この世界では本当は一いつ緒しよに食事しただけで子供が出来るのですか。


　というか、もしかして、これも世界のいやがらせの一つだろうか。そうだとしたら、大成功もいいところである。僕は今、結けつ構こう、死にたい。


「センパイは、私がここの店長に陵りよう辱じよくされてもいいんだー！　わぁぁぁぁぁん！」


「それはむしろここの店長さんに失礼だぞ！」


　僕達のやりとりを何事かと見守っていた店員さん一同のうちの壮そう年ねんのオヤジさん一名……恐おそらく店長と思われる方に、店内中の視線が集まる。「うう……」と嘆なげくオヤジさん。と、とばっちりくらっている……。


　さすがに関係ない人間にまで被ひ害がいが及および始めては仕方ない。僕は泣く泣く財布から札を一枚まい出すと、耀に貸かした。そう、貸した。


「わぁい、だからセンパイ好き！　太っ腹ぱら！　ニャー君も『いいヤツだ』と断だん言げんしていますよ！」


「貸したんだからな！」


「太っ腹ぁ～」


「貸・し・た、んだからなっ！」


「ごちになりまーす」


「なるな！」


　そんな非ひ常じように疲つかれるやりとりを経へて、どうにかこうにか、僕も耀から解かい放ほうされる。別れる直前に、今更何の罪つみ滅ほろぼしか頰ほおにキスされたが、ここまで嬉うれしくもドキドキもしないキスも珍めずらしかった。というか、直前に食っていたステーキのせいで油ついていたし。むしろ、ナプキン代わりに僕の頰を使ったと言っても過か言ごんではない。しかも捨すて台詞ぜりふは……


「あ、お金貰もらってキスするなんて、これ、援えん助じよ交──」


「お前本当は敵てきだろう！　なあ！　新手の僕の敵なんだろう！　なあ！」


「じゃ、じゃあねー、センパーイ！　今日は悶もん々もんとして眠ねむれないかもしれないけど、学生なんだから、不ふ純じゆんな欲よつ求きゆうには耐たえてねー！」


「ああ、確たしかに、悶々と、『殺意』で眠れそうもないわ！」


　最後までこんなやりとりである。……先せん輩ぱい……僕、貴女あなたがこの子と僕を今まで会わせなかったその優やさしさに、少し、涙なみだが出そうですよ……。出来ることなら、一生出会いたくありませんでしたが。そして……さらば、僕の「後輩」への幻げん想そう。こんにちは、女じよ性せい恐きよう怖ふ症しよう。


　僕はそもそも気分転てん換かんに来たはずなのだけど、結果的にはなぜかどっと疲れてとぼとぼと帰路につく。やばい……もう、勉強とか出来る精せい神しん状じよう態たいではない。


　こうなったら鈴音でも強きよう襲しゆうしていじり倒たおしてストレス発散してやろうかと思ったが、しかし、それはそれで後が怖こわい。なんせ、最近は彼女を少し苛いじめると、明らかにシスコン気味のお姉さんからいちいち、


『式見蛍……。…………。…………』


　と電話代の無む駄だ遣づかい甚はなはだしい無言の圧あつ力りよくを受けるため、下手に鈴音に手出しが出来ない。


「いじめ、かっこ悪い」


　自分の鈴音に対する態たい度どは棚たなに上げてそんなことを呟つぶやく。強いっていうのは、卑ひ怯きようだよ。……なんか矛む盾じゆんした言葉だけど。最近そんな風に悟さとり気味だ。先輩とか深螺さんとか見ていると、どうしてもなぁ……。──と、


「ん……」


　今いま更さらながらに気付いた。僕……今、一人だ。一人で街、歩いているや。


「……珍しい」


　自分で呟きながら、自分のその言葉に苦く笑しようした。なに言っているんだ、僕は。ちょっと前までは、一人の時間の方が圧あつ倒とう的に多かったじゃないか。それが……ちょっと一人の時間が出来ただけで、この、違い和わ感。


「僕も、毒されているなぁ」


　何に、かは特定しなかったけど。とりあえず……なんでか、今は、一人の時間を「満まん喫きつ」出来る気はしなかった。……いや、正直に言おう。なんだかんだ言って僕は結局、一人じゃない時間の方が好きだったのだ。まったく……自分のことながら、分かりにくい人間。


　街を一人で歩くというのも……ホント、久ひさ々びさだ。これは別に仲間云うん々ぬんだけじゃなくて、そもそも、昔でも僕はわざわざ一人でこっちまで出てきたりはあまりしなかったから。大たい概がいの買い物は近所や、学校帰りとかで済すんじゃうからなぁ。


　ちょっと散歩でもしてみようかと思ったけど、やっぱりやめておいた。重じゆう症しようである。そんなことより、さっさと帰った方が面おも白しろいと思っている自分がいたのだから。


「まったく……こういうのを、『腑ふ抜ぬけた』っていうのかな」


　そう言いながらも、結局は今の自分を嫌きらいじゃない僕。……重症どころか、致ち命めい傷しようだったのかもしれない。これ、案外僕、恋こいとかしたら相手にベタ惚ぼれになるのじゃなかろうか。


「……うわ」


　なんか洒落しやれになってなかった。幸せな空想のはずなのに、軽く恐怖も抱いだく。


　僕は慌あわてて頭かぶりを振ふる。おいおい式見蛍。今まで他人に素す直なおに好意を示しめしすぎる人間には、散々苦労させられているはずだろう。唯ゆい一いつの理性が僕だったはずだろう。それがおい、僕までその仲間入りなんてしてしまった日には……。


「うわ、世界の破は滅めつも近いな」


　本気でそう思った。世界がどうこうなんて考えられないと言っておきながら、そのくせ、僕が誰だれかにベタ惚れした際さいのカオスっぷりはありありと想そう像ぞう出来る。


　駅方向に向かって暫しばらく歩いて、僕はなぜ今、変な寂せき寥りよう感みたいなのを感じてしまっているのか、ようやく気がついた。耀とユウである。


　いつもはユウがそばに居いた。そして今日はさっきまで耀が居た。耀と居る間、僕はユウが居ないことに違和感を覚えていなかったように思う。それは……たぶん、耀が、僕にとってユウという存そん在ざいと似にた席に配置されているから。人の心にどんどん迷めい惑わくかけながら踏ふみ込こんでくるのに、不思議と、憎にくめない人間。僕の作る壁かべをまるで無む視しして……そう、幽ゆう霊れいのように心の壁さえすり抜けてきてしまう存在。


　そのユウの普ふ段だん居るべき席に……ユウだけの席に……さっきまで、耀が、平然と、居た。僕はそれに、耀と別れるまで、ついぞ気付かなかった。だから今になって──


「っ！」


　途と端たんに、胸むねに痛いたみを感じた。意味が分からず混こん乱らんする。ただ、何か、誰かに酷ひどいことをしたように思えた。何かを裏うら切ぎったように思えた。……なんだこれ。


「…………」


　……原げん因いんの一いつ端たんは分かっていた。ユウが幽霊であり、いつか僕と別れる存在であること。それを僕は最近酷く悲しく思っていたはずなのに……耀が……さっき出会ったばかりの人間が、簡かん単たんに、そこに「代わり」として入り込んできてしまったこと。それに、自分で気付いてなかった。それは……なにか、ユウをユウとして認みとめてないことに思えたのだ。ユウはユウだって……ユウは僕ぼくにとって唯ゆい一いつの存在だって、認めてないことに思えて。


　別に恋だなんだというのは無視するけど。とりあえず確かく実じつなのは、僕にとってはちゃんとユウも大切な仲間であるってことで。鈴音に代わりはいないし、先輩にも代わりはいない。陽慈にだって、傘さんにだって、アヤにだって、それこそ、深螺さんにだって代わりはいない。なのに……。


　ユウの席には、耀が入ってきた。一いつ瞬しゆんといえど、耀はユウの代わりを務つとめていた。


　本来なら、気にしすぎなことである。僕だって別にユウのことをいつも考えているわけじゃないし、そもそも恋人とかそういうわけでもないのである。耀に振り回されている間にユウを忘わすれていたって、それに対して、ユウも別に怒おこりはしないだろう。ユウだって、例えば鈴音に「成じよう仏ぶつさせてやるー！」と追い掛かけ回されたりしている間、僕のことなんて考えていないだろう。その程てい度どの、些さ細さいなレベルの話なのだ。


　なのに……今の僕にはそれが無視できなかった。それは、やっぱり、耀がユウに色んな意味で似ていて。そして、僕が、僕自身が、ユウと近い将しよう来らい別れることを……ユウが僕の前からいなくなることを意い識しきしている上でのことだったから。


　……ユウが居なくなっても、普通に、耀と楽しそうにしている自分を描えがいてしまって、胸が、激はげしく痛んだのだ。


　いや……ユウだって、別に、別れた後に一生僕がうじうじ引き摺ずるのを望んでいるとは思わないし、それは、ユウに対して失礼なことだと思う。だけど……だけど……。


「なんだよ……これ……」


　自分でも理り解かいできない理由で、胸の痛みが止められない。罪ざい悪あく感が抑おさえられなかった。


「…………」


　いつの間にか、駅を目指す僕は早足になっていた。


　いつもはただうざったいユウの「抱だきつき」が、今はたまらなく懐なつかしかった。





　　【ユウ[image: ]】








「蛍けいに悪いことしちゃったな……」


　私は少し凹へこんでいた。この前色々あった公園のベンチに「座すわるようにしながら」、もう何度目になるか分からない溜ため息いきがこぼれる。そんな私の様子を見て、隣となりに来たサンは慌てて声をかけてきた。


「だ、だから、そんなに落ち込まなくてもいいって、ユウ！　兄さんだってそんなことで本気でキレたりしないの、ユウだって知っているじゃない」


「うん……そうだけど……。でも……はぁ」


「もう……どうしたのよ、ユウ。いつものユウらしくないよ？」


　サンが心配そうに覗のぞき込こんでくる。私はそれに「ん」と苦く笑しようを返した。たしかに、いつもの私じゃない。本当の私は、実は、いつも自分の行動について迷まよいを抱いだいていたりするのだけれど……そういうのは、私にしか分からないことだし。


　サンは決意するようにして、私を見つめる。


「ユウ。あのね……えと、ほ、ホントはこんなこと絶ぜつ対たい言いたくないんだけどっ！　あ、あのね、に、兄さんは、かなり、その、ユウのこと……す、好きだと思う！」


「へ？　え、ええと……」


　目をぎゅっと瞑つぶり、ぷるぷると震ふるえながら、悔くやしそうに、それでいて頰ほおを赤くしながら告げてくるサン。……な、なんか、勝手に追い詰つめられている……。私は「さ、サン？」と目をぱちくりさせながら問いかけるが、サンはやっぱり勝手に話を進めていた。遂ついには、私の手をぎゅっと両手で握にぎるようにして見つめてくる。……前から思っていたけど、この兄きよう妹だい、マイペースという部分においてすごく似にている。


「ユウ。兄さんを、兄さんを今後ともよろ……ああ、言えない！　言えないよう！」


「サン？　えと、私よりむしろ貴女あなたが落ち着いて──」


「ああ、でも、耐たえないと！　耐えるのよ、傘さん！　辛つらくても二人を祝しゆく福ふくしないといけないわ！　それは、いつか必ず来る試練！　そうよ！　むしろ、『ユウさんで良かった』と思うべきなのよ！　……ユウさんなら、私と兄さんが陰かげで密みつ会かいしても気付かなそうだし」


「あ、あのー？」


　話の方向がなんかずれている気がするんだけど……。えと、サンは、そもそも私を励はげまそうとしていたんじゃなかったっけ？


「ユウ！　に、兄さんは、貴女のこと大好きなの！」


「す、好き？」


「たぶん！」


「……たぶんなんだ……」


「……恐おそらくは」


「段だん々だん自信なくなっていくのはなぜなの……」


「とにかく！　妹の私にはそう見えるってこと！　兄さんは……ううん。違ちがうな。ユウ」


「は、はい」


　急に真ま面じ目めな表ひよう情じようになったサンに、私はたじろいで、背せ筋すじをのばす。


　サンは私の目を正面からしっかりと捉とらえている。


「兄さんは……兄さんと私は、貴女のこと、大好き」


　慈じ愛あいに満ちた笑えみ。そこには、ふざけた態たい度どなんて微み塵じんも無く……。


「あ……」


　ずるい。やっぱり、そういうとこ、ケイにすごく似ている。本当に大事な時は……妙みようにカッコイイ。すごく……真まっ直すぐ。


「だから、迷めい惑わくだ、なんて思わないでね？　そりゃ、迷惑かけたら謝あやまらなければいけないと思うけど。そういうんじゃなくて……えと、その、『一いつ緒しよに居いることが迷惑』みたいな風には、絶ぜつ対たいに、思わないでほしい」


「サン……」


　サンは照れるように頭をかいて、苦笑いを浮うかべる。


「この前入院した時……ね。私も、同じように思った。このまま意い識しき不明で兄さん……いえ、家族の足を引っ張ぱるなら、私はいっそ──って。


　でもね。こういう体になって、兄さんや、母さんや父さんのことを見て……気付いた。確たしかに私は迷惑をかけているけれど。そんなことより……『私が居なくなること』は、そんな瑣さ末まつな『迷惑』とは比くらべるべくもないぐらい、家族にとって不幸なことなんだって。それこそ、よっぽど『迷惑』なことなんだって」


「それ……」


「うん。だからね。ユウも……ユウも、自分が居ることを迷惑だなんて思わないで。『居てはならない存そん在ざい』だなんて思わないで。逆ぎやくだと思うよ？　死んでもまだ存在できるのって、たぶん、『まだ居るべきだからこそ』だと思うよ？　だからむしろ、今の私達にとっては、貴女がいなくなっちゃうことの方が、ずっと迷惑なんだからさ。……堂々としていればいいの。ほら、男が女を養うのは当然なんだからっ」


「それ、ちょっと差別……」


　そう言いながらも、泣きそうになってしまった瞳ひとみを慌あわてて隠かくす。サンはそんな私のことを、触ふれられないながら、ずっと、落ち着くまで、抱だきしめるように接せつしていてくれた。


　……ごめんねサン。私が本当に辛いと思うのは……本当に怖こわかったのは……。


　……サンやケイにそんな風に思ってもらえるぐらい、私が貴女達に受け入れられることでもあって……。


　……だって、私は、いつか、その「不幸」を、きっと……ううん、絶対、貴女達に与あたえることになるから……。亡なくす悲しみを与えちゃうから……。


　だから……。


「うぅ……」


「ほーら、よしよーし。泣かなくていいのよー、ユウ。……ああ、もう、肝かん心じんな時に居ないんだから、兄さんは！　泣いている女の子を放置するなんて、ほんっと、駄だ目め駄目！」


「そ、それは理り不ふ尽じんだよぅ、さすがに……」


　そう言いながら……私はただそのまま泣き続けた。


　……予感があったから。


　今まで目を逸そらし続けて来た問題に、そろそろ、私はきちんと向き合わなければいけなくなるという……そんな、曖あい昧まいだけど、でも、圧あつ倒とう的な予感。それが、ここ最近私の心を蝕むしばんでいた。


　……幸福の残り時間は、たぶん、とても少ない。





　しばらく泣くだけ泣いて落ち着くと、私はサンと他た愛わいない話をしながら、ただ公園の風景を眺ながめていた。


　サンは一度ケイを呼よびに部屋に戻もどったのだけれど、結局彼は留る守すだったらしい。「捜さがそうか？」というサンの提てい案あんに、私は首を横に振ふった。部屋から出て行ったということは、なんにせよ、「気分を変えたかった」ことに変わりはないだろうから。それはたぶん、私やサンが行ったら台無しになってしまうだろう。


　いや……ううん、こんなのは私らしくない。私は、本当は、ケイの気持ちなんて無む視しして、彼の中に踏ふみ込こむ人間だ。だから今私がケイを捜さないのは……単たん純じゆんに、私がまだ、ケイと顔を合わせ辛づらいからだった。


「あー……。憂ゆう鬱うつだなぁ」


　私は溜ため息いきを吐つきながら呟つぶやく。サンは「だからさぁ」と呆あきれていた。


「気にしすぎだって。いつものことじゃん」


「いつものこと……」


　更さらにずーんと沈しずむ私。だってそれは……いつも私が迷惑かけているということを暗に示しめしていたから。サンはそれに気付いて、「あ、いや、ちがくて」と慌てる。


「えと……あ、そうだ、神かん無なさんでも呼んで、たまには女同士で語り合おうか？」


「鈴りん音ねさん？　うーん……」


「……あの、前から気になってたんだけどさ」


「ん？」


「ユウって、どうして神無さんのこと、呼び捨すてしないの？　いや……真ま儀ぎ瑠る先せん輩ぱいとかは分かるんだけどさ。神無さんとユウって、仲いいっていうか、対等な感じだし……。それに、ユウが『さん付け』するのって、なんかあんまり似に合あわないっていうか……」


　サンが怪け訝げんそうな顔をして私を見る。私はちょっと困こまりながら、視線を逸らした。


「なんとなく……かな」


「納なつ得とくいかないよ」


　サンは意外としつこい。いや……意外でもないか。元々どこか頑がん固こな子だ。私は「う～ん」としばらく悩なやんでから、答えを返した。


「初対面の頃ころは、鈴音、って会話の流れによっては呼び捨てしたりもしてたんだよ」


　それはまだ本当に会ったばかりの頃で、まだ距きよ離りを測りかねていた時のこと。


「じゃあ、そのまま定着しちゃえば良かったじゃない」


「うん……。でも、なんか、さ。その……仲良くなればなるほど、鈴音さんを知れば知るほど、なんか、呼び捨て、出来なくなった」


「……なんで？」


「なんで……だろう」


　それは、自分でも改めて考えたことのないことだった。だから、話しながら考える。


「対等って……言っていい気がしなくて。鈴音さんって、ほら、すごい人じゃない？　なんていうか……頑がん張ばっている人、なんだよ。誰だれよりも」


「それはなんとなく分かるけど……。でも、別に神無さんは、ユウに呼び捨てされて気分を害したりは絶ぜつ対たいしないと思うよ？」


「うん、それは、そう。むしろ、喜んでくれると思う。だけど……だけど、なんでだろうね。私、鈴音さんには、どうしても、『敵かなわない』って思っちゃうの。なんでだろう……友達なのはもちろんなんだけど、同時に、なぜか、自分と比ひ較かくしちゃうの。相対的に見ちゃうっていうか……。普ふ段だんはそういうの気にしないのに。鈴音さんだけはどうしても、自分と色々比くらべちゃうの」


「それは……兄さ──いえ」


　サンは何かを言おうとしたけど、でも、言いにくそうに口をつぐんだ。何を言おうとしたのかは分からないけど、でも、サンがそういう表ひよう情じようをするのは、ケイが絡からむ時だって知っていたから、なんとなく、言おうとしたことの雰ふん囲い気きだけは分かった。


「いやなやつだね……私」


「そんなことない！」


　私の自じ虐ぎやくの言葉に、思い切り立ち上がって憤ふん慨がいするサン。私はそれを見て、曖昧に微ほほ笑えんで「ありがと」とだけ返しておいた。サンはやっぱり不満そうだったけど。


「そういえばユウ」


「ん？」


「この前……私が意い識しきを取り戻した日、暗い部屋で兄さんと何してたの？」


「!?」


　サンの唐とう突とつな質しつ問もんに、私はこの前のことを思い出し、一気に頰ほおを紅こう潮ちようさせた。しかしサンはどうやら本気で気付いてないらしく、無む邪じや気きに首を傾かしげている。……う、うぅ。どうしたんだろう、私。いつだって蛍にベタベタしているくせに。あの時のことを考えると、心しん臓ぞうが、異い様ようなくらいにバクバクと高鳴る。もしサンが来なかったら……と、そんなことを思うと、たまらなく恥はずかしくなる。普段のベタベタとアレは、なにか、全く違ちがった。一番違ったのは……たぶん、私じゃなくて、蛍から近付いてきてくれたことだろうか。


　──と、蛍のアップの顔を思い出してしまって、また、勝手に頰を紅潮させる。


「どうしたの？　ユウ」


「な、なんでもない、なんでもない」


　私は慌あわてて手を振ふる。うぅ……こんなんじゃ、鈴音さんの赤面をどうこうなんて、言えないじゃない。でも……。


「…………」


　アレを思い出して、また、ポーッとしてしまう。すごく恥ずかしいのに。同時に、あの時の記き憶おくは、すごく、甘あまかった。思い出すたびに、うっとりとしてしまう。ドギマギしてしまうのに、でも、また、ああなりたいと思ってしまう。蛍と……。


「あのー、ユウさん？　もしも～し」


「はぅっ！」


「ねえ、大だい丈じよう夫ぶ？　なんか、変なこと訊きいた？　……まさか、兄さんと如何いかがわしいことでも……」


「ち、違うよ！　サンが来たから途と中ちゆうで止まったよ！」


「『私が来たから？』」


「あ」


　サンの顔に、ピキっと、血管が浮うかぶ。……まずい。


「ユ～ウ～？　私が来なかったら、兄さんと、何するつもりだったのかな？　どこまで行くつもりだったのかな？」


「あ……う……。え、ええと、そ、そのぉ」


　視し線せんが泳ぐ。でも、サンは許ゆるしてくれない。うぅ……自分でも分からないよ、蛍と何するつもりだったかなんて。あのままだったら、どうなっていたかなんて。そんなの……。


「…………」


「ま、またポーッとして！　ユウ！　兄さんと想そう像ぞうの中で何しているの！」


「そ、想像まで責せめられるの!?」


「兄さんを汚けがすものは死すべし！」


　サンはそんなことを言いながら鬼おにの形相で私に迫せまってくる。私は「ま、まだそんなにえっちぃ想像はしてないよ！」と叫さけびながら全速力で逃にげ去る。しかしサンは「『まだ』ってことは、放ほうっておいたらそこまで想像するってことでしょー！」と、兄譲ゆずりの妙みように鋭するどい洞どう察さつ力を見せ、更さらに顔を鬼のようにして追って来るのだった。


　……でも……本当に、私と蛍、あのままだったら……。


「ま、また想像してるでしょー！」


「いくらなんでも基き準じゆんが厳きびしいよー！」





「はぁ……はぁ」


「ぜぇ……ぜぇ……。霊れい体たいの浮ふ遊ゆう移い動どうって……やりすぎると疲つかれるんだね……」


「わ、私、病やみ上がりなのに……」


「私、死人なのに……」


　結局、私とサンは再ふたたび元の場所に戻もどってきてぐったりとしていた。さすがに一時間以上全力で追いかけっこをしていると、幽ゆう霊れいでも疲れるらしい。最も早はや当初二人が何を理由に追いかけっこを始めたのかさえ、今となると思い出せなかった。


　しかし、気分は妙に爽そう快かいでもある。人間で言うところの、「いい汗あせかいた」という状じよう態たいなのかもしれない。私とサンは顔を見合わせると、「あはははっ」と笑いあった。二人とも霊体のくせして、公園内に居いる誰より明るく元気だった。やっぱり、私達には、こういう雰ふん囲い気きの方が合っている。


　しばらくそのまま、息を落ち着ける。


　私は視線を公園内に意味もなく彷徨さまよわせて……そして、ある人を、見つけた。


「うわ、外人さんだ……」


「え、なになに？」


　サンも気分が高こう揚ようしているのだろう。私の独ひとり言ごとに、過か敏びんに反はん応のうしてきた。私もそれにのって、「あれ」と公園内に居た一人の少年を指差す。


　鮮あざやかな金きん髪ぱつの華きや奢しやな少年がそこに居た。私だって、このご時じ世せい、ただ外人さんが居ただけで騒さわいだりはしない。だけどその少年は、やっぱり誰よりも目を引いた。


　サンがギョッと彼を見つめる。
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「うわ、なにあの美少年。空想の産物って感じ」


「うん……少女マンガから出てきたみたいだよね」


　そう、そうなのだ。それは、最早「現げん実じつ味みが無くて気持ち悪い」ぐらいの美少年だった。ブロンドの髪かみ、綺き麗れいな肌はだ、整いながらも濃こくはない顔立ち、スラリとした体たい軀く。そんな少年が、公園内に一人で入ってきて、なにやらキョロキョロとしていた。


　サンはすっかり興きよう味みを惹ひかれたようだ。「見物しよ、見物！」と、自分達が今見えないことを最大限げんに利用した犯はん罪ざい行こう為い（人はそれを覗のぞきという）をしようとしていた。


「美少年、美少年、美少年だー！　シャワーとか入らないかなー」


「…………」


　かなり不安なテンションだったものの、サンに手を引かれるままに、私もベンチから離はなれ、少年に近付いていった。確たしかに私も近くで見てみたかったし。


「うわ、こんなに近くまで来てもアラが見つからないよ！」


　サンはどんどんと近ちか寄よって彼を観察する。自分が見えないと思って、あまりにあからさまな接せつ近きん具合である。私は呆あきれ混まじりに嘆たん息そくしたが、しかし、自分もケイと出会った時似にたような動機で似たような行動をしたことを思い出すと、なんとなく、「他人ひとのふりみて我わがふり直せ」という言葉を思い出した。ケイ……なんとなく、今、かなり謝あやまりたい気分だよ……。確かにあれは、うざいかも……。


「わぁ、わぁ、人形みたーい」


「サン！　いくら実じつ体たいなくて見えないからって、そんな──」


　少年に接近しすぎているサンにそう注意しようとした時だった。私は、ぎくりとした。


「わぁ、わぁ、ほら、瞳ひとみなんて青だよ、青！」


「ちょ、サンッ」


　盛もり上がるサンに、声をかける。彼女は不満そうな顔をして、「なによぅ」と振ふり返った。私は……私は、少年を指差しながら、緊きん張ちようしたままで声をかける。


「なんか……彼、さっきからサンを視し線せんで追って、硬こう直ちよくしているんだけど……」


「え？」


　サンは少年を振り返る。少年は額ひたいに汗を垂たらして、サンを見る。サンを……見る。サンもまた汗をかいて、少年を見つめ返し、「あはは……」と笑いながら、てけてけと移動、視線からはずれようとするも……追ってくる、少年の視線。そして……。


「あの……ボクに何か？」


「うひゃあ！」


　声をかけられて、思い切り後こう退たいしてしまうサン。私も予想はしていたとはいえ驚おどろき、言葉を失う。そんな私達に、少年は困こまったように顔をしかめた。


「あの、ボクに、何か御ご用ようでしょうか？」


　流りゆう暢ちような日本語で私とサンを交こう互ごに見て訊たずねてくる。……まあ、そりゃ、唐とう突とつに知り合いでもない女じよ性せいに全身を観察されまくったら、警けい戒かい心しんも募つのるだろう。サンはすっかり「あわわわ」と混こん乱らん中なので、代わりに私が前に出て挨あい拶さつをする。


「あ、すいません。その、私達、あの……幽ゆう霊れいでして」


　通じないかと思ったけど、意外にも、少年には普ふ通つうにこの話が通じた。


「ああ、それは分かりますよ。ボクも一いち応おう霊能のう力りよく者しやですから」


「あ、はい、そうみたいですね。それで……あの、私達、貴方あなたが霊能力者とは知らないで……その、見えてないと思って、思わず、野次馬みたいなことを……」


　私の言葉の後に、サンもようやく落ち着きを取り戻もどし、縮ちぢこまって、「すいません……」と頭を下げた。私達の弁べん明めいに、少年はしばらくキョトンとしていたけど、しかし、すぐに笑え顔がおで「ああ、なるほど」と頷うなずく。とろけるような笑顔だった。


「いえいえ、気にしないで下さい。注目されるのは慣なれていますから」


「本当にごめんなさい」


　サンがしゅんと落ち込こんで再さい度ど謝る。少年は苦く笑しようした。


「でも、今度からは気をつけた方がいいですよ。意外と、見える人は多いですからね」


「はい……反省します」


　私もサンも、まだまだ霊体初心者だ。その辺のことは、ちゃんと学んでいかないといけないことなのだろう。


　私がもう一度「本当にすいませんでした」と声をかけて、そしてすっかり落ち込んでしまったサンを連れて去ろうとすると、少年は、「ああ、ちょっと待って」と声をかけてきた。サンの肩かたを抱だくようにしたまま、私は振ふり返る。


　すると、少年が意外な言葉を発してきた。


「もしかして、キミ、ユウさん？」


「え？　そうですけど……え？」


「ああ、やっぱり。耀さんから聞いた通りだ。とはいえ、又また聞ぎきもいいところですけど」


「？　あかるさん？　？？」


「ああ、ごめんなさい。自じ己こ紹しよう介かいしますね」


　少年はもう一度ふわりと天使のような笑顔を浮うかべると、胸むねに手を置いて、透すき通るような声で告げてきた。


「ボクは、ヘルメスっていいます。帰き宅たく部一年生の、日向耀さんの友人です。皆みなさんのことは、よく聞いてますよ」





　　第二章　軋きしむ日にち常じよう 








「はぁ……」


「今日は嘆たん息そくばっかりですね、式しき見み君」


「はぁ……」


　ヘルメスの笑顔を見ながら、何度も溜ため息いきを吐つく。


　耀あかるやヘルメスと偶ぐう然ぜんなのか必然なのか謀ぼう略りやくなのかよく分からない出会いをしてから、四日ほど経けい過かした。


　ヘルメスは、本人が言うには、北の地方の「紅こう葉よう高校」に通う二年の生徒で、今は夏休みの間、こちらにある別べつ荘そうで一人で過すごしているらしい。なんとも贅ぜい沢たくな身分だという感想を僕ぼくは持ったが、しかし、彼が言うには、実家の両親の厄やつ介かい払ばらいみたいなもんだから、本人にとって面おも白しろい状じよう況きようでもないらしい。そういうわけだから、当然こちらでの友達もおらず……結果、霊能力繫つながりで僕らのグループに入ってきたというわけだ。


　そうそう、彼は耀の言う通り霊能力者でもあり、ユウを見えるのはもちろん、鈴りん音ねのあの他ほかを置き去りにする霊現げん象しよう解かい説せつとも、ちゃんと会話を成立させられていた。


　そういうわけでヘルメスは現あら守かみ高校の生徒でもなんでもなく、帰き宅たく部ぶの集まりに居るのに僕はやっぱり何か納なつ得とくいかなかったが、しかし、他のメンバー達は全員今や何も気にせず彼を仲間として扱あつかっているため、まあ仲間でいいんだろう。


　……既すでに態たい度どに出てしまっていることと思うが。 僕はこのヘルメスのことを、 あまり快こころよく思ってない。皆みなが好感を抱いだいているのに、だ。しかも、僕のことだから彼を嫌きらうのにも深い理由があるだろうと思いきや、どっこい。全く理由などない。完全に「第一印象から決めてました！」のマイナスバージョンだ。つまり「毛嫌い」だ。食べ物で言ったら「食わず嫌い」だ。当然、どちらが悪いかと言えば、全面的に僕が悪い。自分でもそう思うのだから、周囲の僕を見る目は言わずもがなだろう。


　少しだけ弁べん明めいを許ゆるされるとすれば。僕だって、嫌いたくて嫌っているわけではない。それこそ、毛嫌い、食わず嫌い。理由なんて、原げん因いんなんて、自分でも分からない、そういう類たぐいの感かん情じよう。


　……だ、だから初対面の時、ユウや傘さんと仲良さげにしていたことなんて、ぜーんぜん、気にしてなんていないのだ。絶ぜつ対たいだ。絶対、そんなこと、関係ないのだ。鈴音が「はぅ」と彼の顔に見み惚とれたこととか、先せん輩ぱいと「帰宅について」の話が盛もり上がっていたこととか、陽よう慈じがケイコさんとの予定より彼との約束を優ゆう先せんしたりとか（先に約束したのがヘルメスだったからだが）、そういうことは、ぜーんぜん、僕のこの感情には一いつ切さい関係がございませんのですのです。


　混こん乱らんなんかしていない。し、嫉しつ妬となんかじゃ断だんじてない。


　でも……本当に、自分でも少し困こまっている。皆が好感を持つのは当然だとは思うのだ。美少年なのは置いておくとして、その優やさしい物もの腰ごしも、誰だれにでも分け隔へだてない……一方的に毛嫌いしている僕にさえ気を遣つかうその態度も、ノリの良さも、それでいていい塩あん梅ばいでの「真ま面じ目めさ」も……何もかも、僕が本来なら好感を持つ人物なのに。それなのに、どうしてこんなにも彼のことを嫌ってしまうのか、自分でも理由が分からなくて。


　一つだけ、これに似にた感情を知っていた。そう……僕の「死にたがり」だ。もう理由は判はん明めいしているのだけれど、それ以前は、ずっと、こんな感じだった。「理由が分からない感情」。そういう意味で、ヘルメスに僕が感じている感情は、まさに自殺志し願がんのそれと同種だった。ただ……やっぱりよく理由は分からない。深しん螺らさんに相談したかったのだけれど、あの人は最近こちらから電話しても、いつも何かと忙いそがしそうにしている（誰かを捜さがしているらしい）から、こんな相談ではかけづらく……。結果として、僕は自分でも納得いかないヘルメスへの嫌けん悪お感を抱かかえながら、今日もパーティの準じゆん備びにいそしんでいた。


　耀に聞いた「パーティ」のことを先輩が正式に話したのは、僕が耀に出会い、そしてユウと傘がヘルメスを僕に紹しよう介かいした翌よく日じつのことだった。僕のランチの奢おごり約束は、いつの間にかパーティにまで発はつ展てんしてしまっていたが、しかし、その目的が実じつ際さいのところ傘の快かい気き祝いやアヤの回かい復ふく祝い、僕の死にたがりの原因判はん明めい祝い等を兼かねたものだと知ってしまうと、僕も断ことわることなんて出来ない……というより、割わりと乗り気になってしまい。相変わらず傍ぼう若じやく無ぶ人じんなんだか優しいんだか分からない先輩だ。


　パーティの日取りは八月十一日。特に理由があるわけではないのだが、全員が都合良くて準備期間的にも充じゆう分ぶんそうな日取りが、その日だった。今日は八月七日。パーティまではあと四日である。


　かくして、ちょっと冷静になってみるとかなりおかしい、僕全負ふ担たんのパーティの準備が始まった。……そこには、耀とヘルメスも含ふくまれるカタチで。


　これがまた納得いかないわけだ、僕は。耀はまだ……一いち応おう帰宅部らしいからいいとして。ヘルメスはいよいよもって本ほん格かく的に「関係ない」じゃないか、と僕は思ってしまうのである。……自分でも心が狭せまいと思うが。「仲間」なら、そんなことは関係ないとは思うけど。でも、僕にとってはやっぱりコイツはまだ……


「式見君、買う物はこのリストで充分かな？」


「っ！」


　考え事しながらボンヤリ作業をしていると、唐とう突とつに問題の人物に声をかけられてぎくりとした。慌あわてて顔をあげる。……整った顔立ちの金きん髪ぱつの少年が、屈くつ託たくない無む邪じや気きな笑え顔がおを浮うかべてそこに居いた。僕は「あ、うん」と、そのリストもろくに確かく認にんせずに答える。


「いいんじゃないかな、大体で」


「うん、そうだね。正直、あの人達はどれくらい食べるかとか飲むかとか、よくわかんないよね」


　あはは、と笑うヘルメス。僕はその物言いに「たった数日の付き合いで分かった風なことを」と思ったけど、でも、やっぱり彼の言う通りでもあって……。少し苛いら立だちを抱えたまま、作り笑顔を彼に向ける。


「まあ、耀や傘やユウ、それに先せん輩ぱいや陽慈は、気分でその辺かなり変わるからな……。鈴音やアヤは少食だと思うけど」


「ああ、なんとなく分かるな、それ」


　笑顔で返してくるヘルメス。僕はその言葉にもなんとなく面おも白しろくないものを感じてしまったが、しかし、こんなにいちいちクサクサしている自分もまたいやで……結局、苛立ちは自分の中に抑おさえ込んでしまう。……ヘルメスが居て一番いやなのは、実は、こういう部分だ。自分が……嫌きらいになってしまう。非ひのない相手を嫌うというのは、まさに、間ま違ちがっているのは自分だと突つきつけられることで……。それは、実じつ際さいかなり苦く痛つうなことだった。


　今日は特にかもしれない。今この部屋にいるのは、ヘルメスと僕だけだからだ。


　パーティは当初僕の部屋で行おうということになっていたのだが、さすがに人数が多くなりすぎた。今や総そう勢ぜい九名だ。ワンルームの部屋に入らない……とまではいかないが、色々生活用品に満たされた僕の部屋では、やっぱり無理に変わりはない。


　しかしやはり全員が集まりやすい丁度いい場所となると、僕の部屋辺りが一番らしく。かくして、先輩の「どうにかしろ、後輩」とのお達しにより、場所まで確かく保ほしなきゃいけなくなったわけだが、僕はあんまり顔の広い人間ではない。自おのずと頼たよってみるのは、自分のこのアパートの大家さんであり。母方の親しん戚せきであるその大家さんの「ああ、じゃあ、あんたんとこの隣となりの部屋使えばいいよ。あそこ、ちょっと広いんだけど、その分家や賃ちん高いから、人気無くて今空あいているんだわ。水と電気は使えるから、そうしなさい」という、僕の親戚とは思えない大おお雑ざつ把ぱな温おん情じようの言葉により、僕のアパートの隣の部屋がパーティ会場となった次し第だいである。


　とはいえ、そこはやっぱり基き本ほん的には何もない部屋。パーティをどうしても完かん璧ぺきなものにしたい先輩としては、部屋の内ない装そうやらなんやらに凝こり始め……結果として、ここ一週間、暇ひまな人間はこの空き部屋でパーティ準じゆん備びにいそしんでいるというわけだ。


　ちなみに、言うまでもないだろうが、実際に準備に参加しているのはきっちりした性せい格かくの人間のみだ。先輩なんて言うだけ言って来ることもない（エグゼクティブプロデューサーらしい）。傘や耀やユウは……言わずもがな。むしろ居た方が迷めい惑わくになることも少なくなく。そうなると、基本的に真ま面じ目めに準備するのは僕や鈴音……そしてヘルメスになるわけで。アヤに関しては充じゆう分ぶん回かい復ふくしたとはいえ、彼女に準備を手伝わせるのは少し躊躇ためらわれたから準備のことは言っていない。陽慈はたまに手伝ってくれるが、基本的に夏休み中は他ほかの友人との付き合いも多いらしく、あんまり予定が嚙かみあわず。


　となると……僕とヘルメスの遭そう遇ぐう率りつは高くなる。鈴音も本当は勉強と霊れい能のう力りよく修しゆ行ぎようの両立でパーティの手伝いどころじゃないはずなのだが、なぜか、夏休みはほぼ毎日、パーティのことがある前からなんだかんだと理由をつけて僕のアパートに差し入れを持ってきたりしていた。ただ、今日は神かん無な家の仕事（といっても事じ務む的なもの）でどうしてもはずせないらしく……。


「二人っきりだねぇー、式見君♪」


「……はぁ」


　なぜだか妙みように嬉うれしそうでテンションの高いヘルメスと、今日は二人きりである。……久ひさ々びさに心の中でこっそり言っちゃおう。……死にてぇ。


「ヘルメス……今日は帰ってもいいぞ？　作業は僕が──」


「ふーんふふーんふふーん♪」


　聞いてないよ。……ああ、些さ細さいなことでイラつく。


　僕はこの妙なイライラを無む視しするために、話題を変えることにした。今日は体を動かす作業ではなく、お互たがい「必要なもの」を書き出す作業を、僕の部屋の方でテーブルを挟はさみ向かい合ってしていた。そのため、話題が尽つきるのは、相手がヘルメスだろうと気まずい。


「……ヘルメス」


「ん？　なぁに、式見君」


「前から気になっていたんだけど、『ヘルメス』ってファーストネーム？　フルネームはなんていうんだ？」


「ん？　ヘルメスはヘルメスだよぉ、式見君。それ以上でもそれ以下でもないよ」


「いや──」


「まあまあ。いいじゃない、そんなことは」


「…………」


　……ああ、もう、いちいち苛いら立だつ。っていうか、わざとやってないか、コイツ。皆みんな、コイツの外見に騙だまされすぎなんだ。よぉく考えたらムカツクこと、多いって、絶ぜつ対たい。いや……僕ぼくも結けつ構こうマイナスに補ほ正せい入れて見ちゃっているけどさ……。


「そんことより、式見君」


「なんだ？」


　僕はテーブルの上においておいた自分の麦茶をグビっと口に含む。ああ、やっぱり夏は麦茶にかぎ──


「式見君とユウさんって、どこまでいっているの？」


「ぶはっ！」


「うわぁっ」


　麦茶を吐はき出した。……お笑い芸人か、僕は。なんてベタベタな……。


　幸いテーブルの上の紙はとっさによけ、とくに染しみ込こむもののない場所だったので、被ひ害がいは最小限げんですんだ。布ふ巾きんを持ってきてさっと拭ぬぐう。……非ひ常じように惨みじめだった。


「で、どうなの？　式見君とユウさん」


「……まだ訊きくか」


　普ふ通つうこういうイベントの後は話が流れないか……。


　ヘルメスは興きよう味み津しん々しんといった目で僕を見ている。僕はぷいと顔を逸そらし、そうして、いつものように「別に」と答えた。


「ユウと僕は、そんな関係じゃ……」


「でも、同どう棲せいしているじゃない」


「鈴音みたいなことを……。同棲たって、幽霊にとりつかれているってだけ──」


「触ふれ合えるなら、同棲と変わらないよ」


「…………」


　鋭するどいことを言われて、少し黙だまってしまう。……それは、確たしかに、そうなのだ。鈴音には「相手は幽霊だぞ」なんて言ってごまかしてきたけど、でも、実際、触れる相手に幽霊も何もない。それは……女の子と同棲している、と言われても実は否ひ定ていしようがない。


「お互たがい好きでもない相手と、同棲……あ、この言われ方いやだったら、同どう居きよ、でもいいけど。同居とかって、普通出来ないと思うけど？」


「……他人同士でルームシェアしている人だって、世の中にはいるだろ」


「それだってワンルームじゃないでしょ、さすがに」


　ヘルメスは僕と二人きりのとき、妙に鋭い……というか、立ち入ったことを言ってくる。そしてそれはイチイチ正せい論ろんなものだから……僕の心は余よ計けいにかき乱みだされ、更さらに彼に対する苦手意い識しきが強まっていくのだ。


　ただ、僕は僕で無む条じよう件けんで彼を嫌きらってしまっているのだから、多少失礼なことを言われても、どっちもどっちだと思う僕も確かにおり、結果として、変な引け目のせいでただ無む視しするということも出来ない。……それさえも、彼の計算のように思えてしまうのだけれど。


「そうは言っても……本当に何もないからな、別に」


「『まだ』でしょう？」


「…………」


「まあいいけど」


「……なんでそんなこと……」


「ん？　ああ。式見君モテモテだからさぁ。羨うらやましくって、ちょっとひがんじゃっただけだよぅ。ほらほら、そんなに怖こわい目しなくたっていいじゃない」


　そう言いながら、僕の肩かたに笑え顔がおで触れてくるヘルメス。本当は振ふり払はらいたかったけど、さすがにそこまですると如によ実じつすぎるので、僕はそれを甘あまんじて受ける。


「……自分の方がモテモテじゃないか」


「え？　ああ、ボクの外見にキャーキャー言うような人のこと？　わかってないなぁ。式見君。好きでもない女の子にモテたって、あんまり嬉うれしくないんだよ？　外見だけ目的で寄よってくる人なんて、ろくなもんじゃないよ」


「……結けつ構こうキツイな、お前」


　本ほん質しつはどうあれ、普ふ段だんはそういう厳きびしいことを言わないヘルメスなので、僕は少し驚おどろいた。彼は苦く笑しようする。


「だからね、式見君が羨ましいんだよ」


「なんでだよ」


「あーんな素す敵てきな女の子達が身の回りに居いて、更に、彼女ら、外見がどうこうでキミの周りに居るわけじゃないじゃない」


「ユウは僕の外見がタイプらしいけどな」


「分かっているくせに」


「…………」


「ボクのこともちやほやしてくれるけど、でも、それって、なんか違ちがうよね、やっぱり。彼女らが式見君に横おう暴ぼうなことしていたりするのを見ると、すごく、羨ましい。それって、結構あからさまな違いだよ？　心を開いているのと開いていないのとの」


「……お前は、好かれているよ。皆みんなから」


「うん、そうだね。気に入ってもらっては、いると思う。でも、心を開いてもらっては、いないよね。あとは時間の問題なのかもしれないけど……でも、その時間が、問題なんだ。式見君と彼女らの間にある絆きずなを育はぐくんだ時間って……そうそう、超こえられるものじゃないよ。単たん純じゆん計算だけじゃなくて、恐おそらくだけど、普通の人より濃のう密みつな経けい験けんを彼女達と共有しているんでしょう？」


「……さあ？」


　時折、こいつは『全すべて』を知っているのじゃないかと感じることがある。僕らの最近遭そう遇ぐうしている事じ件けんどころか、僕と先せん輩ぱいの出会い……いや、そんなもんじゃなく、僕が生まれてから現げん在ざいに至いたるまでの全て、知った上で、僕と会話しているのではないかと……そんな錯さつ覚かくを抱いだくことがある。だから怖こわい。そう……怖いのだ。僕がヘルメスに感じているこの奇き妙みような嫌けん悪お感は、まずそれが根こん源げんにあるのかもしれない。


　僕は再さい度ど顔を逸そらした。


「でも、不思議だね。それこそ時間的には……一番付き合いの浅いのが、ユウさんなのに。それなのに、キミの心に一番大きく存そん在ざいするのもまた、ユウさんだ」


「勝手に決め付けるなよ。僕は、傘だって鈴音だって先輩だって陽慈だって、大好きだぞ」


「ふふふ……怖い目しないでよ。じゃあ、そういうことにしておこうか、今日は。まあ、そこにボクの名前を挙げてくれなかったことは、いささか残念だけどね」


「ヘルメスという名前は、十年たっても刻きざまれないと思うぞ」


「ボクの大切なもののリストの最上段にはキミが居るけどね」


「……言ってろ」


「あは。つれないなぁ」


　いくら美少年でも、男にそういうこと言われて喜ぶ趣しゆ味みは僕にはない。ああ……もう、僕の周囲は「女じよ性せいメンバー」にいつも問題あると思っていたが、しかしこうしてみると、男性メンバーだって相当最悪だ。


　僕とヘルメスは結局禅ぜん問もん答どうみたいな会話をしながら「必要なもの」の書き出し作業を終えた。こうしてリストにしてみると、結構無む茶ちや苦く茶ちやな量だ。が、ある程てい度ど金に糸目はつけなくていいと先輩に言われている。……それだけ、僕のあの「屈くつ辱じよくのバイト」がかなりいい金きん額がくだったのだろう。……なんか涙なみだがこみ上げてくる。あの店の店長からは未いまだに「キミ以上の子が来なくてさあ……。思えば、キミとアヤさんの居た頃ころが全ぜん盛せい期きだったなぁ」なんて誘さそいの電話もかかってきたりしている。当然、断だん固ことしてお断ことわりしているが。


　実じつ際さい買い物に関しては、自分が作成したリストをそれぞれが担たん当とうしようということになった。主に僕は食料品関係、ヘルメスはパーティ用品関連である。この提てい案あんには、僕とヘルメスが分担作業により離はなれることも狙ねらった部分があったが、その辺はさすがにヘルメスも気付かずに「うん、わかった」と流してくれた。……気付かないふりかもしれなかったが。……正直なところ、僕の作成したリストは、とある理由から彼に見せたくないという側面もあり、少し気まずかった。この黄色い紙に記した「必要なものリスト」には、無む意い識しきにボンヤリとある言葉を一番上に書き記してしまい、人に見せられない状じよう態たいになってしまったのだ。どうも、僕の中で「必要なもの」というのを考えた際さい、一番先に出てくるのがアレだったらしい。まったく……。恥はずかしくて顔から火が出そうになる。


　ただ、だからと言って、その用紙を捨すてるのもはばかられ……僕は、それを大切に折りたたみ、肌はだ身み離さず、パーティの日まで持ち歩くことにした。


　書き出し作業を終えて、そろそろ解かい散さんしようかとヘルメスと喋しやべっていると、玄げん関かんから鈴音と先せん輩ぱいが入ってきた。二人とも私し服ふくである。……さすがにこの時期に制せい服ふくを着ている人間は、耀ぐらいしかいないようだった。先日の「何気に皆みなさん優ゆう秀しゆうすぎますよぅ」という耀の泣いた顔が思い出される。耀は成せい績せきが悪いのか出席日数が足りないのか、夏休み中も登校しなければならない状じよう況きようらしい。


　そういえば先輩は受験生だけに夏期講こう習しゆうとか受けなくていいのかとふと思ったが、すぐに自分の中で却きやつ下かした。なにを血ち迷まよっている。そんなものに参加する先せん輩ぱいなど……受験を気にする先輩など、真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりではない。


「後輩ー、キリキリ働いているかぁー。差し入れ持ってきたぞー」


「その差し入れも、僕のバイト代から出ているんでしょ、どうせ」


「む。購こう入にゆうの労力は私と巫女みこ娘むすめの無む償しよう提てい供きようだぞ。感かん謝しやしろ」


「……はいはい」


　相変わらず夏休みになっても傍ぼう若じやく無ぶ人じんな先輩だった。最近は薄うす着ぎになって露ろ骨こつにスタイルのいい体が強調され、制服時より余よ計けいに威い圧あつ感が出てしまって困こまる。ちょっと見ただけで「ん？　後輩、ケダモノみたいな目でどこ見ているんだ？」という毎年恒こう例れいの攻せめをしてくるから、ホント、この時季の美人ほどやりづらいものはない。


　真儀瑠紗鳥。僕が「先輩」と呼よぶ人である。僕が単たん純じゆんに「先輩」と呼べば確かく実じつにこの人のことを指し、逆ぎやくにこの人が「後輩」と言えば、それは確実に僕を指す。そんな、ある意味で絶ぜつ対たい的な主しゆ従じゆう関係を中学時代から築きずいている、僕の「先輩」。帰き宅たく部部長という謎なぞの肩かた書がきの持ち主であり、実じつ際さい中身はそれに恥じないぐらいに謎。しかして外見は「無む駄だに美人」。長い黒くろ髪かみ、大人びた顔立ち、不ふ敵てきな立たち居い振ふる舞まい。黙だまっていれば「高たか嶺ねの花のお嬢じよう様」といった感じなのだが、いかんせん、黙っていないからどうにもならない。……目下、僕の悩なやみの三十パーセントぐらいには常つねに嚙かんでいる存在である。


　そして、その背はい後ごからおずおずと、先輩の靴くつも揃そろえてから「お邪じや魔まします」と真ま面じ目めに入ってくる女子がもう一人。神無鈴音。僕のクラスメイトであり、相談相手である。


「け、蛍けい。きょ、今日は、その、ええと、真儀瑠先輩が来るっていうから。その、あ、案内で。ほ、本当は忙いそがしかったんだけどねっ。神無家の仕事も意外と早く終わったしっ」


「……あそう」


　時たま言わなくていいことを言う、とにかく、僕にとって「わけわからない人ランキング」の上位に常に食い込こんでいる人間である。今日だって、僕の部屋の「隣となり」ってだけの部屋に行くのに、案内なんて絶対いらない気がするが……。しかも今日の作業は普ふ通つうに僕の部屋だとも言ってあった気がするが。


　彼女、忙しい忙しいと言いつつ、なんだかんだで毎日会っていたりする。そんなよく分からないクラスメイト。ホント、変なことで不ふ機き嫌げんになるわ、ちょっとしたことで真っ赤になるわ……彼女も僕の悩みの要よう因いんの二十パーセントぐらいには嚙んでいる気がする。


　彼女も黙っていれば美少女だし、実際、普通に話している分には性せい格かく的にもおっとりしたイイヤツなので他ほかの男子からの人気は高いが、どうにも、僕が絡からむと途と端たんに最近は色々壊こわれ気味なので……僕にとってはやっぱり「変なヤツ」という認にん識しきである。


　鈴音はとたとたっと、髪かみを揺ゆらしながら小走りに部屋に入ってきた。そうして、先輩がジュースを取り出して僕に渡わたそうとしていたところを、ギリギリで、「は、はい、蛍！」と、自分が持っていた方のジュースを差し出してくる。……確たしかに、鈴音が差し出したのは僕が最近よく飲んでいる炭たん酸さん飲料だったけど……。


「あ、ああ。サンキュ、鈴音」


「う、ううん。どういたしましてっ」


「…………」


　先輩のなんだか冷たい目。な……なんか、気分を損そこねたらしい。先輩は僕に渡そうとしていた缶かんジュースをぷしゅっと開けて、ごくごくと一気飲みしていた。……ちなみに、先輩が僕にくれようとしていたのは、地元時代……中学時代、僕と先輩が二人で居た時によく飲んでいたジュースだった。


「あの……ボクには……」


　完全に無む視しされていたヘルメスが泣きそうな目をしていた。慌あわてて鈴音が「あ、ごめん」と袋ふくろから缶を取り出して彼に渡す。……さすがにヘルメスがちょっと不ふ憫びんだった。


「しかもなぜかホットのコーンポタージュなんだね……ボクの……」


　明らかに先輩の悪ふざけ……恐おそらく元々は僕もしくは陽慈に仕し掛かけようとしたものなのだろうが、ヘルメスはとばっちりをくらっていた。あ、ちょっと泣いた。


「へ、ヘルメス。気にするな」


「う、うぅ……ボク、やっぱりイジめられているのかなぁ。式見君が珍めずらしく優やさしいと、なんか余よ計けいに不憫だよぅ……」


「ご、ごめんね、ヘルメス君」


　鈴音が慌てて取り繕つくろっていたが、自分はちゃっかり僕とおそろいのジュースを確かく保ほしているあたり、なかなか腹はら黒ぐろい。今考えれば、先輩が一気飲みしたのも、後から交こう換かんとかさせないようにとの策さくだったのだろう。案の定、僕の視線に先輩は「ニヤリ」といつもの笑えみを浮うかべていた。帰き宅たく部部長、今日も全開である。
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　なんだかんだ言いながら泣く泣くコーンポタージュをすするヘルメス、勝手に僕の座ざ布ぶ団とんを奪うばって座すわる先輩、僕の部屋のことをなぜか僕よりも知っており、手て馴なれた手つきでクローゼットから座布団を出してきて座る鈴音、そして世界から嫌きらわれているらしい僕。期せずして、変なメンバーで向かい合うことになった。


「進しん捗ちよく状じよう況きようはどうだ、後輩。そろそろ敵てき軍ぐんの食料も底をついたんじゃないか」


「僕とヘルメスは誰だれに兵ひよう糧ろう攻ぜめを仕掛けていたんですか。……今日は必要なもの書き出しただけですよ。うちの冷れい蔵ぞう庫こは小さいので、飲み物とか食料品関係は当日に調達します」


「うむ。我わが軍が敵軍の前でたらふく御ご飯はんを食べることによって、更さらなる精せい神しん攻こう撃げきが成り立つであろう。見事だ、後輩」


「だから、さっきから貴女あなたはどこの国をいじめているのですか。っていうか、会話成り立っているんですか、これ」


「天下統とう一いつは目前じゃな」


「目前まで来ているのに兵糧攻めとは、みみっちい天下取りですね……」


「なにを言っている。全国全すべて兵糧攻めだけで天下統一だぞ？」


「すごいけど何かむごい！」


「……もうすぐですね、た、大たい将しよう」


「ヘルメスも、びくびくしながらノらない！　ノるならちゃんとノる！」


「あ、あはは」


　鈴音の乾かわいた笑いが響ひびき渡る。……帰宅部……相変わらずシュールな部活だった。僕ぼくに限かぎって言えば、先せん輩ぱいのこんなふるまいには中学生の頃ころから付き合って耐たえているのだ。自分で自分を本気で褒ほめてやりたい。大絶ぜつ賛さんしてやりたい。


　僕らはジュースを飲みながら、特に準じゆん備びを進めるでもなく駄だ弁べった。実じつ際さい、今日はヘルメスと二人きりというアレな状況だったから真面目に準備を進めたものの、これまでの一週間、数人仲間が揃そろえば結局はぐだぐだと駄弁ってしまって一日が過すぎていくことが多かった。鈴音は駄弁りながらもなぜか僕の洗せん濯たく物ものをてきぱきと畳たたんでいる。……あれ、無む意い識しきなんだろうな……相変わらず、地味にハズレくじを引きそうなヤツである。仕方ないのでその作業を何気なしに手伝うと、鈴音は何も言わず……でもニヤニヤと嬉うれしそうに頰ほおを染そめていた。……相変わらず全部の感かん情じようが余あますところ無く顔に出る人である。深螺さんと同じぐらいに分かりやすい。


　ヘルメスはといえば、一人、コーンポタージュに苦しんでいる。飲まなきゃいいのに。


　先輩は僕のパソコンを使って某ぼう諜ちよう報ほう機関にハッキングを仕し掛かけていたが、止めても無む駄だなので放ほうっておいた。後で確かく認にんしたら「お気に入り」のフォルダに、絶対に手軽に見てはいけないであろう情じよう報ほうの詰つまったページアドレスがあったので、何も言わずにそっとゴミ箱に捨すてておいた。


　実際、いつもこんな感じだった。「グダグダ」と言われたらそれまで。他人から見たらだらけているようにしか見えない光景。でも僕にとっては……何よりも、実は、幸せを感じられる時間。皆みんな……別に一いつ緒しよに居る必要はないのに、でも、なんとなく、寄より添そっている。そんな……なんでもない、時間。なんにもない、時間。


　ここ最近は変な事じ件けんに常つねに絡からんでいたりで、こういう時間が少なかった。……皆で何か一つの問題にあたるのも、それはそれで、ある意味で充じゆう実じつした時間だ。だけど本当に僕が大事だと思うのは……こういう、「なんでもない時間」だった。目的も、激はげしい心の動きも、何もない時間。だけど、ほんわかとしていて、幸せな時間。


　涙なみだ目めでコーンポタージュをすするヘルメスを見ながら、思わず笑う。……無む条じよう件けんで気に食わないのは変えようがないけど、でも、この光景も含ふくんで、僕にとっては、幸せな時間なのだと思った。


「式見君～。酷ひどいなぁ」


　僕が笑っているのに気付いたらしいヘルメスが文もん句くをつけてくる。僕は「こっち飲む？」と自分のジュースを差し出してみたが、彼が「間かん接せつキス……」と頰を染めて呟つぶやいたので、全力で前言を撤てつ回かいさせて貰もらった。ま、まったく、僕の周囲の男だん性せい陣じんは……。


「け、蛍、わ、私、こ、交換してほしいかもっ！」


「お前は同じモノだろう、鈴音」


　女性陣は女性陣でこれだし……。時々鈴音の言動は全く理り解かいが出来ない。鈴音、しかもカァっと赤くなってぐびぐびジュースを飲み始めているし。……ああ、もう、鈴音。出会った頃のクールな印象だったキミは一体この一年でどこに行ったんだ。


「後輩、私と交換しよう。味違ちがうぞ」


「アンタのは空き缶かんでしょうが！」


　……更さらに前言撤回。このグダグダすぎる時間は、やっぱりあんまり幸せとばかり言えないかもしれない。


　しばらくそんな風に時間を浪ろう費ひしていると、夕方になって、傘とユウが帰って来た。彼女ら、ヘルメスと二人きりという、居てほしい時に限かぎっていないのは一体どういうことなのだろう。僕が少々そんな思いも込めて「おかえり」を言うと、傘は敏びん感かんにそれを見み抜ぬいて声をかけてきた。


「おやおやおやぁ？　兄さんは、私が居なくて寂さびしかったのかな？」


「あーあ、誰か間ま違ちがって、とある妹の生命維い持じ装そう置ち停止させないかなぁ」


「ひどっ！　っていうか、そもそも、もうそんな危き険けんな状じよう態たいじゃないもん！　もうすぐ自じ宅たく療りよう養ようだもん！」


「ユウ、どこ行ってたんだ？」


「病びよう床しようの妹無む視しですかっ！」


　僕が傘をシカトしてユウの方に顔を向けると、彼女は珍めずらしく出会いがしらに抱だきついてくることもなく、こちらに体を向けた。……なんとなく、物足りなく感じてしまった自分に気付いて、慌あわててその感情を捨て去る。


「あ、今日は、ちょっと空中散歩がてら、サンにこの辺を案内していたんだよ。空飛んだ方が便利だから、二人きりで……」


「ふーん……」


　僕は無意識に不満そうな顔をしてしまったらしい。ユウが「ケイ？」と覗のぞき込こんできた。


「どうしたの？　……えと、あの、ホントに、寂しかったり……してくれたの？」


「う……」


　ユウの雰ふん囲い気きがいつもと違い、少しもじもじした態たい度どなので返答につまってしまう。いつものように「ケイー！　寂しかったんでしょう！」なんて言ってきてくれたら、「違う！」ってこっちもテンション高く返せるのに……。先日妙みような雰囲気になってしまった一件があって以い降こう、どうもお互たがい、たまに変に意識してしまいがちになることがあった。特にこうしてユウがしおらしいと、僕は妙にドギマギしてしまう。


　気付くと、鈴音が僕をジッと見ていたので、少し慌てて言葉を返す。


「さ、寂しいっていうか。人が準じゆん備びしている時に、遊び呆ほうけているなんて」


「ケイが『かえって邪じや魔まだ』って言ったんじゃん……」


「そ、そうだけど」


「…………」


　二人とも言葉を失い、変な空気になってしまう。どうもここ最近、ユウとはギクシャクしっぱなしだ。


　僕とユウのそんな雰囲気に重ね、鈴音は鈴音でなぜか洗せん濯たく物ものを畳たたむ手を止めてボンヤリするし、傘も僕とユウを見み比くらべてなにか複ふく雑ざつそうな表ひよう情じようをするしで、室内を重苦しい空気が包む。……なんでこんな風になるんだろう。皆みんなが揃そろえば楽しいはずなのに。どうして……こんなに、居い辛づらいのだろう。


「それにしても後こう輩はい、私が紹しよう介かいする前に耀に出会うなんて、やはりお前は根っからの女たらしだなぁ！」


　先輩が場違いなほどに声を張はり上げてそんなことを言ってきた。……僕は肩かたをすくめて嘆たん息そくする。まったく……なんて、不器用な……そして、ここ一番で頼たよりになる人なのだろう。僕は先輩の厚こう意いに甘あまえる。


「うるさいですねぇ……。その出会いだって、ろくなもんじゃなかったんですからね！」


「ほう？」


「聞いてくださいよ。それがですね……」


　そうして、僕は逃にげるように耀との出会いの経けい緯いを話し始めた。そうしていると途と中ちゆうから鈴音が「二人っきりで食事なんて、不ふ潔けつよ」と例の癇かん癪しやくを起こしたり、ユウや傘が「パフェ私も食べたかったぁー！」と怒おこりだしたりで、いつもの空気に戻もどった。そうだ……僕が求めているのは、こういう……。





「ユウさん。二人きりで大事な話があるんだけど、いいかな？」





　ガヤガヤと盛もり上がってきた時だった。唐とう突とつに、それまで黙だまっていたヘルメスが、飲みきったコーンポタージュの缶かんをテーブルに置いて、そんなことを言い出した。……空気が固まる。折せつ角かく「いつも」に戻った空気が、また、スッと、ゼロに戻される。


「え……あの……」


　ユウが戸と惑まどったように視し線せんを彷徨さまよわせ、そうして、最後に僕に目を向ける。僕はそれに何を返していいのか分からず、思わず目を逸そらしてしまった。ユウが「あ……」と一いつ瞬しゆん寂しそうにしたのが分かったが、それでも、僕が何かできることもなくて……。また僕の偏へん見けんかもしれないが、ヘルメスはそれを見て不ふ敵てきに一瞬笑った気がした。


　室内を微び妙みような空気が再ふたたび満たす。……どうしてしまったんだろう、僕らは。どうして、心ここ地ちいいだけじゃ、いられないのだろう。こんなんなら……こんなんならいっそ……。


「センパーイ！　センパイセンパイセンパイセンパーイ！」


　そんな時だって。まるで計ったようなタイミングで、玄げん関かんから大声が響ひびいてくる。確たしかめるまでもなく耀だった。正直助かったと思い、玄関に向かう。その間、ヘルメスは話を進める気はないようで、黙ってこちらを見ていた。


　元々鍵かぎのかかってないドアを開けると、途と端たんにぐいっとあちらから勢いきおい良く開かれ、そうして、満面の笑えみをのぞかせる。


「センパイ！　ここがセンパイの家なんですねー。遂ついに上陸！　耀、イン、センパイの部屋！　やー、ドキドキの予感、背はい徳とくと裏うら切ぎりと陵りよう辱じよくの予感ですねー」


「そのイメージの根こん拠きよを是ぜ非ひともお聞かせ願いたいものだ」


「あ、紗鳥センパーイ！」


「人の話聞けよ！　っていうか、おい、土足であがるな、おい、こら！」


　耀が乱らん入にゆうしてすっかりドタバタする。耀は靴くつをぽいぽいと放ほうり捨すてると、先輩にダイブしていっていた。珍めずらしく、先輩の狼ろう狽ばいする姿すがた、そして、僕に視線で助けを求める姿が展てん開かいされる。面おも白しろいので、僕は助け船ぶねを出さずに放置しておいた。


　部屋に僕が戻り、耀が一通り他ほかの皆に挨あい拶さつをすると、ヘルメスは「さて」と立ち上がる。


「ユウさん、ちょっと出ましょう」


「え……あ」


「安心して下さい。とって食べようというわけじゃないですから」


「あ……うん、えと」


　そう言って、また不安そうに僕ぼくを見てくるユウ。……なんだよ。普ふ段だんは単たん独どく行動だってするくせに、なんで今だけそういう目をするんだよ……。今日だって、勝手に、傘と二人で過すごしていたじゃないかよ……。だから……別に、いくら僕がヘルメスを気に入らないからって、いちいち反対したりすることなんて──


「センパーイ！」


「うわっ……と」


　僕が伏ふし目がちになっていると、さっきまで先輩に抱だきついていたはずの耀が僕にぴょんと抱きついてきていた。そうして、顔を異い様ように接せつ近きんさせながら、声をかけてくる。


「センパイ、センパイ、センパイ！」


「き、聴きこえているって」


「今から二人で一いつ緒しよにこの前のファミレス行きましょう！」


「……へ？」


「この前の会計なんですけど、あれ、店員さんの計算ミスだったんですって！　どうりで、高すぎると思ったんですよぉ！　いくら私だって、自分の所持金ぐらい計算して食べますからね。変だと思ったんですよぉ。今日たまたま友達とあの店行ったら、店長さんに謝あやまられて。で、先日のお釣つりを返してくれた上で、友達と食べた今回のお代をタダにしてくれるって言ったんですけど、それ、断ことわったんです！」


「なんで？」


「だって、センパイにもお金出して貰もらいましたからね！　タダで食べるなら、センパイも一緒なのが筋すじってもんです！　なのでセンパイ、これから食べに行きましょう！　善ぜんは急げです！　しかし急がば回れです！　ちょっと無意味に回り道しながらあの店に行きましょう！　いえ、やっぱり直線ルートで行きましょう！　あの店の食料食べつくして、店長をもう一度泣かしてやりましょう！　ニャー君も『やるぜ！』と断だん言げんしていますよ！」


「え。い、今から？」


　僕は戸と惑まどって、室内に視線を戻もどす。そうすると……


「あ……」


　ユウと、目が合った。すぐに逸そらされてしまったが、しかし、一いつ瞬しゆん見たユウの目はすごく寂さびしそうに僕と耀を映うつしていて……ズキンと、胸むねが痛いたんだ。どうしてそんな目で見るんだよ、ユウ。傘が抱きついたりしたら、怒おこるけど、もっと直接的に怒るじゃないか。ぎゃあぎゃあって、うるさいけど、賑にぎやかに、怒るじゃないか。どうして……どうして、そんな風に、悲しそうに、僕と耀を見るんだよ……。


　胸がきゅうきゅうとしめつけられる。……痛い。なんだこれ。どうして……どうして、こんな気持ちにならなきゃいけないんだ。楽しく居いたいだけなのに。皆みんなで楽しくわいわいやっていたいだけなのに。折せつ角かく、色んな物事が上手うまくいっているのに。物ぶつ騒そうな事じ件けんだって抱かかえていない。アヤだって元気になったし、傘だって退院する。僕の死にたがりの理由だって分かって、前向きに生きようと思い始めたし、鈴音と深螺さんの関係だって少しずつ良くなってきている。言うなれば、今のこの時間は「エピローグ」なんじゃないのかよ。色んな事件が解かい決けつして、そして、「皆で仲良く過ごしました」の一言で語れる部分の最中じゃないのかよ……。全部……全部、うまくいっているじゃないか。なのに……。


　どうして、こんなに痛い思いをしなきゃいけないんだよ。わかんないよ……わけ、わかんないよ……。


　だから……。


「仕方ない、じゃ、行くか、耀」


　気付いた時には、僕は耀にそう声をかけていた。鈴音と先輩が何か不満そうに意見してこようとしていたが、僕の表ひよう情じようを見ると、押おし黙だまってしまった。そうして、部屋の主あるじである僕が出るということは、つまり、解かい散さんしろということで。全員、なんだか微び妙みような雰ふん囲い気きのまま立ち上がり、そうして、玄げん関かんから出て行く。一言二言別れの挨拶は交かわしたものの、そこに、今までのふざけた楽しい空気は一いつ切さいなかった。


「じゃ、行こうか、ユウさん」


　ヘルメスがユウにそう声をかける。ユウは今度は僕と耀から視し線せんを逸らしたままで、「うん……そうだね」と返した。


「センパイ、早く行きましょう！　ニャー君も『餓が死し寸すん前ぜんだ』と断言しておりますよ」


「ニャー君に餓死とかあるのか！　っていうかニャー君瀕ひん死し!?」


　耀が手を引っ張ぱる。僕もそれに「ん」と苦く笑しようを返した。


　傘が僕とユウになにかを言おうとして、押し黙っていた。その表情は暗く……僕は妹のそんな顔を見ていられなくて、視線を逸らした。傘はそのままいつものように、宙ちゆうにかききえるように自分の体に戻っていってしまった。


　ヘルメスが「お邪じや魔ましました」と告げて、先に部屋から出て行く。ユウもそれに続いていった。……自分以外の男だん性せいの背はい後ごにユウがついていくその様子は妙に僕の心を圧あつ迫ぱくし……僕は、ユウに声をかけることもなく、二人を送り出した。


　耀と部屋に二人きりになる。二人……取り残される。


「わわ、よく考えたら、私、大ピンチ？　センパイと二人きりで部屋の中！　ああ、どうなっちゃうの、どうなっちゃうの！」


「ファミレスに行く」


「ああ、ノリ悪いよぉ、センパーイ。そこで『げへへ……』としばしノッてからツッコンでこそ式見センパイなのにぃ。ニャー君も『つまらん』と断言していますよー」


「なんでお前が僕のツッコミパターンを熟じゆく知ちしているんだよ。……ほら、ふざけてないでさっさと行くぞ。言っとくけど、僕にタダメシを食わせたら右に出る者はいないぞ」


「お、やる気ですねぇ。じゃあ、あの店長に自分の言葉を後こう悔かいさせてやりましょう！　いや、いっそ、生まれて来たことを後悔させてやりましょう！」


「……どうでもいいけどお前、あの店長に何か個こ人じん的恨うらみがあるのか？」


「いいえ？　全くの他人ですけど」


「……そうか」


　世の中には生まれながらにしての「加害者」と「被ひ害がい者しや」が居るようだ。間ま違ちがいなく耀は前者で、店長は後者。それだけなのだろう。店長……強く生きて下さい。


　僕は耀に手を引かれたまま、部屋を後にする。玄関から出る間ま際ぎわに自分の部屋を眺ながめると、ついさっきまでそこで大人数で楽しい雰囲気であったことが幻まぼろしのように思えた。


　……今日はたまたま、だよな。今日は……皆、タイミングとかが悪かった……だけだよな。僕のそんな願いも、途と中ちゆうで耀に打ち切られてしまい、色んなことがあやふやで気持ちの悪いまま、僕はタダメシのファミレスへと向かうのだった。





　　【ユウ[image: ]】








　ケイほどではないけど、私もこのヘルメスという少年はあまり得意ではなかった。もちろん、嫌きらいなわけじゃない。むしろ、印象としてはすごく好感を抱いだける部類の人だ。だけど……「得意じゃない」。恐おそらく他ほかの皆みんなも少なからず彼にこういう感かん情じようを抱かかえていると思う。


　同じく最近仲間に入った耀あかるに対しては、私達もいつもの自分を……地の自分を出して接せつすることが出来る。名前で呼よび捨すて、ふざけあえる。それこそ……あのケイが、最初から心を開いているぐらいだから。だから、私達も、一いつ緒しよにふざけることが出来る。なんでも言い合える。


　だけど、ヘルメス君は、何か違った。確たしかに仲間なんだけど……なんでだろう。気軽に接することが出来ない。ケイや陽よう慈じさんみたいな男性にだって、私は分け隔へだてなく接することが出来たのに。この少年には初対面の時から少し、遠えん慮りよしてしまう気持ちが湧わいてしまう。私らしくなく、敬けい語ご交まじりに喋しやべってしまう。


「……と、確かこっちでしたよね、ユウさん」


「え？　あ、うん」


　公園への道を確かく認にんされ、すっかり考え事をしていた私は少しびくりとしてしまった。ヘルメス君はしかしそれを気にした様子も無く、確認した方へと道を曲がっていく。


　しばらくそのまま歩くと、遠くからでも公園の入り口が見えてくる。


「ああ、あったあった。大正せい解かいでしたね、ユウさん」


「うん……そうだね」


「……とはいえ、ちょっとマズったかな」


「？」


　公園が近付いてくると、ヘルメス君は顔をしかめた。理由がわからず「何が？」と訊たずねると、彼は気まずそうに公園内を指差す。


「ここって、夜はあんまりいい雰ふん囲い気きじゃないですね」


「あ……そういえば」


　確か以前、ケイもそんなことを言っていた。夜の公園は深しん螺らさんとの密みつ会かい場所だったらしい（密会って言ったらケイは怒おこるけど）。


　さすがに今日はまだ時間も早いし、あからさまにイチャついている人間はいなかったけど、その代わり、学校帰りでたむろする高校生等が多くて、結局は雰囲気があまり良くなかった。「ぎゃはははは！　うけるー！」と下品な笑い声が聴きこえる。私も自分はうるさい方だと思っているけど、それなりに、ああいうのとは違ちがうと変なプライドを持っていたりする。


　他人に迷めい惑わくかける類たぐいのうるささは、駄だ目めだ。…………。……あ、いや、ケイにはいいんだよ、ケイには。「他人に」迷惑かけるのは駄目なだけで、身内にうるさく接するのはいいの。うん、そう。わ、私は違うよ、あの人達と。


「まったく、公共の場をなんだと思っているんでしょうね」


　ヘルメス君が呆あきれたように呟つぶやく。


「そうだよね！　断だん固ことして許ゆるせないよね！　通つう報ほうものだよね！」


「ゆ、ユウさん？　な、なんか力入ってます？」


　ヘルメス君はかなり引いていた。高校生達より、むしろ私に引いていた。……こほん。


「ところで、どうします？　ボクとしては二人で落ち着いて話したかったんですが……」


「あ、別にいいですよ、ここで。移い動どうするのも面めん倒どうですし」


「そうですか？　ユウさんがいいならいいですけど……」


　彼は申し訳わけなさそうに言うと、高校生達の集しゆう団だんからはずれたベンチの方に歩いていった。……早く話を終わらせてケイに合流したいし、というセリフは自分の中にのみ込こんだ。ケイは……今いま頃ごろ、耀と二人きりで食事しているんだろうな……。日向耀……か。


「ユウさん、こっちです」


「あ、はい」


　ヘルメス君に招まねかれてベンチの方へ赴おもむく。彼の隣となりに少し距きよ離りを置いて座すわる（厳げん密みつには座るようにしているだけだけど）。ヘルメス君はその距離に少し不満そうにしていたけど、特に何も言わずに流した。


　自然と正面に見える高校生達を眺ながめるカタチになる。男子三人、女子四人の七人の集団。彼らは確かにうるさくて迷惑だったけど……でも、一つだけ羨うらやましく思えるのは、皆、すごく楽しそうだったことだ。ぎゃあぎゃあとああやって集団で騒さわいでいると……世界の中心に自分が居いる気分になれる。それを、私は知っている。だから、彼らの気持ちも分からないではない。そういう精せい神しん状じよう態たいだから、他人に注意とかされると、すごく腹はらが立つ。水をさされると、すごくイヤな気分になる。そう……私が今こうして……ケイを攫さらっていってしまった耀さんに対して、モヤモヤした気持ちを抱いだいているように。


「──生きている意味は、あるのでしょうか」


「え？」


　またボンヤリしてしまっていると、ヘルメス君が唐とう突とつに呟いた。いけない。私、さっきから心がここにない。さすがに失礼だったかと思い「ごめんなさい」と謝あやまると、ヘルメス君は苦く笑しようして「いいですよ」といつものように返してきてくれた。そうして、それから、話を戻もどす。


「彼ら、ですよ。……ああいうのに、生きている意味、あるのでしょうか」


「……え？」


　今度は話が聞き取れなかったわけじゃなかった。言っている意味が、分からなかった。というより、ヘルメス君の雰ふん囲い気きに、その言葉が合ってなかった。私の戸と惑まどいを無む視しして、ヘルメス君が呟く。


「彼らなんかより、ずっと生きているべきな者達が居ます。彼らなんかより、ずっと世界を欲ほつしている者達が居ます」


「あ……」


　なぜか、ぎくりとした。


「人は皆みな必要とされて生まれてくる。この世にいらない人間なんて一人も居ない。……ボクはこの言葉が大だい嫌きらいです。甘あまったるいどころじゃない。偽ぎ善ぜんです。最上級の偽善です。世の中には、要いらないものだってある。あそこに居る彼らが唐突に死んだところで、人間社会は何の問題も抱かかえずに今後も運うん営えいされることでしょう。むしろ、彼らが今後周囲に大なり小なり迷惑をかけ、そして、動物の肉を喰くらい生きるのならば、いっそ、ここで死んだ方がいい。ボクは、そう思うんですよ、ユウさん」


「……ヘルメス君？」


「試ためしてみましょうか」


「え？」


　ヘルメス君は私に笑いかけると、笑え顔がおのままで、騒ぐ高校生集団に視線を向けた。彼の目が細められる。次の瞬しゆん間かん──


「う……ああああ！」


　集団の中の一人の男子生徒が、頭を搔かき毟むしって倒たおれた！


「な……」


　驚おどろく私の目の前で、それに駆かけ寄よった女子生徒もまた頭を押おさえて苦しみだし、更に周囲に居た人間まで──あっという間に、そこには頭を押さえて呻うめく七人の人間が出来上がっていた。何がなんだか全く理り解かいできなかったけど、唯ゆい一いつ分かることは……。


「や、やめて！　ヘルメス君！」


「ユウさん？　どうしたんです？　要らないものは排はい除じよすべきなんですよ。植物だってそうでしょう？　無駄な枝は切り落として、栄養を育てるべき部分に回した方がいい」


「でも……でも、こんなの酷ひどい！」


「ふぅ……やれやれ。分かりましたよ、ユウさん。貴女あなたに泣かれるのは本ほん望もうじゃない」


「っ」


　気付くと、私は目に涙なみだを溜ためながら、彼に摑つかみかかろうとしていた。霊れい体たいである以上、ケイがいないと私は何かに触ふれることなんて出来ないのだけど。だから今のことだって、ヘルメス君の気が変わっていなかったら……私の目の前で……。


　そう考えると途と端たんに恐きよう怖ふが体を支し配はいし、かくんと、地面にへたりこむような体たい勢せいになってしまう。高校生達はしばらく頭を押さえた後、一人、また一人と、キョトンとした様子で起き上がり始めていた。


「あれは……ヘルメス君が……やったの？」


「そうですよ。便利な力でしょう」


「────」


　いつものように屈くつ託たく無く笑う彼の顔を見て、感じたことのない程ほどの恐おそれを抱いだく。霊れい能のう力りよくがあるとは聞いていた。それこそ、見えるだけ以上の力があるっていうことは……それとなく、知っていた。だけど。だからって。それが、まさかこんなにも絶ぜつ大だいな力で……そして、その心が、こんなにも悪意に満ち満ちていたなんて……。いや……悪意じゃない。純じゆん粋すいなんだ。自分の行動を、悪だとなんて思っていないんだ。


　ケイが彼を毛嫌いしていた意味が、ようやく分かった。分かってたんだケイは……彼の、こういうところを。本能で。今まで何度も「危き険けんなモノ」「異い常じようなモノ」と対たい峙じしてきた彼だからこそ……肌はだで感じるものがあったんだ。


「ユウさん」


　ヘルメス君が相変わらずの笑顔で声をかけてくる。私はびくっと肩かたを震ふるわした。


「あはは、怖こわがらないで下さいよぅ。傷きずつくなぁ」


「貴方あなた……なんなの。何が目的なの」


「目的？　いやだなぁ、ユウさん。何の話ですか。ボクは、ただちょっと人と違ちがう力があるだけで、変わらず皆みんなの友達ですよ。だから、そんなに怯おびえなくてもいいですって。ユウさんに危害を加えようなんて、もちろん思っていませんから」


　その表ひよう情じようからは確たしかに、一いつ片ぺんの悪意だって感じられない。だけど……油ゆ断だんは出来なかった。分かっていたから。この子は……ヘルメスは、一片の悪意もなく、笑顔で、あははと笑いながら、人の首を刎はねることが出来てしまう人間だって……分かっていたから。


　警けい戒かいしながらも、下手に逃にげ出すこともできず、彼を睨にらみつける。


「私に話って……なに」


　彼の目的を知りたかった。彼は……ケイの敵てきなのだろうか。そうだとしたら、私は──「警戒しないで下さいよぅ。ボクは本当に、皆みなさんの仲間ですって。残念だなぁ、ちょっと力を持っているだけで、そういう風に見られてしまうの」


「だって……貴方さっき、無実の一いつ般ぱん人じんを平気で──」


「無実？　それはどうでしょうね」


「え？」


「彼らのことをユウさんはどれほど知っています？　ボクは知っていますよ、彼らのこと。心の中を覗のぞかせてもらいましたからね。そうしたら、出てくる出てくる、彼らの罪つみ。まず最初に昏こん倒とうさせたあの青年ですが、彼、無む理り矢や理り押し倒たおした後こう輩はいの女子を写真で脅おどして口止めしている上に、更さらには一度中ちゆう絶ぜつまでさせています。その子の金でね」


「っ」


「あっちの女子は、可愛かわいい顔しながら、裏うらでは動物を虐ぎやく待たいして歩いています。猫ねこの眼めを針はりで貫つらぬいたり、犬の口を接せつ着ちやく剤ざいで閉とじたり」


「っ！」


「他ほかのメンバーだって似にたようなことしています。今していた会話からして、そういうことの武ぶ勇ゆう伝でんですからね。そういう話をして、彼らはさっきから大声で笑っているんですよ、ユウさん。……人間なんてそんなもんですよ。ボクには昔からそういうのが分かってしまう。……イヤでもね」


「あ……」


　その時初めて、ヘルメスの仮か面めんではない表情を見た気がした。一いつ瞬しゆんだけだったけど、彼は、本当に寂さびしそうな顔をした。……でも……。


「でも……だからって、あんなことをしていいとは思えない」


「……まあ、ユウさんはそんな性せい格かくだからこそ、ユウさんとも言えますね。まあいいですよ。では、この件けんについては謝あやまりましょう、ユウさん。すいませんでした。ボクは、貴女に嫌きらわれたいわけじゃない。それだけは、信じてほしいです」


「…………」


　私は言葉を返せなかった。……普ふ段だんは大たい概がいのことを、謝られれば許ゆるす。私はそういう人間だ。だけど……だけど、彼のとった行動をさらりと許せる気は、しなかった。でも……だからと言って、頑かたくなに責せめられるものでもなくて……複ふく雑ざつ。


　とりあえず高校生達の件に関しては「保ほ留りゆう」にしておくことにする。私がこの場でどうこう判はん断だん出来ることじゃなかったし（ケイなら行動に出たと思うけど）、それに、こんな彼が私にする「重要な話」の方が気になった。


「それで……私に話って、なんなんですか」


「怖こわい顔しないで下さいよぉ、ユウさん。もっとほら、フランクにいきましょうよ」


　殺人未み遂すいを正に目の前でサラリと犯おかした少年に対し、笑え顔がおを向けろというのはかなり酷こくである。しかしそれでは話が一向に進まない気がしたから、私は幽ゆう霊れいとして存そん在ざいを始めてから最初の「作り笑顔」をしてみた。


「な、なんか笑顔がいびつですよ、ユウさん」


「……あは」


「……まあ、いいですけど」


　ヘルメス君はそう言うと、くすっと、不ふ敵てきに笑う。その様子からは、まるで今からする話はあくまで世間話の延えん長ちよう線せん上ですよという感じしか窺うかがえなくて……。


　でも、彼の口から実じつ際さいにサラリと漏もれた言葉は、とても軽いものじゃなくて。


「ユウさん。ボク、貴女あなたの記き憶おく喪そう失しつの謎なぞ……いえ、貴女の『全すべて』を知っているんです」


　それは、まるで世間話で。だから、私は、すぐには反はん応のうを返せなくて。


　作った笑顔がそのまま凍こおりついて……ようやく、一音だけ、発す。


「……え？」


「だから、ユウさん」


　ニッコリといつもの無む邪じや気きな笑みを浮うかべるヘルメス。





「ボク、ユウさんのこと知っているんです。誰だれよりも……そう、式見蛍よりも、ね」





　　第三章　歪ゆがむ日にち常じよう 
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「鈴りん音ねや先せん輩ぱいとの出で逢あい？」


「そーです。ニャー君も『気になる』と断だん言げんしていますからね」


　耀あかるはパフェ用の細長いスプーンをくるくるとペン回しの要よう領りようで回転させて、更さらにそれをビシィッと僕ぼくに向けてきた。ニャー君はやはりテーブルの上だ。餓が死し寸すん前ぜんの設せつ定ていのくせに、耀は食べ物をやる素そ振ぶりを見せなかった。ままごとならそこらもやるべきじゃないかと訊きくと、耀はサラリと「ニャー君はいつも飢うえている設定なのです」と、なにか壮そう絶ぜつなままごと背はい景けいを明かしてきたのだった。ニャー君……なんて悲ひ愴そうなキャラなのだろう。


「それよりもっ！　出逢いの話、教えて下さいよぅ！」


「なんだってそんなことを……」


　僕は自分のおろしハンバーグ定食のハンバーグを箸はしで分ぶん割かつしながら嘆たん息そく混まじりに聞き返す。……僕はまだそれほど食事を進めてはいなかった。目の前でペロリと巨きよ大だいパフェばかりを三杯ばい食べられてしまうと、僕の方が胸むね焼やけしてしまって、まるで食欲が湧わかなかった。


　このレストランにもどういうわけか「ジャンボパフェ」なるメニューがあり、耀は迷まよいなくそれを選んだのだ。……世間は巨大パフェブームか何かなのだろうか。店内を見み渡わたすと他ほかにもパフェを頼たのんだ人間がいたので驚おどろいたが、よぉく見てみると、四人で小皿に分け合って食べていた。……ファミリーサイズなんじゃんかよ……。


　ハンバーグをつついていると、耀が僕の手元を見て、「あーん」と口を開けてきたので、一切れ放ほうり込こんでやる。……クリームの味で満たされた口内でおろしハンバーグがミックスされるのはどういう気分だろうかと思ったが、耀は幸せそうに頰ほお張ばっていた。……ユウといい勝負の味覚かもしれない。


　耀はハンバーグを飲み込むと、話を再さい開かいする。


「だって、結びつかないんですもん、紗さ鳥とりセンパイや神かん無なセンパイみたいな人と、ひねくれた式しき見みセンパイ」


「気になる点はあるものの、まあいいだろう。でも、それを言うなら、ユウだって……」


「ああ、いいですよ、ユウさんは」


「……なんでだよ」


　僕はなぜか少し不ふ機き嫌げんになっていた。声のトーンが低かったのだろう。耀は慌あわてて手を横にぶんぶんと振ふった。


「あ、だって、ユウさんのは知っていますもん！　最近式見センパイにとりついた、それだけですよね？」


「それだけ……」


　なんだろう。確たしかに耀の言う通りなのだけれど……それは事実なのだけれど……心がざわつく。それだけ……。ユウとの繫つながりなんて、たった、それだけ。先輩・後輩関係でもない。クラスメイトでもない。幼おさな馴な染じみでも、血けつ縁えん関係でもない。「とりついている」。ただそれだけ。ただ……それだけ。


「あ、あのぉ……センパイ？　えと……ご、ごめんなさ……い？」


　気付くと、耀がスプーンを唇くちびるに当てたまま、すごく申し訳わけなさそうに縮ちぢこまっていた。……僕は何をやっているのだろう。耀に非ひなんて、これっぽっちもないじゃないか。


「あ、ああ、いや、こっちこそごめん。ちょっと考え事してただけだから」


「そう……ですか？」


「えと、鈴音や先輩との出逢いだっけ？」


「え、話してくれるんですか？　あの禁きん断だんのエピソードを？」


「……お前の中で僕と鈴音と先輩はそんなに繫がらないか……」


「ええ、そりゃあ、もう！　ニャー君も『全く共通点が分からん』と断言しています」


「でも、そう言ったら、僕と耀だってそうだろう？」


「……あ、確かにそうですね。でもでも、私達の出逢いは必然というか、自然というか、別に特別なものじゃ……」


「そう。鈴音と先輩とだって、そうだよ」


「あ……」


　僕は自分のおろしハンバーグを一切れ口に入れ、ごはんと味み噌そ汁しるも一口ずつ食べてから、耀に向き直った。耀は目をキラキラ輝かがやかせて、また話を期待している。僕は嘆息して、それから、かいつまんで先輩や鈴音との出逢いを話し始めた。





「うわぁ……なかなかスリリングな出逢い方しているんですねぇ、皆みなさん」


　僕の話を聞き終えた耀は、感心したように、そう呟つぶやく。僕は「まあ、そうだな」と返し、割わり箸ばしを持ち直した。耀もスプーンをくるくる回転させ、それから、なぜか嘆息する。


「どうした？」


「いえ……他ほかの皆さんに比べると、私とセンパイの出逢いって……」


「まあ、相当薄うす～い感じなのは間ま違ちがいないな」


「わぁん！　やっぱり!?　やっぱりですか!?」


　耀はがっくりと落ち込む。……しかし、パフェを食べるペースは一向に変わらないあたり、さすがだ。


　僕は呆あきれながらも、食事を再さい開かいした。いい加か減げん味噌汁もハンバーグも御ご飯はんも冷めてしまっていたけど、残りも二口ぐらいだったので、ひょいひょいとスムーズにつまむ。


　耀はすっかり四杯はい目の巨きよ大だいパフェを食べ終え、他のお客さんから当時の鈴音以上に奇き異いの目で見られながら、しかし当人全く気付かずにスプーンをくるくる回して「ほわん」としていた。……あの頃ころの鈴音にもこういう図太さがあれば良かったのになぁ。……いや、良くないか。


「そういえば、耀とヘルメスの出逢いって、どうなんだ？　詳くわしく聞いてなかったけど」


「あ、私ですか？　ええとですね……ちょっと言いましたけど、悪あく霊りように襲おそわれていたところを、助けて貰もらったんですよ」


「悪霊に襲われた？」


「はい。……ううん、これでも私、結けつ構こう普ふ段だんから気をつけていたハズなんですけどねぇ。私の霊れい能のう力りよくって、生まれつきですから、危あぶないのに関かかわらない方法も確かく立りつしていたハズなんですけど……そういう慢まん心しんがいけなかったのかなぁ。とにかく、夜道で急に物すごく大きな悪霊に襲われてしまいまして。で、憑ひよう依い一歩手前っ！　儚はかない美少女、耀、大ぴ～んちっ！　って時に、タイミング良く、ヘルメス君が助けに入ってくれまして」


「助けにって……ヘルメスって、そんなにすごい霊能力者なの？」


　普段のほわわんとしたあの雰ふん囲い気きからは、同じくやり手の霊能力者である深しん螺らさんとは似にても似つかないイメージしか感じられず、どうも結びつかない。


　耀は「ん～」と人差し指を口に当てると、「それがですね」と頭をぽりぽりかいた。


「私も、よく分からないんです。危なくなって、目瞑つむって、でも何も起こらないから目開いて……そしたら、ヘルメス君が目の前に居いて、『もう、大だい丈じよう夫ぶですよ』って、手を差し伸のべられたんです。その時には、もう悪霊も居なくて。だから、どうやってヘルメス君が悪霊を追い払はらったのかは、私もよく……」


「そっか……」


　なにかこう引っかかるものはあるものの、僕はそれで納なつ得とくした。


「それで、そのうち霊能力に関する話題が盛もり上がりまして。その流れで、式見センパイが霊能力者だったことも思い出しまして、その話をしたら、ヘルメス君も是ぜ非ひ会ってみたいということになって……」


「なるほどね」


「えへん。私も意外と、ハードな出会い方しているでしょう」


「耀にカッコイイところは一つもないエピソードだったがな」


「わぁん！　センパイが虐いじめるよぅ！　ニャー君も『虐ぎやく待たいだ』と断だん言げんしています！」


　そんなこんなで、僕と耀は結局、ハンバーグ定食と巨大パフェ四杯を無料にして貰もらい、ファミレスを後にした。ちなみに巨大パフェの値ね段だんは、高級食材使用＆大ボリュームのせいで本来は物もの凄すごかったらしく、店長はレジの奥おくでガックリと肩かたを落としていた。……ごめんなさい、店長。ここまでの値段になると、僕も、「やっぱり払います」とは言い出せなくなってしまいました。恨うらむなら、背はい後ごで「あと三杯はいけたなぁ」とか呟つぶやいているこの『糖とう分ぶんの申し子』を恨んで下さい。


「ああー、帰ったらデザートにショートケーキ食べようっと」


　外に出ると、耀は背せ伸のびをしながら笑え顔がおでそんな予定を語りつつ、僕の前を歩いていく。僕は嘆たん息そくしながら、ポケットに手を突つっ込んでその後を歩く。街の夜はやけに明るく、普段夕飯を自分の家で摂とることの多い僕には新しん鮮せんな雰ふん囲い気きだった。少しだけ気分が晴れて、笑顔で呟く。


「お前、太るし、糖とう尿によう病びようになるぞ」


「大だい丈じよう夫ぶですよぅ。夕飯とか抜ぬいてますから」


「いや、普通に体壊こわすって。それ」


「……いいんですよ。好きなものだけ一杯食べるんです。どうせ、それほど長く生きられないんですから」


「……え？」


　耀が笑顔のまま、いつものノリで何か不自然なことを言った。僕は自分の聞き間違いかと、思わず立ち止まって、もう一度、「え？」と聞き返す。耀は街灯の下くるりと笑顔で振ふり向いて「えへへ♪」と笑う。そうして、本当に、いつもの耀のまま……。








「私、もう長くないんです。というか、いつ死んだっておかしくはないんですよ。先せん天てん性せいの心しん臓ぞう疾しつ患かんがありまして。今まで騙だまし騙しやってきたんですけどねー。お医者さんが言うには、そろそろ限げん界かいらしいですよー」








「……は？」


　ナニヲイッテイルンダ、コノコウハイハ。頭の中が真っ白になる。自分の死にたがりの真相を知った時なんかより、遥はるかに、ガツンと来た。


　全く前へ進めなくなる。耀はそんな僕の様子を相変わらずの笑顔で見つめたまま、「センパイ、早く帰ろうよぉ」と、タタッと駆かけ寄よって来て、僕の右手をとって歩き出した。
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　僕は真っ白な心のまま、呆ぼう然ぜんと促うながされるままにそれについていく。……一分ほど無言で歩いて、それから、ようやく、声を絞しぼり出した。


「……なんで……」


「？　何がですか？　何で、私が死ぬのか、ですか？　そんなの、こっちが聞きたいですよぉー。まったく、神様の不公平にも困こまったもんですよねー。貴き重ちような美少女キャラとしてこの世に生まれ落ちた私に、まさかこんな心臓を配置するとはねー。あはは、まいっちゃいますよねー。ニャー君も『まったくだ』と断言していますよー」


「……なん、だよ、お前」


「？　だから──」


「なんで笑っているんだよ！　おかしいだろ！　い、いや、そもそも、僕とこんなことしている場合じゃな──」


「式見センパイ」


　僕の言葉に、耀はスッと目を細めた。それは、今まで見てきた耀の表ひよう情じようとは全く対たい極きよくで。僕は再ふたたび硬こう直ちよくしてしまう。……その目は、あまりに冷たかった。


「式見センパイ。私が、どうして、今頃になって式見センパイの前に現あらわれたか……本当の理由、教えてあげましょうか？　紗鳥センパイや鈴音センパイとの出で逢あいを語ってくれた、お返しです。私と式見センパイの出逢いの、裏うら話ばなし、教えてあげますよ」


「本当の……理由？」


「ええ。……私ね。センパイなら……式見センパイなら、分かってくれるかもって、思っていたんです。昔から。そう……紗鳥センパイから話を聞いたその日から、ずっと」


「…………」


「死を受け容いれる、その気持ち。……あは。いい加か減げんね、最初からこういう発ほつ作さだらけの、薬がないと駄だ目めな体だと、もう、ジタバタする気とか、起こらなくてですね。諦あきらめ……というとネガティブで嫌きらいなんですけど。私は、もう、自分の寿じゆ命みようが他ほかよりちょっとだけ短いだけだって、このことを受け容れているんですよ。だから……だから、同情されるのとかって、逆ぎやくにすごくイヤだったし、あと、『生きるためにもっと頑がん張ばれ！』なんて無む責せき任にんに残りの人生の使い方を強要してくる熱血な人間も、嫌きらいでした」


「…………」


「だから……式見センパイの話を聞いて、この人なら、もしかしたら私の気持ち分かってくれるかもしれないって。死を悪いものと捉とらえないで、でも、明るく生きているらしいこの人なら、私の唯ゆい一いつの理り解かい者しやになってくれるかもしれないって、思っていて。でも同時に……怖こわくて」


「怖い？」


「この人に出逢っても、もし、拒きよ絶ぜつされたらどうしようって。お前の考え方なんて、全く共感できないよって言われたらどうしようって。だから……そういう感情が入り混まじって、結局、最近まで式見センパイと会う決心がつかなくて」


　耀は無理に笑おうとして何度も失敗しながら、それでも僕ぼくの目を一生懸けん命めいに見て話す。右手を握にぎる耀の左手が酷ひどく汗あせばみ、力んでいるのが分かった。……怖いのだろう。さっき……さっき僕は、彼女を理解できないようなことを、言ってしまったから。


　数秒前の自分をぶん殴なぐりたかった。自分のショックばかりに気持ちがいって、肝かん心じんの彼女の気持ちを何一つ推おし量はからないで。


「でも、もう本当に残り時間少ないらしいって、最近知っちゃいましてね。発作を抑おさえる薬の量も呆あきれるぐらいになってきていたから、なんとなく想そう像ぞうはついていたんですけどね……。そうそう、聞いてくださいよー！　その薬、医学が発はつ展てんしたこのご時世、未いまだに物すごく苦い粉薬なんですよー！　そりゃ、甘あまいもので胃いを満たしたくもなりますよぅ」


「……耀……」


　彼女の顔をまともに見られなかった。笑え顔がおが、笑顔として受け取れなかった。しかし……僕が視し線せんを逸そらしても、耀は僕の視線の前に回りこんでくる。


「センパイ。目、逸らさないで下さい。ちゃんと私を……死を見て下さい。私、決けつ断だんしたんです。どうせ残り時間が短いなら、賭かけてみようって。拒絶されるかもしれないけど……でも、この人に……式見センパイに全すべてぶつけてみようって。……ニャー君に色々な人生背せ負おわせて満足しているだけの自分は、卒業してみようって。……って、全然ニャー君手放せてないですけどね……あはは……。私、やっぱり弱いなぁ」


「あか……る」


「……だから、ちゃんと私の目を見て下さい。センパイ……同情とかは全然いりません。生きてくれ、なんて今いま更さらな願いもいりません。式見センパイ……。私の……私の全部を知った上で、それでも、一いつ緒しよに居いてくれますか？　たまに……甘えさせてもらったりしても、いいですか？　誰だれにも理解されないと思っていたこの気持ちを、少しだけでもいいから、共有、してくれませ……んか。ニャー君だけじゃ……やっぱり……いやです。誰かにそばに居て……ほしいんです」


　耀は、顔は笑顔なのに、声が震ふるえていた。怖いんだ、と分かった。彼女にとって死ぬことより、今のこの瞬しゆん間かんの方が……僕に拒絶されるかもしれないと怯おびえるこの瞬間の方が、遥はるかに、怖いんだ。……それは、僕にも理解できる感かん情じようだった。境きよう遇ぐうはまるで違ちがうけれど。死ぬことより辛つらいことに怯えるその気持ちは……痛いたいほどに理解できた。死にネガティブな感情を抱いだかないそのスタンスとか。大事なものを常つねにそばに置きたい気持ちとか。そういうのが……あまりに共感できて。生きるって、決断したはずなのに。前の僕とは、違うはずなのに。それなのに……。


「耀……」


「っ」


　僕は、彼女の頭を抱だきしめていた。往おう来らいの真ん中で。人が見ているのに。そんなことは関係なんてなくて……僕らは、「二人」であると感じていた。


「うぁ……センパイ……センパイ」


「…………」


「死ぬのなんて怖くなかった……だけど……だけど……。寂さびしいのは、苦しかったよぅ」


「……そうだな」


　耀の頭を抱きしめた胸むねに、水分を感じた。だから、僕は耀を放すことをしなかった。耀は、たぶん、僕にだって本当はあまり弱い部分を見せすぎたくはないのだろうから。耀が望んでいたのは、僕と同じく、皆みんなでワイワイしていて、でも、心の奥おく底そこはちゃんと繫つながっていて、たまにそれを確かく認にんできる、そういう関係だったのだろうから。だから……耀の泣き顔を見ることを、僕はしなかった。


　ただただ、嗚お咽えつを漏もらす耀を、夜の闇やみと人工的な灯ともしびの中で、抱きしめ続けた。


　僕を……僕の死にたがりを本当に理解してくれるのも、彼女だけなのかもしれない……。





　そんなことを考える僕の頭の中にはもうその時、仲間のことなんてなかったのだろう。


　耀と居られれば、それでもう寂しくなんてないじゃないか。


　そんなことを考えてしまっている自分が、その時、確たしかに居て。


　そしてそれは……耀も恐おそらく同じで。





　だから、後のちに起こったあの悲ひ劇げきの原げん因いんはやっぱり自分にあって、そして、大事なことを一時と言えど見失った僕に下された罰ばつだったのだろう。


　


　　　２





　耀と共通の帰路をしばらく二人で歩く。あんな告白があった後だとさすがの耀も少し気まずいらしく無言で、しかし僕の袖そでをひしっと握にぎりながら、おずおずと僕の一歩後ろをついてくる。僕もこんな時、こういう女の子にどう接せつしたらいいものかイマイチ分からず、やっぱり無言で、ただただ黙もく々もくと夜の繁はん華か街がいを歩き続けていた。


　しかし、幸か不幸か、そんな甘あまったるい沈ちん黙もくは唐とう突とつに破やぶられることになる。


「な──」


　本ほん能のう的な何かが《それ》を察さつ知ちして、脊せき髄ずい反はん射しやで体を仰のけ反ぞらす。瞬しゆん間かん、目の前を鋭するどい風が通り過すぎた。その時点で、それが何かは分からなかった。しかし……。


「ぎゃあ！」


「っ!?」


　ぽたぽたっと、僕の頰ほおに生なま暖あたたかい液えき体たいがふりかかる。恐おそる恐る横を向くと……そこには、肩かたから血を噴ふん出しゆつした若わか者ものが居いた。アロハシャツを裂さいて見える肉から、まるで漫まん画がのように血が、勢いきおい良く出ている。一瞬で、深く、鮮あざやかに斬きられたのだろう。あまりに一瞬の出来事すぎて、隣となりを歩く彼女らしき女じよ性せいは、まだ笑え顔がおで彼の方向を見たまま硬こう直ちよくしていた。


　彼女だけじゃない。僕も硬直してしまう。が、次の瞬間、耀に「センパイ！」と手を引かれ、僕の体が動いた場所を二陣じん目の風が吹ふきぬけた際に、ようやく思考を再さい開かいする。


　すぐに前方を見る。そこには……《死神》が、居た。ふわふわと上空に浮ういて、こちらを見み据すえていた。それが何か、なんて誰に説明されたわけでもないけれど。それは、本や映えい像ぞうで見る死神のイメージ、そのままの存そん在ざいだった。しゃれこうべの顔、手、しかし他ほかの部分は黒いフードで覆おおわれ、その手には長い鎌かま。そう、鎌。鎌の先には赤い液体が滴したたっている。つまり……。


「んだってんだよ……」


　動どう揺ようして、一歩引き下がる。


　耀の方を一瞬見ると、予想に反し、彼女は驚おどろいた顔ではなく、既すでに臨りん戦せん態たい勢せいに入っていた。……何をしているんだ、僕はっ！　混こん乱らんする前に対たい処しよしろ！　理り解かいする以前に動け！　現象を追究する以前に自分の身を、それ以上に、耀を守れ！


　すぐに思考を切り替かえる。どういうわけか分からないが、死神が僕を……僕らを、この繁華街で襲おそってきている。そして、隣の男性はとばっちりで鎌を喰くらってしまった。それだけで状じよう況きよう認かく識にんは充じゆう分ぶん。


　死神を睨にらみつける。相手も僕が気持ちを切り替えたのに気付いたのか、次の攻こう撃げきをすぐに仕し掛かけてはこなかった。


「きゃあ───！」


　男性の出血に気付いた周囲の人々がざわめき、僕と耀と隣の血を流す若者を中心に一瞬で円形の空間が出来る。勇ゆう敢かんなサラリーマンらしき男性が若者の怪け我がに気付いて「大だい丈じよう夫ぶかっ、君っ！」と近付いて来ようとしたが、しかし、僕はそれを大声で止めた。


「近付くなっ！」


「っ！」


　僕の怒ど声せいに、どよめきが一瞬水を打ったように消える。落ち着いた僕の思考は、既に目の前の存そん在ざいを、一いつ般ぱん人じんが認にん識しき出来ないことを悟さとっていた。男性の怪我以前に、普ふ通つうならこの死神に目が行くはずである。それを理解しているのが僕と耀だけということは……。


「こいつ、悪あく霊りようか？」


　僕の言葉に、耀が、震ふるえる声で返してきた。


「アイツ……私をこの前襲ってきたヤツです！　どうして……ヘルメス君がどうにかしたんじゃ……」


「冗じよう談だんじゃないぞ。悪霊のくせして、こんな、人ひと込ごみの中で襲ってくるのかよ！」


「わかりません。こんなの……私も初めてで……」


　どうしたらいいのか分からない。二人とも、今、次に何をするべきなのかが、思いつかなかった。


　戦う？　こんなヤツと、この人込みの中で？　いくら霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能力があるからって……。──と、そこまで考えたところで、ハッと、気付く。


「しまった……物質化能力」


「どうしました？」


　隣の肩を押おさえてうずくまる男性を見る。……僕のせいだ。僕が、アイツを物質化しているから。だから、鎌かまが、本当に彼に当たってしまった。僕の……せいで……。


　でも、おかしい。こいつ、耀を襲っていただけの霊体のくせに、まるで、僕のことを最初から知っているような攻こう撃げきを……。


「センパイ、来ます！」


「っ！」


　迷まよっていると、死神がもう一度鎌を振ふり上げてきた。咄とつ嗟さに耀を突つき飛ばし、その上で自分もかわそうとするものの、先さき程ほどのことを思い出し、このままかわしてはまた他にとばっちりが行きかねないと、僕は腕うでを鎌の前に突き出した。


「センパイッ!?」


　耀が悲ひ愴そうな顔で絶ぜつ叫きようする。腕が斬きられると思ったのだろう。しかし、僕はそのまま腕を構かまえ、そうして──。


〈ガキンッ〉


　僕の腕が、鎌を止める。耀はその光景に目をぱちくりしていた。
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　僕はそのまま、腕で鎌を薙なぎ払う。それはこの死神にとっても予想外だったのか、相手は体たい勢せいを崩くずす。その隙すきに僕は耀を助け起こし、そのまま一いつ旦たんここから逃にげようと──


「せ、センパイ、腕はっ！」


「ああ、大丈夫だよ。咄嗟に物質化能力で《籠こ手て》を作り出して、防ふせいだから」


　そう言って、耀にそれを見せる。僕の腕の外側には、無ぶ骨こつな籠手が存在していた。耀がほっと息を吐つく。僕は耀を起こすと、とにかく人の居いないところまで引こうと──


「おい、キミ！　これはどういうことだね！　ちゃんと説明しなさい！」


　先程僕に制せい止しされたサラリーマン風の男だん性せいが、僕につっかかってきた。どうやら、善ぜん意いで助けに入ろうとしたのを怒ど鳴なられ、頭にきているらしい。彼の中でどういう思考があったのかはよく分からないが、どうも、若者の肩かたの怪け我がに僕が関かかわっているとさえ考えている風だ。つまり……逃げられそうもない。


「どういうことだと訊きいているんだ！」


「っ！」


　男性がくってかかってくる。そうこうしている間に、死神は体勢を完全に立て直し、また鎌を構え始めていた。このままだと、この男性にまで当たる。


「くそっ」


　舌した打うちして、男性を突つき飛ばし、耀が身を屈かがめたのを確かく認にんすると、もう一度、籠手で鎌をうける。


〈ガキィィィン〉


　周囲に再ふたたび金きん属ぞく的な音が響ひびくが、それはやはり僕と耀にしか聴きこえていないらしい。結果として、さっきから、僕と耀の行動は、周囲の人間には奇き異いに映うつっているはずだった。……どんどん状じよう況きようが悪くなっていく。このままでは本当に僕が犯はん人にん扱あつかいされかねない。


　僕に突き飛ばされたサラリーマンが、今度こそ顔を真っ赤にして憤ふん慨がいし、「貴き様さまっ！」と僕をとりおさえにかかってきた。


　まずいっ！　この、ギリギリで鎌を受けている状況でっ！


「ちょ、やめて下さい！」


　そう叫さけんでみるも、彼は止まらない。このまま飛び掛かかられたら……今度こそ、次の死神の攻こう撃げきで僕もこの男性も殺されてしまう。


「やめてっ！」


　耀が男性を止めに入る。しかし、今や彼は耀さえも共犯と見ているのか、彼女を乱らん暴ぼうに「邪じや魔まだっ」と突き飛ばすと、僕の方へと迫せまってきた。そうして……


「うぉぉぉっ」


　タックルを仕掛けられ、僕は、その場に倒たおれ込こんでしまう。直前まで押さえ込んでいた鎌が、宙ちゆうを薙なぐ。幸いそれを食らうことはなかったが、しかし……。


「くっ」


　男性に、地面に仰あお向むけに組み敷しかれる。その背はい後ご……上空では、死神が、鎌を掲かかげる姿すがたが。


　万ばん事じ休す。そんな言葉が頭を過よぎる。畜ちく生しよう……。それは、悔くやしさからか、それとも、僅わずかにあった死への恐きよう怖ふからなのか。僕は、ぎゅっと目を瞑つむった。耀の「いやぁ！」と叫ぶ声が聴こえる。そして……。


〈ヒュン〉


　鎌が、空を切る音が聴こえた。


　…………。


　………………。


　……………………と、あれ？


　僕は、死んだのか？　ん？　案外あっさりしていたな。痛いたみとか、まるで無かったぞ。


　そう思い、目を、開く。そこには、未いまだに僕を鼻息荒あらく押さえつけるサラリーマンが居た。ったく、死後の世界までこの人はついてきたのか……って、あれ？


　よく周囲を見ると、そこは、夜の繁はん華か街がいだ。さっきのまま。つまり……死んでいない？


　慌あわてて耀を見るも、しかし、彼女も、泣いて俯うつむいてしまってはいるものの、特に、外がい傷しようはないようだった。……どういうことだ？


　混こん乱らんに包まれていると、上から……僕の顔を覗のぞき込むようにして、少年が……金きん髪ぱつの少年が、ニッコリと、微ほほ笑えんできた。


「大だい丈じよう夫ぶですか、式見君」


「ヘル……メス？」


「はい♪」


　彼は無む邪じや気きにニコッと微笑むと、次に、僕に伸のし掛かる男性に「僕、ずっと見てましたけど、彼は犯人じゃないですよ。ほら、刃は物ものだって持ってないでしょう？」と、穏おだやかに説明を開始した。男性は最初こそ興こう奮ふんしたっきりだったものの、しかしすぐに、まるでヘルメスに言われると逆さからえないかのように、彼の言葉に納なつ得とくし、僕の上からどいた。


　呆ぼう然ぜんとしながら立ち上がると、同時に、耀も「ヘルメス……君？」と、状況に気付いて立ち上がる。周囲を三百六十度見回してみるも、しかし、そこに死神の姿は無かった。


「あの悪あく霊りようは……」


　僕の呟つぶやきに、ヘルメスがニッコリと微笑む。


「ああ、あれは、ボクが消しましたよ。まったく……暴ぼう走そうした霊れい体たいほど見苦しいものはないですね」


「消し……た？　え、だって……」


「すいません、式見君。それに耀さんも。この前ちゃんとボクが対たい処しよしておけば良かったですね。ボク、霊に対しては実はすごく甘あまいもので。この前は、追い払はらうだけにとどめちゃったんですよ。まさか実力差も分からず、また性しよう懲こりもなく耀さんを襲おそうほど愚おろかしいとは……まったく、救いようがない」


　そう言ったヘルメスの目は、なにか、ぞっとするほど冷たかった。……怖こわい。そう、感じる。なんだ……これ。死神に対たい峙じしていた時よりずっと……全身を寒気が包んでいる。頭の中の警けい鐘しようが、先さき程ほどより遥はるかに激はげしく鳴っている。どうしたっていうんだ……一体。


　ヘルメスはしかし次の瞬しゆん間かんまたいつもの「ニッコリ」という笑え顔がおを見せ、そうして、その瞬間に僕の頭の中の警鐘も鳴り止やんだ。


「大丈夫でしたか、式見君」


「ん……ああ」


「耀さんも、怪け我がはありませんか？」


「あ……うん、私は、大丈夫」


「そうですか。それは良かった」


　ヘルメスはそう言って微笑むと、「じゃあ」と、まるで何事も無かったかのようなトーンで話を進めてきた。


「そろそろ帰りましょう。警けい察さつが来たら面めん倒どうなことになるだろうし」


　僕はその提てい案あんに、顔をしかめる。


「いや、でも、彼が……」


　そう言って、鎌かまで肩かたを切り裂さかれた男だん性せいの方を見る。彼は現げん在ざい彼女さんがハンカチで患かん部ぶを強く縛しぼった状じよう態たいで、路上に寝ねかされていた。ヘルメスも彼の方を向いて、一言、僕に告げてくる。


「関係ないじゃないですか」


「え？」


「彼、友達でもなんでもないでしょう？」


「いや、そうだけど……」


　ヘルメスの言っていることは分かる。分かるけど……でも、なにか、いやだった。こいつ……何の迷まよいもなく、そんなことを言っている。僕は顔をしかめたまま……しかし、確たしかに彼の言うことも分かるため、ぐっと堪こらえて言葉を返した。


「分かった。ヘルメスは、耀を連れて先に帰って。僕は……ちょっと彼の様子見てから、帰るから」


　僕の言葉に、ヘルメスは「ん、わかったよ」とすんなり引き下がった。彼は耀の方に進み出ると、「じゃ、行こうか」と彼女に声をかける。耀は僕の方を一いち瞥べつして、「センパイ……」と不安そうに見てきたが、僕が、「一人の方が身軽に動けるからね。気にしないで。僕も警察に捕つかまるつもりはないよ」と笑いかけると、耀は安心したように微ほほ笑えみ、「ありがとうございました」とぺこっと頭を下げ、そのままヘルメスと一いつ緒しよに去っていった。……ヘルメスに対する不信感はあるものの、とりあえず、アイツが居いれば悪あく霊りように襲われることもないだろう。


　僕は一つ息を吐つくと、気を引き締しめて、倒たおれた男性の方へと駆かけ寄よるのだった。……頭の中には様々な疑ぎ問もんと混こん乱らんを残したままで。
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「遅おそかったね……」


「そうでもないと思うけど」


　家に帰るとユウが電気もつけず（触さわれないから当然なのだが）、ぼうっと佇たたずんで僕を出で迎むかえた。それは闇やみの中に居るからなのか、一いつ瞬しゆん酷ひどく霞かすんで見えたが、僕の気のせいか……もしくは、ユウの心の問題だったのだろうか。電気をつけてユウも物ぶつ質しつ化かすると、儚はかない印象は薄うすらいだ。


　数時間前まで帰き宅たく部メンバーが集まっていた部屋に戻もどる。今まで耀あかると一緒に居たこともあってか、意外と無む機き質しつな自分の部屋は酷く寂さびしく思えた。


「御ご飯はん、美味おいしかった？」


「ん？　まあ」


「そうなんだ。いいな、自分だけ」


　ユウが珍めずらしく、妙みように陰いん鬱うつな言い方をしてきた。彼女が文もん句くを言うことは日にち常じよう茶さ飯はん事じだったが、しかし、言うなら言うでもっとハッキリ……今のだったら、「自分だけずるーい！」とくいかかって来るハズである。僕も少し対たい応おうに困こまって、しかし、文句を言われる筋すじ合あいもないので、こちらも座ざ布ぶ団とんに座すわりながらムスッと返した。正直、帰宅の際さいの死神の一いつ件けんを考えると、のんきにゴハンのことを羨うらやましいだとかなんだとか言われるのに、かなりイラッと来てしまったのだ。


「別に、ユウは食べる必要ないからいいだろう」


　そんな、今いま更さらな反はん論ろんをする。少し意地悪な言い方なのは分かっていた。これを言われたら、ユウは反論できない。案の定、彼女は黙だまり込んでしまった。座ることもなく、僕の隣となりで不ふ機き嫌げんそうに黙っている。


　あまりに居い心ごこ地ち悪くて、僕は手元のリモコンでテレビをつけた。音楽番組をやっており、そこでは新進気き鋭えいのアイドルがアップテンポの歌を歌っていたため、室内の雰ふん囲い気きは少しだけ救われたと……少なくとも僕は感じた。


　ユウは普ふ段だん確たしかにうるさいヤツだが、だからと言って本当に四六時中ひっきりなしに喋しやべっているわけでもない。こういう無言の時間だってある。しかし……今のこの沈ちん黙もくは、妙に僕の心にダメージを与あたえた。針はりの筵むしろに座らされている感覚。ユウが座りもしないでずっと僕を上から見下ろしているのも気になった。


「座ったら？」


　声をかけるも、返事さえ返ってこない。動く気配もない。


　いい加か減げん嘆たん息そくして、僕は彼女を振ふり返った。そうして、少し息を呑のんだ。ユウは、日常生活のなかで見せるには、あまりに深しん刻こくな表ひよう情じようをしていて。


　僕が絶ぜつ句くしていると、ユウはようやく重々しく口を開いた。


「ケイに……ケイにとって、私って、なに？」


「え？」


　ドキリとした。それは、まさに最近耀と話していて感じる、僕の心の中のモヤモヤの核かくそのものの質しつ問もんで。それが、本人の口から、軽くはない口調で訊たずねられてしまっていて。当然のように、僕はそれにすぐに答えることが出来なかった。思わず、いい加減な回答を……逃にげ道のような回答を返してしまう。


「なにって、そんなの、居い候そうろうだろ。僕につきまとう、迷めい惑わくな、幽ゆう霊れい」


「迷惑……なんだ」


「そりゃそうだろう。ま、別に──」


　そこから、明るいことを言おうと思っていた。僕らしい素す直なおじゃない言葉だけど、でも、「別に居てもいいけどね」とか、「楽しいからいいけど」とか、そういう、ユウがここに居ることに対する肯こう定ていの言葉を返そうと思っていて。


　だけど、今のユウは、それを許ゆるしてはくれなかった。僕の言葉を遮さえぎるように、俯うつむき加減のままで呟つぶやく。


「そっか。ケイにとっては私って……『迷惑なだけの居候幽霊』、それだけなんだね」


「お、おい。別になにもそこまで……」


「だって、そうでしょう！」


　急に大声を上げるユウ。ようやく見えた目元には、涙なみだが滲にじんでいた。……分からない。どうして今、こんなことになっているのか。目の前のユウが、ユウじゃないように思えた。僕の……僕の好きなユウは、いつも、元気で明るくて、それこそ、耀みたいな──


「私だって自分で分かるもん！　私、ケイに何もしてあげられていない！　幽霊だから！　ケイなしじゃ何も何も出来ないもん！　幽霊だから！　ケイとずっと一いつ緒しよにいることさえ出来ない！　幽霊だから！」


「お、おい、ユウ」


「でも、耀は違ちがうじゃない！」


「っ！」


　瞬しゆん間かん、何か、カチリと、僕の心が切り替かわった。どういう方向に切り替わったのかは、正直よく分からない。キレた、とか、そういう単たん純じゆんな激げき情じようじゃない。だけど……間違いないのは、ユウへの反感があった、ということだ。


　ユウは相変わらずヒステリックに叫さけび続けている。


「耀が居ればもう私なんて要いらないよね！　耀はケイの生活をかき乱みださないもんね！　ケイに迷惑をかけないで、でも、ケイを元気にしてくれるでしょ！　ずぅっとずぅっと、悲しい別れなんかしないで、ケイと一緒に居てくれるじゃない！」


「……かげん……しろよ」


「耀は私と違って生きているもん！　それなのに、私は、こんな体で……。こんないついなくなるとも分からない迷惑な同どう居きよ人にんより、耀と居た方がずっと楽しいよね！　耀は生きているもん！　耀は私なんかと違って、一いつ杯ぱい幸せを持っているもんね！」


　どうしてユウが急にこんなことを言い出したのか分からなかった。確かに、彼女が抱かかえている苦しみは分かる。いつもは明るくふるまっていても、本当は、すごく辛つらい気持ちを押おし殺していることも、知っている。だけど……だからって……。


「いい加減にしろよ……。……なにを……なにを知っているっていうんだよ……」


「なにがよ！」


「お前が、耀の何を知っているっていうんだよ！」


「っ！」


　気付いた時には、大声で叫んで壁かべを叩たたいていた。辛かった。怒おこっているのは自分なのに、どうしようもなく、泣きたかった。悲しかった。


　ユウは迷惑なヤツだった。ああ、そうさ。正直、ユウにタダメシ食べさせたりしている余よ裕ゆうなんて、本当は無かったさ。でも……でも、僕は、それでも、ユウを無む理り矢や理り追い出したりなんてしなかった。だって、それは、彼女と居て、迷惑なこと以上に、僕は満足していたから。楽しかったから。一緒に居て、幸せだったから。恋こい人びとなんかじゃなくても。色っぽいことなんてなくても。そんなことこそ本当に瑣さ末まつな問題で。ハッキリと型にはめられる関係性せいじゃなかったけど、でも、一緒に居て楽しいということだけは、何よりも堅かたい真実で。


　結けつ婚こんして誰だれかを養う時の気持ちって、こういうものなのかなとかさえ、思った。昔は「結婚」なんていうのは僕みたいな一人の好きな人間にとって拷ごう問もんのような生活の続くことだと思っていたけれど、でも、自分が苦労しても……自分の時間や金を失っても、そんなこと瑣末に思えるほどに、誰かと一緒に居たいと思える気持ち。


　そういうのを、ユウに教えて貰もらったから。だから……だから、そのユウが、こんなにも自分を否ひ定ていし、そして、勝手に耀を自分より幸せな人間だと決めてかかってしまっていることが……とても、辛くて。それは、だって、ユウじゃないから。自分が不幸でも、だからってそんなことで他人と自分を比ひ較かくしてこんな風になってしまうのは……。僕の知っている……僕の好きな、ユウじゃないから。


　それは勝手なおしつけだったのだろうか。僕がユウに抱いだいていたイメージは、僕の、勝手な幻げん想そうで、ユウの本ほん質しつは本当はこうだったのだろうか。僕が勝手に買いかぶって、勝手に失望しているだけなのだろうか。……そうなのかもしれない。だけど……それでも……そうだとしても。


《今のユウ》を、僕は認みとめられなかった。


「謝あやまれよ」


「……なによ」


「耀に謝れって言っているんだよ！」


　僕の尋じん常じようじゃない剣けん幕まくに、ユウはびくっと肩かたを震ふるわせた。……頭の片かた隅すみでは分かっている。ユウは、耀の事情を知らない。彼女が到とう底てい「幸せな環かん境きようでのうのうと過すごしている人間」なんかじゃないことを、ユウは、知らない。それは仕方のないことだ。頭では分かっている。だけど……だけど、それでも、許ゆるせなかった。勝手に人のことを決め付けているユウが、許せなかった。


　ユウが徐じよ々じよに青あお褪ざめた表情になっていく。


「……そう。そうなんだ……。ケイは、やっぱり耀を選ぶんだね……」


「違ちがう！　今はそういうことを言っているんじゃ──」


「いいよ、別に。私も……私も、それが当然だと思うし」


「だから違うって──」


「うん……これで心置きなく、ここを出て行けるね」


「……なんだって？」


　ユウの言った意味が分からなかった。ここを出て行く？　は？　……なにを言っているんだ。霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよくのそばから離れるなんて──。と、そこまで考えて、自分の驕おごりに吐はき気がした。僕は……じゃあ、僕は、なんだ。さっきから、僕は、ユウに自分がつきまとわれていることしか……自分がユウを養ってやっているんだとか……自分を優ゆう位いに考えた発想しかしてないじゃないか。ユウは自分が僕のそばに居いる資し格かく、意味がないと言っている。でも……じゃあ、僕はどうだ。


《僕はユウのそばに居る資格があるのか？》


　……答えが出なかった。息が詰つまった。僕は……僕は今まで、ユウを、幸せにしてやれていたのか？　御ご飯はんを食べさせて寝ねる場所を提てい供きようしているだけじゃないのか？　彼女の……彼女の心を、少しでも、癒いやしてやっていたのか？　自分がユウから与あたえてもらった以上の何かを、ユウに与えてあげられていたのか？


「ヘルメス君にね、誘さそわれているの。自分のところに来いって。詳くわしくは言えないけどね……。私にとっては……死者にとっては、どうやら、成じよう仏ぶつする以外では、彼のところに行くのが最さい善ぜんみたいなんだ」


「ヘル……メス……」


　またアイツか、と思った。でも……引きとめることも、今はもう、出来なかった。その資格が自分に見当たらなかった。


　死にたがり。孤こ独どく好き。世界から拒きよ絶ぜつされた者。素す直なおに好意さえ表さない人間。人の気持ちを、苦しみを、理り解かいできない鈍どん感かん。


　どうして自分がユウに上からものを言っているのかが分からなかった。何が居い候そうろうだ。何が食費だ。何が迷めい惑わくだ。お前は……式しき見み蛍けいは、一体、どれほどのものを彼女に与えてきた？　それに対して、彼女は、どれほどのものをお前にくれた？


「……行きたいなら、行けば、いいさ」


　気付いた時にはユウの顔も見ずに……見られずに、そんなことを言っていた。


　ユウがその時どんな表ひよう情じようをしたのかは分からない。ただ、笑え顔がおでないことだけは、間違いないだろうと思った。


「そう……。うん、そうだね。それが、皆みんな、幸せになる選せん択たくだよね」


「…………」


「鈴りん音ねさんに怒おこられなくてすむもんね。サンにヤキモチやかれなくてすむもんね。ケイコさんとして陽よう慈じさんに割さいてあげられる時間も増ふえるし、帰き宅たく部として活動できる時間も増えるもんね。それに……それに、耀とだって、気き兼がねなく、居られるもんね……」


「っ！　……ああ、そうだな」


　耀のことが出た瞬しゆん間かんまたつっかかりそうになってしまったが……ぐっと、堪こらえる。





「さようなら」





　ユウはそれだけ呟つぶやくと、すっと、部屋から出て行った。なんの躊躇ためらいも、なかった。


　部屋を見回してみる。


「そういえば……ユウのものなんて、一つもないんだな……この部屋」


　今いま更さらそんなことに気が付いた。あるのは、昔から変わらない……ユウが来る前から何も変わらない、僕の部屋。一いつ緒しよに住んでいたのに……そう思っていたのに……ユウの所持品なんて、当然、あるわけはなくて。だから、彼女は身一つで簡かん単たんにここを出て行けて。


　そんな部屋にはもう、ユウの面おも影かげなんて一つもなくて。今まではユウ一色に思えていた自分の部屋という空間。でも、ユウ本人が出て行ったらもうその瞬間には……ここに、ユウの存そん在ざいの形けい跡せきは一つだってなくて。


「……くそっ」


　ぺたんとへたりこんで、もう一度、壁かべを叩たたく。


「なんで……こんな……」


　分からなかった。ちょっと前まで、皆で楽しくやっていたじゃないか。都市伝説に関わるでもない。大事件に巻き込まれてもいない。多少のトラブルこそあったものの、今まで経験したことから考えれば、小さなことだ。


　何にも問題なんてない生活のはずだった。ただの日にち常じようを過すごしていたはずだった。少しだけメンバーが増えて、それは、うるさかったり気に食わなかったりしたけど、でも、そこにあったのはやっぱりただの日常でしかなかったはずだった。


　なのに、どうして。どうして、こんな風になっているのか。


　分からない……。いや……。


「逃げている……だけか……」


　本当は、分かっていた。分かっているのに、認みとめたくないだけだった。


　友情を引き裂さくような事件なんて、何もない。日常生活を繰くり返していたにすぎない。それなのに、こうして、仲間の中に亀き裂れつが入り、こんなことになってしまったのならば……。


　それは……その責せき任にんなんていうのは、自分にしか、あるはずがないじゃないか。


　悪霊が悪いわけじゃなくて。事件や悪意の人間が僕らの仲を裂いているのではないならば。


　その責任の所しよ在ざいなんて、自分にしかあるわけがない。自分達にしか、あるわけがない。


「くそ……くそ！」


　ただただ悔くやしかった。悔しくて、悔しくて、悔しくて。


　そうして……。


　気付いた時には、また、言ってしまっていた。


「……死にたい」





　　　２





　ユウが居なくなってから一時間ほどして。僕ぼくは冷れい蔵ぞう庫こから特売で買った缶かんジュースを取り出し、それを一息に飲んで、どうにか少しだけ落ち着きを取り戻もどした。


　そうして、今更ながらに、どうしてユウが急にあんなことを言い出したのかを考えた。そりゃ、確たしかに、あれはユウの本音であったのかもしれない。僕と耀が一緒に居ることをあまり快こころよく思っていなかったのも、分かる。でも……だからって……確かにユウは感かん情じようを表に出しやすいヤツだけど、こういう、なんていうんだろう……。ネガティブな部類の感情に関しては、あまり表に出したがらないヤツだったはずだ。


　それがどうして今になって、あんな、負の爆ばく発はつみたいなのを起こしたのか。火薬は確かに詰つまっていただろうが、導どう火か線せんは今までは無かったはずなのに。何が、導火線の役やく割わりを果たしたのか。……耀。それも、一つとしてあるだろう。でも、本当の意味で導火線に成り代わったのは……


「ヘルメス……」


　そうとしか思えなかった。少し頭を冷やして、自分が彼に反感を抱いだいているから先入観で決め付けているのかと熟じゆつ考こうしてみたけれど、結果は、やっぱりヘルメスが怪あやしいというものだった。それは、嫌きらっていることとか、抜ぬきにしても、だ。


　そもそも、なんでヘルメスのところに行くと幸せなんだ？　ヘルメスは……確かに霊れい能のう力りよく者しやだ。でも……。


「いや……そもそも僕、ヘルメスが『見える』以外に何が出来るのか……よく知らないじゃないか」


　そうだ。耀が悪霊から助けられたことを聞いただけで、勝手に鈴音や深しん螺らさんと似にたような力をイメージしただけで。彼の具体的な能力なんて、何一つ知らない。今日だって……どうやって悪霊を消したっていうんだ。


　じゃあ……ユウは……ユウは、どうなんだ。


　そもそも、ヘルメスがユウを呼よび出した理由の「大切な話」って……このことだったのか？　いや……結果的にはそうなったかもしれないけど……何か違ちがう気がする。「大切な話」に付ふ随ずいして、こういう結果になったのだと思う。


　そもそも、ユウはケンカするまでちゃんとこの部屋に居いた。僕と話した。最初から出て行くつもりだったら、別れを告げるだけでよかったはずだ。それが、わざわざ、耀のことを持ち出したりして……。


「大切な話」がなんであったかは分からないけど、それが、ユウの心を激はげしく揺ゆさぶったのは確かなんだろう。そして、僕も、耀からのあの告白でまだ動どう揺ようしていた。あんなことの直後に耀に対するマイナスの言葉を言われたら、そりゃ、僕だって冷静じゃいられないし、同時に、ユウにしたって、なにか心が揺れている時に、僕が耀にばかりかまけていて自分を見ていないと思ったら、ヒステリックになっても仕方なかったのかもしれない。


　あれは……じゃあ、必然だったのだろうか。あのケンカは……当然の結果？


　……どちらか一方でも落ち着いていれば、絶ぜつ対たい結果は違ったと思える。耀と心しん臓ぞうの話をしないで別れていたら。ヘルメスがユウを揺さぶるようなことを言わなかったら。あのケンカは、なかったハズだ。


　……仕組まれている？


「……最低だ」


　自分でその思考を追い払はらった。何を、僕はまた、責せき任にん転てん嫁かしようとしているんだ。


《悪いヤツが居て、そいつが全部悪くて、それを倒たおせばハッピーエンド》


　そんな単たん純じゆんなことじゃあないだろう、今の問題は。たとえこのケンカになんらかの意い志しが介かい在ざいしていたとしても、実じつ際さいにケンカをしたのはやっぱり僕とユウだ。僕らの責任が全くなくなるわけなんてない。


　でも……やっぱり、どうしようもなく、思ってしまうのは。


「ヘルメス……」


　どうしても、彼に敵てき意いを持ってしまう。元々の毛嫌いもある。だけどそれ以上に……ユウを連れて行ってしまったということに、どうしようもなく……。


　これは……嫉しつ妬とだろうか。僕は、彼に嫉妬しているんだろうか。……そうかもしれない。それは、認みとめる。だからって、ユウのことを女じよ性せいとして好きとか、そう早い結けつ論ろんは出さないけれど。……嫉妬している。大切なものを揺さぶって、連れて行ってしまった彼に。


　でも、ユウは、彼に何を言われたんだ？　ユウを揺さぶるものってなんだ？　そもそも、ユウには過か去こがない。僕と出会ってからの思い出しかない。だから僕は自信があったんだろう。ユウに対し、自分以上に繫つながりを持っている人間なんて居ないと思っていたから。でも……そのユウを、揺さぶった。そんなことが出来るものって……なんだ？


　記き憶おくがないユウを揺さぶるなんて……。


「…………」


　いくら考えても分からなかった。一つの嫌いやな想そう像ぞうとして、ユウがヘルメスを好きになったのだろうか、という考えがあった。それは……でも、仕方ないことかもしれない。それだったら、やっぱり、今いま更さら僕にどうこう言う権けん利りなんてないんだろう。


　ユウはヘルメスのところに行くことを「最さい善ぜん」と言っていた。最善……か。だったら、それは、文もん句くのつけようがない。


　でも……それなら、どうして、ユウは……


　そこまで考えた時だった。


《ブルルルルル》


　ケータイが振しん動どうする。見れば、それは、ヘルメスからだった。心臓が跳はね上がる。……どういうつもりだろう。……いや……分かっている。ユウに関することなのは確かく実じつだ。落ち着け。落ち着け。どうしてこんなに汗あせをかいているんだ、僕。何を恐おそれているんだ、僕。


　僕はゆっくりと一度深しん呼こ吸きゆうすると、振動が終わらないうちに、通話ボタンを押おした。


「もしもし」


『もしもし、式見君？　ヘルメスだけど』


「ああ」


『遅おそくにごめんね。分かっていると思うけど、ユウさんのこと』


「……ああ」


　喉のどがカラカラだった。……怖こわかった。何を言われるのかが分からなくて……怖かった。


『彼女、ボクと居いてもらうことになったから』


「それは……どう、いう」


『あはは、式見君。それを聞こうっていうのは、野や暮ぼじゃない？　男と女だよ？』


「でも……いや、今まではうちに居たわけだし、理由もなく──」


『だって、式見君の家に居たのは、キミが物ぶつ質しつ化か能のう力りよくを持っているから、それだけなんだろう？』


「っ」


　……そうだ。ユウが僕につきまとっていたのは……僕に興きよう味みを示しめし、僕に好意を向け、僕にだけ抱だきついてくれていたのは……「物質化能力があったから」。それ以外に何も……ない。


『まあ、確たしかにボクは彼女に触さわれないけどね。でも、ある程てい度どなら、そういう感かん触しよくを与あたえてあげることは出来るよ』


「……どういうこと……だ？」


『うん、つまり、精せい神しん操そう作さの一いつ環かんで、『触ふれられているように感じさせる』ぐらいのことなら、出来るということ。心がそう捉とらえるなら、実際に触れていなくても、大差ない。つまり、キミじゃなくても、ユウさんの頭を撫なでてあげることは可か能のうということさ』


「…………」


『つまり、式見君。ユウさんは、キミのところに居る必要性はないってことだね』


　何も言えなかった。……僕のところに居る必要がない。ヘルメスが居れば、僕が居る必要は、ない。


　ヘルメスは無む邪じや気きに笑った。


『ああ、ごめんごめん。別に、キミに敵てき意いを向けているわけじゃないんだ。ごめんね。だから、今電話したのは、こういうことになったけど、今後とも、変わらずに接せつしてねって、ことなんだよぅ』


　ヘルメスは急にいつもの調子に戻もどった。でも……もう、僕には、ヘルメスの本質がどっちなのか、ハッキリと分かっていた。それでも……。


「……変わらないよ、僕は。皆みんなと……楽しく、していたい」


『そっか。取り越こし苦労だったみたいだね。じゃあね。おやすみなさい』


「……っ。ああ、おやすみ」


　すぐに通話を切る。そうして、少し乱らん暴ぼうにケータイをテーブルの上に置く。……なにより、「おやすみ」という言葉が、痛いたかった。ユウがここに居なくて……ヘルメスのところに居る状じよう況きようで、「おやすみ」という言葉を言うのが、どうしようもなく、痛かった。


　もう、ユウは居ない。この部屋に、ユウは居ない。


　会うことが出来ないわけじゃない。だから、決して、仲間じゃなくなったわけじゃない。


　そう。同じように大切に思っている鈴音だって、先せん輩ぱいだって、陽慈だって、耀だって、別に常じよう時じ一いつ緒しよに居るわけじゃないけど、仲良しじゃないか。ユウだって……。


「…………」


　……でも、なにか、違ちがった。ユウは……どこに居ても、ユウだ。だけど……だけど……『この部屋で一緒に居てこそ、ユウだ』。そんな風に思ってしまう自分も居て。分からない……もう、どうしていいのか、分からない。自分の感かん情じようが分からない。ユウの気持ちが分からない。耀と今後どう接すればいいのか分からない。ヘルメスの狙ねらいが分からない。


「……なんだって……いうんだよ……」


　この状況はなんだ。一体、なんなんだ。


　カレンダーを見る。


　パーティの予定日まで、あと四日だった。





　　【ユウ[image: ]】





「ケイ……なんて？」


　恐る恐るヘルメス君に訊ねると、彼はいつもの無邪気な笑え顔がおでこちらを振ふり向いた。


「ん、『ユウをよろしく』だって」


「っ！　そ、そう……」


「なんか割わりと元気だったよ。やっぱり、彼は一人が好きみたいだね」


「そう……なんだ」


　ヘルメス君はニコッと笑うと、自分のケータイをベッドサイドに置いた。


　意外なことに、ヘルメス君はホテル暮ぐらしだった。いや……意外じゃないのか。よく分からないけど、彼は目的をもってここに居るみたいだったし……。


　余よ計けいな質しつ問もんをすることは禁きん止しされていた。特に面と向かって「駄だ目め」と言われたわけじゃない。ただ、ケイと違って、私が関係ないことを喋しやべりだすと、ニコッと、笑えみを……冷たい笑みを向けるのだ。それは、怒おこられるよりずっと酷ひどい拒きよ絶ぜつだった。「お前に必要以上の興きよう味みはない」という意い志しの表れだった。とてもじゃないけど、「仲間」に向けるものではなかった。


　分かっていた。私は、彼の手て駒ごまになっている。彼の目的は、本当は、たぶん私じゃない。ケイだ。彼が興味を持っているのは、ケイだ。ケイの付ふ属ぞく物ぶつとしての、私にも少し興味があるだけだ。


「ユウさん、今日は自分の部屋に戻もどったらいい」


「……うん」


　ヘルメス君は、どういうわけか、幽ゆう霊れいの私のために、ホテルをもう一室とってくれていた。相変わらず全く行動が読めない。だけど……たぶん、それは、フェミニストなのでもなんでもなくて、単たん純じゆんに、必要以上に一人の時間を侵しん食しよくされたくないからなのだろう。私に部屋を与あたえたのではない。私を、檻おりに、入れたんだ。


　どうしてもケイのことを思い出してしまう。彼は、いつだって、私を邪じや魔まだと言いながら、それでも、拒絶するような態たい度どをとったことはなかった。「邪魔だ」って、正面から、ちゃんと私に向き合ってくれた。そんなのは……ケイだけだった。幽霊が見えて、幽霊に触さわれるから、なんて理由で彼のそばに居たんじゃない。ケイだから……ああいう、死にたがりなところも含ふくめて……素す直なおじゃないところも含めてケイだったから、私は、ずっと一緒に居たんだ。つきまとっていたんだ。迷めい惑わくだって、分かっていたのに。


「どうしたの。早く帰りなよ」


　ヘルメス君に促うながされる。彼はツインのベッドに寝ね転ころがり、楽しそうに笑っていた。何が楽しいのだろう。


　洋風の部屋にぼんやりとしたルームライト。彼は出来るだけ暗い空間を好むようだった。今は私が居るから、照明をつけてくれているに過すぎない。私が出て行ったら、すぐにでも暗くら闇やみにするのだろう。


　私は「じゃあ」と、おずおずと引き下がる。彼にはたくさん訊ききたいことがあった。だけど……彼は、物もの腰ごしはフェミニストなのだけれど、決して、自分のペースを崩くずさない人間だ。それを、もう、私は知っていた。私の願望なんて本当は知ったことではない。私の部屋だって、決して、私が望んで与えてもらったものなんかじゃなかった。


　壁かべを直ちよく接せつ透とう過かして、隣となりの、自分の部屋へと向かう。ヘルメス君に頼たのんでこちらの部屋は電気とテレビをつけっぱなしにしておいてもらった。暗闇なんかじゃ……とてもじゃないけど、寂さびしさを紛まぎらせるなんてできなかった。


「…………」


　何も、することがない。テレビをぼんやりと見る。ふと、ＣＭに入ったのでチャンネルを変えようと思ったけど、自分が何も出来ないことを今いま更さら再さい確かく認にんした。ヘルメス君に頼めばやってくれるだろうけど、こんなことでいちいち声をかけていたんじゃキリがない。


　外に出たかった。だけど、それもヘルメス君に制せい限げんされていた。自分の許きよ可かなしに、帰き宅たく部ぶメンバー、及および式見蛍に連なる人達に会ってはいけないと、言われていた。


　鈴音さんのところに遊びにいくこともできない。彼女のところで夜を明かしたことも何度かあったけど……その時は、こんな風に寂しくなったりしなかった。鈴音さんは、とてもいい人だ。本人は否ひ定ていするだろうけど、ケイとすごく似にている。テレビを見ていても、私がチャンネルを回してほしいと言うと、「しょうがないなぁ」と面めん倒どう臭くさそうに苦く笑しようしながらも私の言う通りにしてくれたし。幽霊だからと見下すことなんか、絶対なかった。いつだって、対等につきあってくれた。……まあ、そんなにいい人だと、逆ぎやくに、少しだけ私も不安になってしまうのだけど……。ああ、自分なんて敵かなわないなぁって、思ってしまったり。


　それは、先せん輩ぱいさんだって、陽慈さんだって……耀だって、同じだ。一いつ緒しよに居て楽しい。一番一緒に居たいのはやっぱりケイだけど……でも、皆みんな、私のことを対等に見てくれる。


　でも、ヘルメス君は……なにか、違ちがう。私を尊そん重ちようしているように見せて、本当は、歯し牙がにもかけていない。いや……違う。それは、幽霊に対して、ということじゃない。全部だ。世界の全すべて。全部。自分以外、なににも、興味ない。そういう……感じ。唯ゆい一いつ……唯一興味を持っているのが、ケイ。そんな風に、感じられる。


　だから、一緒に居たって、本当は幸せでもなんでもなかった。だけど……。


「私の……キオク……」


　彼は、言ったのだ。そう、あの時、言った。約束した。


『ボクはね、ユウさん。キミの正体を知っている。キミがここに居る意味……いや、存そん在ざいする意味を、全て、知っている。……知りたくはないかい？　キミはいつだって、不安だったんだろう？　自分だけ過か去こを持たないのが。式見君のそばに居る価か値ちのある存在じゃないんじゃないかって、ことが。自分なんかより素す敵てきな人物、自分なんかより遥はるかに前から式見君と繫つながりを持つ人物、自分と同じように元気一いつ杯ぱいながら「生きている」人物……。


　そんな人々に囲まれ、分からなくなっていたんだろう？　自信を失っていたんだろう？　自分は式見君のそばに居ていい存在なのか、分からなくなっていたんだろう？


　……教えてあげるよ。キミの、正体。だからね、ユウさん。もし、知りたいと……これからも帰宅部の皆みなさんと対等な関係で居たいと願うなら……しばらくボクと一緒に居て下さい。式見君ではなく、ボクに付き従したがって下さい。ボクの命令に従って下さい。いいですね？』


　彼は、そう言って取引を持ちかけてきた。私は最初、少し迷まよったものの、それを断ことわろうと思った。いくら自分の記き憶おくのためとはいえ、ケイと離はなれるというのが……我が慢まんならなかった。だから、断ろうと思ったはずなのに……。


「うん……わかった」


　気付いた時には、私は頷うなずいていた。自分で驚おどろいた、まるで無む意い識しきに、私は、受け容いれていたのだ。彼を。なぜだか……彼に逆さからってはいけないと、何かが、言っていた。幽ゆう霊れいにも本ほん能のうというのがあるのかは分からないけど……でも、なにか、根こん源げん的なものが、彼に従えと命令していて。


　その時の私に、それに抗あらがう意い志しは無かった。そう……抗えなかった。耀さんのことで揺ゆれてしまっていた私には……強く、抗うことが、出来なかった。


　でも……最後の希望を持っていた。ケイに引き止められたら……ケイが私を必要としてくれて、欲ほつしてくれていたら、私は、ここには来なかった。ケイはもしかしたら止めてくれるかもしれないって、そう思って、会いに行った。結果は……思い出したくもない。


「っぅ……」


　触さわれないながらも、カタチだけでも、ベッドに顔をうずめるようにする。視し界かいを真っ暗にする。


　辛つらかった。初めてだった。ケイに……ケイに、あんな風に怒ど鳴なられたのは、初めてだった。本気で怒おこっている目だった。初めての、私に対する、本当の「苛いら立だち」を見せた瞬しゆん間かんだった。だから……その時に、分かってしまった。ああ……私は、ケイと一緒に居ちゃだめなんだって。「今の私」は、ケイと一緒に居る資し格かくが、ないんだって。


　……知らないと。知らないと、帰れない。


　私はどういう存在なのか。


　私の記憶。


　私の役目。


　私の意味。


　知らないといけない。知らないと、もう、皆みんなと対等に顔を合わせられない。


　私はベッドから顔をあげると、決意して、目を閉とじた。


　耐たえよう。


　だから……今は、耐えよう。


　この、何の色もない生活に……死んでいる生活に……耐えよう。


　ケイと、皆と、また、一緒に笑えるように。





　　第五章　砕くだける日にち常じよう 
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　静かな朝だった。小鳥の囀さえずりが聴きこえる。本当の静せい寂じやくっていうのは何も聴こえないことを言うのだろうが、こういう一つの幽かすかな音だけが響ひびいている状じよう況きようもまた、もう一つの「静寂」と呼よべるだろう。


　小鳥達の、いつの間にか始まっていて、いつの間にか終わっている鳴き声。心ここ地ち良い音なのにどうして人の目を覚まさせる効こう果かがあるのかが不思議だ。


　僕ぼくは気だるく右みぎ腕うでを額ひたいにあてたまま、布ふ団とんをはだけ、天てん井じようだけを見つめていた。


「……静かだ」


　あえて声に出して言ってみる。あまりに穏おだやかすぎて、少し怖こわくなったのかもしれない。……おかしなことだ。ユウがこの生活に入り込こむ前は、家では常つねにこうだったはずなのに。それに、疑ぎ問もんなんて感じていなかったはずなのに。


　大きく息を吐はく。……そのうち慣なれるさ。そう、自分に言い聞かせる。


「…………」


　起きる気がしない。だるい。かったるい。寝ね起おきが突とつ出しゆつして悪いわけでもないけど、人ひと並なみには「まどろみ」を欲ほつする気持ちもある。特に最近は常にあまりゆっくり寝られる状況じゃなかったから、尚なお更さら、起きる気がしなかった。


　いつもなら、ユウが無む理り矢や理り起こしてきた。僕に選せん択たく肢しはなかった。彼女の明るい声で起きて、文もん句くを言いながらも、布団を畳たたむ。そんな生活。……それを僕はうざったく感じていたはずだ。だから、この朝は、僕が欲していたものだったはずじゃないか。


　それなのに……。


「……ふぅ」


　外は呆あきれるくらいに快かい晴せいなのにも拘かかわらず、陰いん鬱うつな朝だった。ブルーのカーテン越ごしに差し込む光も、小鳥の囀りも、すっきりした室内も……全すべて爽さわやかなはずなのに、僕の心の中だけは、どうしようもなく曇くもっている。


　やっぱりもう一度寝よう。そう思った。今日もパーティの準じゆん備びはあったけど、昨日が昨日だ。あの雰ふん囲い気きで解かい散さんしてしまったからには、皆、来るにしても昼過すぎからだろう。


　僕は決意すると布団をかぶりなおした。──と、


〈ブルルルルル〉


　テーブルの上に置いたケータイが振しん動どうする。静寂の中だったので少し心しん拍ぱく数すうが上がった。そのため、少々の苛いら立だちを持って、ケータイを手に取る。「ったく」と一人ごちながら薄うす目めで相手を確かく認にんする。そうして……。


「……またか」


　僕は嘆たん息そくしながら、通話ボタンを押おした。


「はい。なんですか、深しん螺らさん」


『おはようございます、式しき見み蛍けい。今日のご気分はいかがですか』


　淡たん々たんとした声が電話口から聴こえてくる。朝の気だるい雰囲気にはある意味ぴったりの人間かもしれない。なんとなく、でも、この人は寝起き良さそうだなと思った。というか、「眠ねむい」という状じよう態たいがないのじゃないかと思う。布団に入ったらパタンと寝て、朝になったらムクっと起きて支し度たくを始める。……ありありと無む表ひよう情じような生活が想そう像ぞう出来る。朝あさ御ご飯はんは質しつ素そな和食だろう。


　神かん無な深螺。鈴りん音ねのお姉さん。……本来ならそれだけで紹しよう介かいの済すむ人物のはずなのだが、この人とは最近ちょっと濃こい出来事があって、僕にとっては単なる友人の姉さんとも言い難がたい人物である。詳くわしい説明は省くが、彼女も巫女みこで、更には、僕の霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよくに目下一番注意している人物。そのため、「あれ」以い降こう、僕にはちょくちょく電話がかかってくる。体調や、霊体物質化能力の変化に関する質しつ問もんが殆ほとんどだ。まあ、今のところはまだあれからそれほど如によ実じつな変化はないから、淡々とした定時報ほう告こくと化しているが。……いや、定時、というのはいささか語ご弊へいがあるか。基き本ほん的に連れん絡らくは、深螺さんが暇ひまな時に行われている。今日は朝に余よ裕ゆうがあった、それだけだろう。


　僕は一度あくびをする。


「気分は……爽そう快かい、ではないですね」


『そうですか。私は割わりと爽快です。朝御飯をおかわりしました』


　知ったこっちゃないよ、と思うものの、「そうですか」と相あい槌づちを打っておく。最近大分この人のマイペースさにも慣なれてきたところだ。


『ちなみに、今日の朝御飯のメニューは、沢たく庵あんと赤あか味み噌その味噌汁しるとサバの──』


「いや、それはいいですから。本題の方を。ちなみに、体調は良好、物質化範はん囲いは先日の報告……半径三メートル三十センチからそれほど変わってはいないかと」


『……そうですか。分かりました。……ちなみに、私の朝御飯のメニューは』


「どんだけ朝御飯に思い入れがあるんですか」


『朝御飯は一日の活力の源みなもとです。いいですか、式見蛍。朝御飯というものは──』


「電話代の無む駄だ遣づかいですから、神無家特有のその無駄な語りは自じ粛しゆくして下さい」


『……むぅ』


　むぅって。この人、押しが強い割には、こちらにキッパリと拒きよ絶ぜつされてしまうと弱いらしい。……確たしかに、天才と呼よばれる彼女にあんまりハッキリ意見する人って、いないのだろう。最近の僕はと言えば……いい加か減げんこの、僕の命の半分を握にぎっているような女じよ性せいに気を遣う気も失うせてきていたから、不ふ機き嫌げんな時は強気につっけんどんな態たい度どをとることも多い。フランクな関係とまではいかないが、それでも、会った当初よりはやりやすい関係に今じゃなっていた。前回の出来事で、お互たがい、かなり心のうちを相手にぶちまけているからか……反動のように。遠えん慮りよする気持ちとかは全く湧わかなくなっていた。たぶん深螺さんもそうなのだろう。朝御飯について語ろうとするあたりが、非ひ常じように分かりにくいが、恐おそらく心を開いていることの証あかしだ。


「で、なんなんですか。朝御飯について僕に語るための電話なんですか、これは」


『そんなわけないでしょう。馬ば鹿かですか、貴方あなたは』


　深螺さん、少し怒おこり気味だった。……案外分かりやすい人だ。


「はいはい、ごめんなさい。僕が悪かったです」


『朝御飯についての薀うん蓄ちくを聞きますか？』


「いえ、それは断だん固ことして拒きよ否ひさせて貰もらいますが」


『…………うぬぅ』


　うぬぅって。だから、なんなの、その朝御飯への執しゆう着ちやく。


「……えっと、そろそろ、いいですか、このコミュニケーション終しゆう了りようして」


『……いいですよ。ただし、式見蛍。私の中で貴方の好感度がマイナスに向いたことだけは、重々承しよう知ちしておくように』


「……そうっすか」


　かなりどうでもよかった。朝御飯も、深螺さんの好感度も。


　彼女はコホンと咳せき払ばらいをすると、「さて」と本題に入る。


『今日はいつもの報告だけじゃないのです。式見蛍。……最近、貴方の周辺で変わったことなどは起きていませんか？』


「変わったこと？」


　内心ドキリとしながらも、至いたっていつもの調子で聞き返す。


『ええ。例えば……複ふく数すうの悪あく霊りように狙ねらわれるとか……』


　死神のことを報告しようかと考えたものの、あれは僕じゃなくて耀あかるの問題なだけに、僕が勝手に他人に話すのもためらわれた。実際ヘルメスが解かい決けつ済ずみのことだし、余よ計けいな心配をかけることもあるまい。僕はいつものように返す。


「いえ、そういうことはないですが……むしろ、穏おだやかなもんですよ、最近は。顔かお剝はぎのことがあって以降、あんまりあからさまに僕が狙われることはないですね……。あ、いや、一度、某ぼう巫女みこさんに殺されかけましたが」


『…………』


　うわ、無む視しだ。僕のイヤミ、無視だ。……かえって辛つらい。なにその返し方。


『しかし、そうですか……。……取り越こし苦労だったでしょうかね……』


「？　何かあったんですか？」


『いえ。何かあった……というより、何もないことが、おかしい、とでも言いますか』


「……話が見えないんですが」


『……そうですね。いや、まあ、何もないならいいでしょう。まだ貴方に余計な不安を抱いだかせるようなことを喋しやべるのも、早計ですしね。……しかし……そうですか……。てっきりタナトスは動いてくるものと思いましたが……』


「たなとす？」


『まあ、いいでしょう』


「……あのぉ……電話しといて独ひとり言ごととは……一体何がしたいんでしょうか……」


『ん？　式見蛍、まだ、何か用よう件けんがあるのですか？』


「はい？　いえ、こちらには初めから全くありませんが……」


『それならどうしていつまでも電話を繫つないでいるのです。全く、阿あ呆ほうですか、貴方は。電話代の無駄遣いもいいところです。では、貴方に電話代を割さくのも馬鹿らしいので、失礼』


　切られた。……あ、なに、この、胸むねの奥おくから湧わきあがってくるドス黒い感かん情じよう。


「……巫女に呪のろいって、効きくのかな」


　とりあえず「ツー」と無む機き質しつな音のなる電話口に向かって、「露ろ出しゆつ度の高い恥はずかしいカッコする必要性が出てくる事じ件けんにでも遭そう遇ぐうしてしまえっ」と願っておいた。意外に恥ずかしがりやの彼女にはかなりの拷ごう問もんだろう。……僕も、その事件になら絡からみたい。


　すっかり眠ねむ気けが覚めてしまった感があったが、僕は、テーブルにケータイを置き、不ふ貞て寝ねの心持ちでもう一度布ふ団とんをかぶった。……ふぅ。やっぱり、この世界、僕の味方は羽う毛もう布団だけ──


〈ブルルルルル〉


　刹せつ那なの脊せき髄ずい反はん応のう。


「ああ、もう、しつこい！　貴女あなたの私し生せい活かつに興味はないの！　アンダースタン？　もう、貴女なんか、いっそのこと、えっちぃ悪あく霊りように取り憑つかれてストリップまがいのことしてしまう赤面ものの状じよう況きようになってしまえっ」


　ケータイが震ふるえた瞬しゆん間かん、一瞬でブチキレて、即そく座ざに通話ボタンを押し、勢いきおいそのままに叫さけんだ。電話口には、圧あつ倒とうされたのか、無言だけが返ってくる。……いい気味だ。そうして、しばし経けい過かしたのち──


『く、くすん。式見君……私、確たしかに色々あったけど、そ、そんなに言わなくたって……。う、うぅ。うん……わ、分かったよ。酷ひどいことしたの、私だもんね。うん……わかった。式見君が望むなら、悪霊にとりつかれた「てい」で、そ、その、え、えっちぃこととか……す、する……から』


「……へ？」


　……額ひたいを汗あせが伝う。……ここ最近で一番いやな汗だった。もう既すでに自分の中では相手が誰だれだか声で分かっていたのだけど……現げん実じつを認みとめたくなくて、一いつ旦たん、耳から離はなす。


　そうして、一つ深しん呼こ吸きゆう。すぅ、はぁ。心も深呼吸。すぅ、はぁ。


　液えき晶しよう確かく認にん。


　即死。


『う、うぅ、うぅぅ……』


　ケータイからはすすり泣く声。


　……画面に表ひよう示じされていた名前をもう一度見て、むしろこっちが泣きたくなる。


「篠しの倉くら綾あや」。画面にはそう表示されていた。……ごめん、さすがに、今は解かい禁きん。


　馬ば鹿かみたいに青い空を窓まどから見上げて呟つぶやく。


「死にてぇ……」





　　　２





「あ、式見君、こっちこっちー」


　待ち合わせの広場へ向かうと、既すでにアヤがベンチの前におり、元気に手を振ふっていた。その光景に、思わず懐なつかしさを感じてしまう。ここで彼女とバイトしていたのは、たった数週間前のことだっていうのに。


　篠倉綾。ありていに言えば「幼おさな馴な染じみ」というやつだが……小学生の頃ころの友人をそう呼よぶのもなんか変な気はする。とりあえず一番付き合いの古い人間だ。綺き麗れいなロングヘアーの髪かみに、柔やわらかい笑えみを絶たやさない顔。


　彼女とは先月バイトで再さい会かいし、その後、ちょっと色々事件に巻まき込こまれたりがあって、今まで心を落ち着かせる意味も兼かねて、会えずにいたのだ。とはいっても、それほど大だい惨さん事じだったわけでもない。今となってはもうすっかり落ち着いているようだが……朝のあれは、だから、なんていうか最悪だった。ようやく心の落ち着いたところで、いきなりブチキレた男に怒ど鳴なられたら、そりゃ、完全に心が折れても仕方ない。……ホント、死にたい。最近この口くち癖ぐせもすっかり復ふつ活かつ気味である。


　僕ぼくはアヤに小走りに駆かけ寄よっていく。……朝、まあ色々あったものの、彼女の電話の用よう件けんは、以前二人でバイトしていたここで今日会いたいということだった。まさか僕がいきなりブチキレているとは思わなかったろうけど。おかげで、彼女に事じ情じようを説明して宥なだめるのにかなりの時間を費やしてしまった。相手の電話代だけど、今日は電話代を無駄にする日である。


　アヤの許もとまで駆け寄っていくと、彼女は、決意した目で僕に声をかけてきた。


「式見君っ、私、償つぐないのためならえっちぃことも──」


「まだ誤ご解かい解とけてなかったのかよっ！」


　僕はとりあえずもう一度一から誤解を解いた後、ようやく、二人ベンチに腰こし掛かけて落ち着いて会話を始めた。……こうしていると、朝のあれじゃないが、深螺さんを思い出してしまって、なにか非ひ常じように複ふく雑ざつな気分になる。僕がデジャヴュを感じていると、話題を提てい供きようしようとしたのか、アヤが「あははー」と笑いながら声をかけてきた。


「式見君、朝食何食べた？」


「深螺さんが取り憑ついている？　もしくは精せい神しん干かん渉しよう？」


「はい？」


「……いや、なんでもない」


　世の中は今、朝食の話題ブームなのだと思っておこう。うん。そう思っておこう。


「朝食は……栄養バランス食品と、牛乳だけ」


「うわ、不健康」


「いや、栄養バランスいいって書いているんだから、いいんだろ」


「そういう問題じゃないよ。式見君、朝食というものはね。古来──」


「深螺さんだろ！　なあ、お前、深螺さんなんだろ！」


　アヤはよっぽど取り憑かれやすいのだろうか。


　ともあれ、僕とアヤはその場で世間話も交まじえつつ、しばらく談だん笑しようした。僕は鈍どん感かんなやつだけど、さすがに、いきなり事じ件けんのことやら近きん況きようのことを訊きくのが駄だ目めなことぐらいは察せたので、意い識しきして下らない話ばかりに終始していた。そういう意味では、朝のあの電話の一件はいい材料になったのかもしれない。アヤが一言目からあの話題を持ち出してきたのも、本当は誤解が解けていなかったんじゃなくて、それが入りやすいネタだったからなのだろうか。


　隣となりで「あははー」といつものように笑うアヤを眺ながめて、ホッとする。……自分のしたことが間ま違ちがいじゃなかったんだと、思える瞬しゆん間かん。友人の笑え顔がお。……ここ最近翳かげっていたその要よう素そが、ここにはあって。色んな意味で僕は安あん堵どしていた。アヤが、そんな僕の様子に気付いて、「式見君？」と首を傾かしげてくる。


「どうかしたの？　なんだか今日はちょっとオトナの余よ裕ゆうがある式見君だね」


「オトナの余裕って……」


「なんていうか、『ふふふ……キミの笑顔さえ見られれば、僕は本ほん望もうさ』みたいな」


「オトナっていうか、キザだな……しかもいけすかない」


「ええー。そういうのにも、女子は弱いんだから、それはそれでいいと思うよ」


「そうなの？　じゃあ、今後はオトナなキザキャラを目指すことにする」


「あははっ。それはいいけど……でも、なんか似に合あわない」


　アヤがクスクスと笑う。僕は自分が子こ供どもだと言われたようでムッとして（この時点で確たしかに子供なのだけれど）、オトナの余裕を見せる。


「『ふっ……。キミに笑顔が戻もどって、僕は心から嬉うれしいよ、ベイビー』」


「……うわぁ」


　引いていた。篠倉綾、ドン引きである。


「引くなよ！　女子は弱いって言ったじゃないかよ！」


「いや……こう、ね。うん……それよりは、式見君。どうせキャラを変えるなら──」


「変えるなら？」


「女じよ装そうの方が断だん然ぜん似合──」


「アヤ、まだちょっと精神が病やんでいるみたいだな。お大事に。それじゃあ」


　帰ろうとする僕。


「ああっ！　待って待ってぇ！　ごめん、調子に乗ったよ！　あんまりに式見君の女装が可愛かわいいものだから……」


「さて、電車の時間は──」


「ああっ、ごめん、ごめんったらぁ！　す、捨すてないでぇ～」


「うわ、こら、何やっているんだアヤ！　泣きながら変なセリフ吐はいて腰こしにすがりつくなっ！　見てる！　皆みんな見てる！　《世界の意思》以上に皆から『死んでしまえっ！』っていう感情がひしひしと伝わってきてる！」


　アヤはどうも大人しくなるどころか、窮きゆう屈くつな生活をしばらく強しいられた反動か、テンションが少し高めになって帰って来たらしかった。……心配損ぞんである。


　僕は再さい度どベンチに腰掛けて、「ったく」と呟つぶやく。


「心配して損した。そんな元気なら、もう大だい丈じよう夫ぶだな」


　僕の言葉に、アヤは、僕から離はなれ、神しん妙みように頷うなずく。


「……うん。ごめんね、式見君。本当に……」


「……だから、アヤが謝あやまる必ひつ要よう性せいなんてどこにもないんだって」


「それでも、謝らせてよ。謝るっていうのは……たぶん、式見君のためじゃなくて、私のためなんだ。謝りたいから……謝っているだけ。そうしてないと、たぶん、私……」


「そっか……」


「さっきの冗じよう談だんじゃないけど、でも、そういう意味では、償つぐないもしたい。式見君が何か命令したら、私は、それ、聞くよ？　え、えと、え……えっちぃことでも」


「……アヤは僕をどういう目で見ているんだよ……」


「あ、あはは。……でもね、この気持ちは、本当。むしろ、そういうこと言って貰もらった方が、私は……楽になれそう」


「アヤ……」


　……前言撤てつ回かい。彼女……全然吹ふっ切れてなんかいない。……その気持ちは、でも、今なら、少しだけ分かる。この前『楔くさび』に乗っ取られた時、僕は、周囲の面々に暴ぼう言げんを吐はいたことが気になって気になって仕方なかった。それは、楔くさびのしたことであって、本当は僕が気にすることじゃないのだろうと、頭では分かっているのだけれど。それでも……仲間を……大切な人を自分の体が傷きずつけたという事実は、酷ひどく、心を蝕むしばむ。


　そういう意味で、楔はまだそれほど大事にならなかったが、顔かお剝はぎの一いつ件けんでは色んな人が傷ついたこともあるし……記き憶おくがなくても、この、馬ば鹿かみたいに優やさしいアヤなら、いつまでも引き摺ずってしまうのも仕方なく思えた。


「……よし」


「？　式見君？」


「アヤ、これから、じゃあ、償いをしてもらおう」


「へ？　……ええ！　そ、そんな、わ、私まだ、そ、その、心の準じゆん備びが……」
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　アヤは何か勘かん違ちがいをしているようだ。真っ赤になって俯うつむいている。……面おも白しろいからしばらく見守るか。っていうか、わざと勘違いするような言い方したし。


「で、でも、でも、えっと、式見君のことが嫌きらいなわけじゃなくってね。い、いや、え……と、嫌いどころか、そのぉ……。ああ、でもでも、こういうのは、段だん階かいを踏ふんでからだと思うわけで……。あ、いや、でも、これは償いだから……」


　目がぐるぐる回り始めている。……正直、面白い。


「ああ、そ、そうよね。償いだもん。段階とか、そういうの気にするのはおかしいよね。そ、そうよ。あ、あははー。……そ、それに相手は式見君だしっ！　それなら、全然オッケー……って、それじゃあ償いじゃないんじゃない？　あれ？　私が全然オッケーじゃ、それ、償いになってなくない？　あ、あれ？」


「よし、行くか」


　アヤの混こん乱らんがピークに達したところで、僕は彼女の手をとってベンチから立ち上がり、歩き出した。アヤは「ええ！　も、もう？　そ、そうね。こういうことは勢いきおいが大事だって友達も言っていたし……」とぶつくさ未いまだに勘違いをして心の準備とやらを始めていたが、面白いので、放置しておくことにした。最近色んな人に振ふり回されっぱなしだったから、たまには僕も人を振り回したいのだ。常じよう識しき人じんのアヤはまさに格かつ好こうの獲え物ものだった。


　僕は更さらに勘違いを増ぞう幅ふくさせるために、あえて通る必要もないホテル街を通ったりして、アヤを更なる混乱の坩る堝つぼに誘さそい込こんだ後、何事もなくそこは通つう過かして、駅の方へと向かった。アヤが目をぱちくりとして訊たずねてくる。


「式見君？　一体、どこ行くの？」


「僕の部屋」


「っ！　そ、そうよね。さ、最初は、こう、変な場所じゃなくて、そういうところだもんね！　うぅ……。……よしっ！　もう覚かく悟ごは決めたっ！　どんと来い！」


　なんか覚悟決めちゃったが、当然、僕はアヤの妄もう想そうしているようなことをする気は毛頭ない。確たしかに僕の家には行くのだが……。


「よし、行くぞ、アヤ」


「はい、あなた！」


「……なんか妄もう想そうスピードが加速しているな……」


　アヤの暴ぼう走そうに若じやつ干かんの不安を抱いだきつつ、僕とアヤは一路部屋を目指すのであった。





「ただいまー……っと、やっぱり来てたか」


「あ、お邪じや魔ましてます」


　部屋に入ると、鈴音がせっせと掃そう除じ機きをかけていた。……コイツは、「くつろぐ」ということを知らないのだろうか。室内に入りながら、玄げん関かんで佇たたずむアヤに「あ、入って入って」と声をかける。彼女は室内の鈴音をしばらく見つめた後……。


「そ、それは想そう像ぞうしていなかったわ……。し、篠倉綾、一生の不覚っ！　ああ、決意が少し崩くずれていく……。で、でも、そうよね。『そういう状じよう況きよう』って、男子の一生の夢ゆめだって聞いたことあったし！　ああ、こういう場合も想定しておくんだった！　式見君の嗜し好こうが特とく殊しゆな場合は何パターンか想定したのにっ！　むむ……そうなると、ここで油ゆ断だんは出来ないわ、私！　ここまで来たら、更に真ま儀ぎ瑠るさんの参戦も……」


「ああ、もうちょっとしたら先せん輩ぱいも来ると思うぞ」


「はうっ！　……分かっていたけど……分かっていたけど、やっぱり、式見君って……式見君って……」


　何か玄関でアヤががっくりとくずおれてしまっていた。鈴音が額ひたいに汗あせをかいて、彼女を指差し、口パクで「あれ、なに」と訊ねてくる。僕は小声で「面おも白しろいから放ほうっておこう。それに、あれぐらい心に余よ裕ゆうない方が、たぶん、余計な責せき任にんとかに頭を悩なやませなくて済すむだろう」と、返す。鈴音は少し考えて納なつ得とくしたらしく、掃除を再さい開かいした。


　アヤを室内に招まねいて、麦茶で一服する。この頃ころになるとアヤの目はすっかり据すわっていたが、誰だれもフォローはしなかった。……こういう思い込みの激はげしいあたりが、悪あく霊りようにとり憑つかれる要よう因いんなのかもしれない。少しして陽よう慈じが顔を出すと、アヤは顔を青くして、また、「そ、そのケースは想定してなかった……」と、ガックリとうな垂だれていた。……なんか逆ぎやくにどんどんアヤの心にトラウマを作ってしまっている気がするが……まあ、気にしない。


　陽慈もまた「……これ、なに」と口パクで訊ねてきたが、僕と鈴音は『面白いから放置しよう』と二人で声を合わせて答える。酷ひどい友人達だった。


　そうして、結局その日は、一時間後に来た先輩を含めてこの五人だけの集まりだった。傘さんは丁ちよう度ど退たい院いんが重なって、幽ゆう体たい離り脱だつしている暇ひまがないようだったし。耀あかるに関しては電話で「今日、検けん査さなんですよぉ」といつもの調子で連れん絡らくしてきた。……皆みんなには、耀は補ほ習しゆうで来られないのだと噓うそをついておいた。……今考えれば、彼女が補習を受けているのも……僕と会う機会が少なかったのも……学校を普ふ段だんから休みがちだったからなのかもしれない……。


　そうして、五人でパーティ準備……とは名ばかりの、駄だ弁べり会が始まった。アヤは段々と状況に困こん惑わくし始め、果ては一人で「こ、これは、長い前ふり？　そ、そうなの？　普通こういう感じなの？」と更なる混こん沌とんの中へと心を沈しずみこませていた。また、ここにあの悪あく魔まのような先輩が目ざとく状況を察して、「これから始まる快かい楽らくの宴うたげ（ただのパーティのことだろうが）を思うと、ゾクゾクするなぁ」なんてあからさまに狙ねらった発言をするものだから、アヤは最も早はや可哀かわい想そうなぐらい、部屋の隅すみでびくびくしていた。……いい加か減げん、やり過すぎかもしれない。確かに顔かお剝はぎの件けんは忘わすれるだろうが……それより酷いトラウマ出来ないか？　僕がそう思って事じ情じようを説明しようと思っても、すっかり嗜し虐ぎやく心しんに火のついた先輩はそれを許ゆるしてくれず、新しいオモチャを手に入れたとばかりに、嬉き々きとしてアヤをからかって遊ぶ。……あ、ある意味でこれも「償つぐない」かもしれない。っていうか、先輩、あの事件では鈴音に守られただけで、自身は別に被ひ害がい受けてない気が……ま、まあいいか。


　そうして、なんだかんだで、アヤいじりも一いち段だん落らくした頃ころ。


「ところで、蛍。今日、ユウさんはどうしたの？」


　という、たぶん本人は何気なくしたのであろう、鈴音の質しつ問もんを受けた。僕ぼくは咄とつ嗟さに返せず、黙だまってしまう。そうしていると、陽慈や先輩、そしてアヤも僕の方に顔を向けた。


　アヤが「ユウさんって……」と人差し指を唇くちびるに当て、思い出すように視し線せんを彷徨さまよわせる。


「確たしか、式見君の同どう居きよ人にんさんだったよね」


「アヤ、知ってたっけ？」


「この前真儀瑠さんからパーティの誘さそい受けた時にね。色々話してもらったから。あ、もちろん、その、ユウさんが、幽ゆう霊れいさんってことも、含ふくめて」


「そっか……」


「もしかしたら、私が見えてないだけなのかなと思っていたんだけど……やっぱり居いなかったんだね。私も、あれから、ちょっと幽霊見えるようになってたから、おかしいなーと思っていたんだ。それで、今日はどうしたの？　真儀瑠さんの話だと、式見君といつも一いつ緒しよだってことだったから、今日はちょっと不思議に思っていたんだけど……」


「それは……」


　僕が口くち籠ごもったことで、鈴音も先輩も陽慈も、少しおかしいことに気付いたらしい。全員の視線が突つき刺ささる。僕は極きわめて平静を装よそおいながら、淡たん々たんと事実を告げた。


「昨日から、ここにはいないんだ」


「え？」


　鈴音が「昨日から」という言葉に反はん応のうしてキョトンとする。他ほかの面々も話についてこられていないようだ。……ハッキリと言うことにする。


「出ていったんだ、昨日。だから、もう、ユウはこの部屋には……僕の周りにはいない」


「な……」


　先輩が声をあげる。この人、別に幽霊をそもそも感知出来ないんだから、そんなに衝しよう撃げき受けることないだろうに……。しかし、先輩は僕を疑うたがうような目をしていた。


「どうしてまた……」


「どうしてって……そもそも、今までここに居たことの方がおかしいんですよ」


「いや、それはそうだろうが……」


　先輩がぐっと詰つまる。元々ユウとのコミュニケーションの少なかった人だ。普段とは違ちがって、あんまり突っ込んで来られないようだった。腕うでを組み、神しん妙みような顔で黙り込む。ユウと出会ったことのないアヤもまた、どう反応していいか分からないように、指先で長い髪かみをくるくるといじってオドオドしていた。


　しかし……鈴音と陽慈はそうはいかなかった。険けわしい表情を二人が僕に向ける。


「どういうことなの、蛍！」


「お前、いくらなんでもそりゃないだろう！」


「そう、言われても……」


　僕はそれに気弱な笑えみを返すしかない。そんな僕の態たい度どが気にいらなかったのか、鈴音と陽慈どころか、今度は先輩まで顔をしかめて僕を見つめてきた。


「お前、ユウに何かしたのか？」


「なんですか、それ」


　僕は苦く笑しようする。全員の視線が、僕を不ふ審しんげに見るものに変わっている。


「そんなわけないじゃないですか。ふざけないで下さいよ」


「ふざけるのをやめるのはお前だ、後輩」


　ピシャリと言う先輩の声。……こういう時の先輩は非ひ常じように厳きびしい。それをイヤというほど知っている僕は、嘆たん息そくして、視線を逸そらした。しかし、僕のそういう態度は悉ことごとくこの仲間達には不ふ評ひようだったようで……。


「蛍。ちゃんと話して。ユウさん、どうして出ていったの」


　今や鈴音までもが厳しい顔をして僕を睨にらんでいた。


「鈴音、お前、元々僕とユウの同居に反対だったじゃないか。……別にいいだろ」


「いいわけない！」


　怒ど鳴なる鈴音。アヤは気け圧おされたように「ひゃぅ」と縮ちぢこまっていたが、他のメンバーは、ただただ僕を冷たい目で見ていた。……全員、もう、気付いているのだ。僕がこうして理由をはぐらかすのは……僕に過か失しつがあって、それを言いたくないだけなのだと。僕の弱さを、批ひ難なんしているのだ。


　それは分かっていた。皆みんなが怒おこるのももっともだって、分かっていた。だけど……言いたくなかった。どうしても、自分の口から、「ヘルメスのところに行った」なんて、言えなくて……それは、なぜか、今の僕にとってはすごく酷こくなことで。


　結局、はぐらかそうとしてしまう。へらへらと笑う。……今やアヤまで僕に不審の目を向けていたけれど、僕はその態度を変えられなかった。


「ユウは出て行った。それは、ユウと僕の間の問題だ。実じつ際さい、消えたわけじゃない。今日は来ていないけど、これからも会うことは出来る。それでいいじゃないか。同居、という一いつ件けんに関しては、それこそ、僕とユウのプライベートなことだ。皆には……関係ない」


「関係ない……だと？」


　突とつ然ぜん、陽慈がぐいっと僕の胸むな座ぐらを摑つかみあげる。……しかし、基き本ほん的に平和主しゆ義ぎ者しやである鈴音やアヤさえ、その陽慈の行動を止めなかった。全員が、僕に冷たい目を向けている。……死にたくなる。悪あく循じゆん環かんのように、こういう最悪な状じよう況きようが僕の心を圧あつ迫ぱくし……余よ計けいに、不ふ誠せい実じつな態度をとってしまう。


　そんな僕を、陽慈は酷ひどく許ゆるせないようだった。


「てめぇ……ユウさんを自分の所有物かなんかだと思ってやがるんじゃないだろうなぁ！　ああ！　関係ないだと？　大有りだろうがよ！　俺おれ達たちは、ユウさんの友達だぞ？　関係ないはずがないだろう！　ユウさんは確たしかにお前にとり憑ついて、お前と一いつ緒しよに生活してたけど、決して……決して、お前だけのユウさんであるわけじゃないんだからな！　俺達はお前の友達であるからユウさんともつるんでいる、だけじゃない！　俺達は、お前の友達であると同時に、ユウさんの友達でもあるんだからな！　関係ないなんてこと、あるわけないだろうが！」


　陽慈が近距きよ離りで、しかも大声で叫さけんでくる。……彼の言うことは、頭では理り解かいできる。でも……でも、既すでに色んなことに疲つかれてしまった僕の心に響ひびくには、程ほど遠とおい怒ど声せいだった。……全すべてが色いろ褪あせて見える。


　……あれ？　世界って……こんなに、つまらなかったっけ……。


「おい、蛍、聴きいてんのかよ！」


「…………」


　どうでもよくなってくる。「下らない」。そんな言葉だけが、心の中を満たしていく。なんだこれ……。どうして、こんなことになっているんだ……。


　僕が守りたかった「仲間」って……環かん境きようって、こういう、ものか？　世界は……こんなにも、灰はい色いろだったっけ？　いや……そうだ。そもそも、世界はこうだったはずじゃないか。これは懐なつかしい光景だ。昔から僕には、こう見えていたはずだ。これが、当然のはずだ。


　……最近は、でも、なぜか、色づいていた。騒さわがしくて。心休まる暇ひまなんてなくて。……鮮あざやかだった。世界は、鮮やかだった。


　なんで？


　……決まっている。無む理り矢や理りにでも、色づかせてしまうヤツが居いたからだ。僕の無む機き質しつな生活に「命」を与あたえてくれる「死者」が居たからだ。


　でも、それは、もう、いない。いや、正せい確かくには、消えたわけでもなんでもない。だけど……常つねに一緒に居てくれたからこそ、僕は無機質な僕に戻もどる暇もなかったわけで。


　今いま更さら分かった。どうして、僕は、鈴音も先輩も陽慈もアヤも傘も常に一緒に居ることには拘こだわらないのに、ユウに対してだけは、「一緒に居てこそ」だと感じていたのか。


　友人だとか、恋こい人びとだとか、家族だとかそういう次元じゃない。彼女は、既に、僕の生活の一部だったんだ。彼女が居てこその、今の僕だったんだ。だから……だから、彼女が出て行ってしまった途と端たん、僕は、イヤな僕……自分でも嫌けん悪お感を抱いだく僕になってしまっている。


「おい、蛍！」


　陽慈がぐっと胸むな座ぐらを摑つかむ手に力を込こめる。そうして、その横から、鈴音が僕を睨にらみつけながら口を開いてきた。


「確かに、蛍の部屋に暮くらすかどうかは……二人の問題なのかもしれない。厳げん密みつに言ったら、確かに、私達の関係ない話なのかもしれない。……でも、そんなのって、ないでしょ？　仲間に対して……友達に対して『関係ない』って、おかしいでしょ？　そんなこと言い出したら、私達は皆みんな他人じゃない。そんなこと言ったら、私達は何も……」


「……そうだよ」


「え？」


「関係ない……関係なかったんだ……初めから」


「蛍？」


　僕は俯うつむきながら、ぶつぶつと呟つぶやく。今まで溜たまっていたネガティブな感かん情じようが、ここに来て、全て爆ばく発はつしてしまっていた。色んな鬱うつ屈くつが、全て、破は裂れつしてしまっていた。


「どうして、僕が主しゆ催さいでパーティなんか開くんだよ……」


　暗い目を先輩に向ける。先輩は僕のそんな今更な不満に、しかし言い返せず「それは……」とつまってしまった。


「なんで、僕が帰き宅たく部を……最近入ったばかりのいけすかない人間まで誘さそって、苦労して、パーティなんかしなきゃいけない……」


「後輩……それは……」


「ランチの約束だってそうだ！　どうして律りち儀ぎに言われるままにしなきゃいけない！」


「っ」


　先輩は僕の言葉に酷く悲しそうな目をして、黙だまり込んでしまった。陽慈が「おい」とまた胸座を摑んでくるが、僕は逆ぎやくに陽慈の胸座を摑み返して叫さけぶ。


「お前だってなんだ！　ケイコさん、ケイコさん、ケイコさん！　陽慈の恋こいなんて僕は知ったこっちゃないじゃないか！　なんで……僕がこんなに苦労しなきゃいけない！」


「お、俺がいつお前に迷めい惑わくなんて……」


「迷惑なんだよ！　自分で気付いてなくてもな！　いや、気付かないで迷惑かけている方がタチが悪い！」


「っ……」


　陽慈の、僕の胸座を摑む力が緩ゆるむ。その隙すきに僕はその手を振ふり払はらう。


「蛍……ちょっと、落ち着いて」


　鈴音が、僕の暴ぼう言げんに耐たえられないように、肩かたに触ふれてくる。しかし、僕はそれも振り払った。もう、止まらなかった。今まで抑おさえて来たものが……「仲間のため」「この楽しい時間のため」と耐えてきたものが、全て、爆発してしまって。そうなった要よう因いんは……明らかに、ユウが出て行ったことで。ユウが出ていくきっかけの導どう火か線せんを作ったのは、ヘルメスで……。そう勝手に連れん鎖さして考えて、また、勝手にヘルメスへの怒いかりを募つのらせたりして。そんな自分が酷ひどく汚きたないのが自分で分かるから、余よ計けいに心が荒すさんで、そうして……仲間への気き遣づかいなんて、出来なくなって。


「鈴音だって……鈴音だって、なんなんだよ。さっきも言ったけど、散々、同どう居きよに反対しておきながら……いざそうなったら、手のひらを返して。ユウが友達だと思っているんだったら、最初から、反対なんかしなきゃいいじゃないか！　僕が……僕が、鈴音のことでどれだけ気苦労を重ねていたか、知りもしないで！」


「そ、それは……でも、だって……」


「だって、なんだよ！　そもそも、なんでちょっとしたことでいつも鈴音の顔色を窺うかがわなくちゃいけないんだ。理り不ふ尽じんな、理由の分からない責せめを受けなきゃいけないんだよ！　僕は……僕はただ、皆と仲良くしていたい、それだけだったのにっ！」


「蛍……そ、それは……」


　鈴音は何か悔くやしそうにして俯うつむいてしまう。……重苦しい空気だった。全員が、口を開けなくなってしまっている。アヤも、僕の感情の爆発に、ショックを受けたように何も言えず、黙り込んでしまっていた。


　……悔しかった。ただただ、悔しかった。自分が守ってきたものを、自分で壊こわしているこの状じよう況きようが……ただ、悔しい。でも、止められなかった。止められるはずもなかった。


「パーティの準じゆん備びだって、そうだ。……皆、自分勝手に好きなこと言って……結局作業の大半、セッティングの大半は僕任まかせだ。パーティに限かぎらない。今まで、こういうことはよくあった。……皆、こう思っているんだろう。『蛍なら、なんだかんだいって、最後はやってくれる』。それは、信しん頼らいという綺き麗れいな言葉で呼よべるのかもしれない。僕も、それに応こたえたいと思っていた。だけど……それは、本当は信頼なんていう綺麗なものじゃなくて……依い存ぞん、慢まん心しん、そんなものもあるのが、本当は僕だって分かっていて……。


　そう、それこそ、ユウの同居だってそうだ。『蛍だったら、なんだかんだいって、許ゆるしてくれる』。そんな風に皆が思っていることが……本当は少し、苦く痛つうだった。でも……もう、耐えられない。耐える意味がなくなってしまったから……耐える動機が、消えてしまったから……」


　不満。言い出したらきりがない、不満。鬱屈。理不尽な状況への文もん句く。……今までの僕ぼくだったら、それを、嫌いやな顔しながらも、でも、結局は嘆たん息そく混まじりにこなしてこられた。でも……でも、もう、駄だ目めだ。そんな力が、湧わかない。


　色んなことが重なって……心の、蓋ふたを開けられてしまったから。押おさえ込んでいたネガティブな感かん情じようの詰つまった容よう器きを、内ない圧あつの高まったその瓶びんの蓋を、開けられてしまったから。


　今までだったら、その瓶の内圧は、ユウや、皆みんなとの触ふれ合いの中でいつの間にか下がっていた。だから、耐たえてこられた。開いても、爆ばく発はつしないで済すんでいた。


　でも……今回は、駄目だ。耐えられない。耐える理由がない。


　この仲間を……環かん境きようを……そこまでして守りたいと、思えなくなってしまった。……彼女の居いない風景を、守る気力が、なくなってしまった。今まで耐えられていたものに、耐えられなくなってしまった。


　……僕は、こんなにも、弱かったんだ。強くなったと思っていたのは……実は、単たん純じゆんに、ユウが隣となりで支ささえになってくれていたからで。僕はそれに気付かず、完全に心を預あずけていて。それが、昨日、急にスポッと抜ぬけてしまって。僕の心は……簡かん単たんに、転てん倒とうして。


「……っ」


　僕はもう耐え切れず、その場から立ち去ることにした。自分の部屋だったけど……もう、一時も、ここに居たくはなかった。


「…………」


　僕が立ち上がり、玄げん関かんへ向かって歩き出しても、誰だれも止めも、動きもしなかった。唯ゆい一いつアヤが何か言いたそうに僕を見上げたけど、しかし、三人の雰ふん囲い気きを察したのか、「あ、ぅ」と呻うめいただけで、やはり止めはしなかった。


　そうして、僕は静かに玄関から出て行った。……感情が高ぶっているだけなら、僕は、駆かけ出していただろう。それこそ、傘のことを知った時のように。感情が高ぶっているだけなら、三人も、僕を呼よび止めただろう、強ごう引いんにでも。


　でも……結局は、静かに、別れた。激げき情じようも暴ぼう力りよくもなく、淡たん々たんと、別れた。


　それは、でも、何より、深い「別れ」である気がした。


　この溝みぞはその場での行動や感情で埋うまるものじゃないのだと、全員、分かっていたのだろう。


　そう……ピースの欠けたパズルは決して完成せず、そして、脆もろい。


　ユウの欠けた僕らは、額がくさえない……嚙かみ合いさえしない、パズルの破は片へん達だった。


　


　　　３





　テキトーに電車を乗り継つぎ、テキトーな駅で降おり、テキトーな地ち域いきをふらふら歩く。特に繁はん華か街がいがあるわけでもない、各駅でしか止まらない特色のない駅周辺を、目的もなく徘はい徊かいする。


　……思えば、僕らが「集しゆう団だん」として結びついたのは、ユウが来てからだった気がする。僕と先せん輩ぱい。僕と鈴りん音ね。僕と陽よう慈じ。僕とアヤ。僕と傘さん。……そういう繫つながりはあっても、でも、先輩と鈴音と陽慈とアヤと傘に、繫がりなんて、これまで殆ほとんど無かったはずだ。……そんなことにさえ、彼女が居なくなるまで、気付かなかった。


「……陳ちん腐ぷな言葉だと思っていたけど……本当だったんだな……。『大切なものは、失なくして初めて気付く』」


　自じ嘲ちよう気味に笑う。認みとめる、認めるさ。僕にとってユウは、唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざいだった。普ふ段だんは邪じや険けんに扱あつかっていたけれど、本当は、大好きだった。依い存ぞんしていた。皆は僕に依存していたかもしれないけど、僕だって、充じゆう分ぶん、ユウに依存していた。ユウが僕に依存するのと同じかそれ以上に、僕だって、本当はユウに依存していたんだ。


　だから耀あかるの存在に揺ゆれた。「唯一無二の代だい替たい」という存在に、心が揺らされた。本当は分かっていたのに。……僕が耀に好意を抱いだいたのは、「ユウに似にているから」なんだ。それは、「耀だから」ではない。同じようで、全然違ちがう。ユウが居るからこそ、耀を好きになった。もし、例えばユウより耀に先に出会っていたとしても、恐おそらく、僕が耀に感じるのは「うざい」という、それだけだったろう。


　ユウだから。ユウだったから。


「……ユウ……」


　気付くと彼女の名前を呼んでいた。……女め々めしい……。なんて女々しいんだ、僕。これじゃあ、ストーカーになったっておかしくない。彼女が、状じよう況きようはちょっとおかしいけれど、「他ほかの人を選んだ」。それをこんなに引き摺ずって……なんて、僕は、弱いんだろう。醜みにくいんだろう。顔かお剝はぎのことをどうこう言えない。一番心が醜いのは、誰より、僕じゃないか。


　どんどん世界が淀よどんで見えていく。


　少しだけ肩かたのぶつかったサラリーマンにやたらイラつく。ぎゃあぎゃあとヒステリックに泣き喚わめく子こ供どもの声がうざったい。目の前を歩く女じよ性せいのタバコの煙けむりが異い様ように不ふ快かい。轟ごう音おんを鳴らして暴ぼう走そうするバイクを蹴けり倒たおしたくなる。クーラーの室外機から吐はき出される熱気が気持ち悪い。ジリジリと照りつける太陽と、熱を逃にがさないアスファルトが恨うらめしい。階かい段だんで座すわり込んで通行を阻そ害がいする女子高生が邪じや魔まくさい。余よ計けいなほど光を放つ太陽が憎にくい。生なま温ぬるい風が、硬こう質しつな地面が、人間が、建けん造ぞう物ぶつが、雲が、空が、命が、物質が、


　つまりは全すべてが──


「うざったい……」


　自分本位の最低な精せい神しん状じよう態たい。それは分かっているけど、止められない。他人のことなんて考えていられない。「優やさしさ」なんて、持っていられない。


　自分が死にたいのとイコールで、世界なんて滅ほろんでしまえという感かん情じよう。そう、それは、僕が、今までは「いくらなんでも性せい格かく悪すぎるから」と、押さえ込こんできた考え。怒おこられても文もん句くの言えない、最低の欲よつ求きゆう。


『世界なんて、滅んでしまえ』


　……昔から、そんなに世界がいやなら、自分が死ねばいいじゃないか、というのが、僕の考え方だった。だから、簡かん単たんに「世界なんか滅んでしまえばいい」とか言っている人間が、あまり好きではなかった。だから、僕も、そういう感情は全て「死にたい」という方向に……他者にじゃなくて、自分に向けて、溜ため込んできた。


　だけど……今は、思ってしまう。世界なんて、滅んでしまえばいい、と。


　それは、最低なことなのだけれど。


　でも、いっそこんな状態が続くなら、「スッキリ」させて欲ほしいという、欲求。死ぬっていうのは、でも、ある意味で全部の終わりじゃないから。だから、世界が滅んで……全部、ゼロにしてしまいたい、この、感情。


　別に、他人に苦しみを与あたえたいわけじゃない。そういうサディスティックな感情とは全く別だ。単たん純じゆんに……世界に、僕を取り囲む全てに終わりが来たらいいのにという、そういう、感情。ゲームのリセットボタンを押すように。セーブからロードしなおすように。


「それなら……ヘルメスの来る少し前から、ロードしなおしたいな……」


　また、自嘲気味に笑う。そうだ。ゲームに似ている。これは、選せん択たく肢しを悉ことごとく失敗してしまったゲームだ。普通なら、セーブからやり直す。それで、もう一度、うまいこといくようにやり直す。だけど……残念かな、これは、現げん実じつで。失敗したら、それは、なかったことになんて出来るはずもなくて。だけど……もう、このセーブデータへの興きよう味みは、無くなっていて。こんなに選択肢をミスりまくった人生、もう、どうでもいいやという……そういう感情。今の僕は、それなんだ。自分のこの状況が……生活が……自分が、仲間が、大切に、思えない。最低な僕。


　でも一方で……離はなれようがどうしようが、ユウには……いや、皆みんなには、笑っていて欲しいという、変な想おもいもあって。それが、僕の心をぐちゃぐちゃにする。結局……。


「僕は、一体、何をすればいいんだよ……神様」


　天を見上げて呟つぶやく。ユウを取り戻もどしにヘルメスにケンカを売ればいいのか？　皆に謝あやまって、土ど下げ座ざして、許ゆるして貰もらえばいいのか？　それとも、全部忘わすれて、耀と一いつ緒しよに楽しく、彼女のタイムリミットまで過すごせばいいのか？


「分かんないよ……もう。何が正せい解かいで、何が失敗に繫がるのか……間ま違ちがいなのか……もう、分からなくなってきちゃったよ……」


　中に居いるを倒たおせば全部解決だった。


　顔かお剝はぎを倒せばアヤは解放された。


　深しん螺らさんを説得したら、また元の生活に戻れた。


　だけど……だけど、今回は、何をどうしたらいい？


　敵てきはどこに居る？


　何がいけない？


　僕がいけないのか？


　僕が全すべて悔くい改めたら、全部、オッケーなのか？


　僕が感情を抑おさえて、またいつもみたいに笑ったら、それで全て丸く収おさまるのか？


　でも、それって、「僕」は、幸せなのか？


　そこに、式見蛍の幸せは、あるのか？　それとも、そんなもの、僕には求める資し格かくがないのか？


　だとしたら……僕、なんでここまでして、この世界で生きているんだ？


「…………」


　自分の思考がまずい方向に向かっている。それは分かる。そう……こうなってからずっと、理性は、自分の行動を間違っていると指し摘てきしている。だから、自分が間違っていることを僕は認にん識しきしている。だけど……感情が、どうにも、ならない。理性と感情。わざわざ別の言葉が出来ているんだから、それは、やっぱり全く別の存そん在ざいで。理性は理性。感情は感情。だから、理性で感情に干かん渉しようするには限げん界かいがあって。


「死に──」


　そう、本気で呟きかけた時だった。





「やぁ、式見君。元気かなぁ？」


「センパーイ！　やっほー！」


「…………」


　金きん髪ぱつの美少年……ヘルメスと、そして、耀が、ニコニコといつもの笑えみを浮うかべながら、僕に話しかけてきた。……背はい後ごに俯うつむくユウを引き連れて。どうしてこんな場所に居るのかとボーっとしていると、ヘルメスはニコニコと説明してくる。


「ボクはこの近くに住んでいるんですよ。それで、今日は耀さんと先日の悪あく霊りようの件けんについて少々用事があって。ただの事後報ほう告こくだけどね」


　ヘルメスのその言葉に、僕は嘆たん息そくし、そうして、視し線せんを逸そらして呟く。


「……なんか用？」


　イライラを隠かくそうともせず、僕はヘルメスをつっぱねた。しかし、横からぴょこっと耀が「おお、式見先せん輩ぱいクールモードですか？　うわ、それはそれでかっこいいっすねぇ！　ニャー君も『クール』と断だん言げんしていますよっ！」と、からかってきたため、どうにも毒気を抜ぬかれ、嘆息してしまう。……一気に今までの陰いん鬱うつな自分が居なくなってしまった。代わりに、もう、いつもの自分が……振ふり回されて嘆息しているだけの、でも、悪くない自分が返ってくる。全く……僕もほとほと単たん純じゆんだ。


　僕は意味も無く耀の頭をぽんぽんと二回叩たたいた。耀はキョトンと首を傾かしげている。そうして……すぐに、自分のミスに気がついた。無む意い識しきだった。無意識だったけど……いや、だからこそ、まずかった。これは、僕が、いつもユウにしていた行動だ。それを……僕は、思わず耀にしてしまっていた。


　ユウが、最初から元気の無かった顔を、更さらに俯かせ、ぎゅっと手を握にぎりこんでいた。……やっぱり、僕の知っているユウじゃなかった。自うぬ惚ぼれかもしれないけれど、ユウもやっぱり、この状じよう況きようは望んでいないんじゃないかって……僕と一いつ緒しよに居たいんじゃないかって、そんなことを思う。……いや、やめよう。こういう希望的な観かん測そくをするから、僕は、いつも傷きずつくんじゃないか。


　ふと気付くと、ヘルメスがニコニコと僕を見ていた。


「なんだよ」


「いえ。それよりも、式見君。今日は、パーティの準じゆん備びをしていたのではぁ？　ボク達もこれから向かおうと思っていたのですけどぉ……」


「ああ……いや」


　なんて言おうか少し困こまった。


「ええと、まあ、今日はなしだ。とりあえず、うちに来ても作業にならない」


　それは、事実だ。あの状況で仲良くパーティ準備もないだろう。皆みんなだって、恐おそらく解かい散さんしているんじゃなかろうか。僕が頭をかいていると、ヘルメスは相変わらずの全てを見通すような目をして、唐とう突とつに、満面の笑えみを僕に見せてきた。思わず見み惚とれてしまう。しかも……。


「式見君。ボクは、キミの味方ですよ。うん。キミは、悪くない」


　そんな、僕ぼくが求めていた言葉を、なんの躊躇ためらいもなく言ってくる。……不覚にも、涙なみだが出そうになった。今までヘルメスに感じていた不信感が、なぜか、一気に消えていくのが分かる。自分でも驚おどろくほどの、変化。心があからさまに変化していくのが、実感として、感覚として、分かる。奇き妙みような、急速な心の動き。でも……さっきまで最悪の位置に精せい神しんがあった僕としては、それは、決してイヤなものじゃない。むしろ……。


「……ありがとう」


　気付いた時には、僕はヘルメスに素す直なおにそう漏もらしていた。ヘルメスも、ニッコリと、微ほほ笑えむ。……僕は、なんで、今まで彼を嫌きらっていたのだろう。……よく分からなくなった。そうだ。最初から、理由なんてなかったじゃないか。素直に……素直に、彼を、好きになればいい。どうして歯止めをかける必要がある。


　自分の中の彼を嫌う感かん情じようの最後のカケラを、自分で握りつぶす。ぎこちなく、でも、心から、少しだけ、笑みを返してみる。それに対してヘルメスもやっぱり笑みを返してくれて……心が、どんどん救われていくのを感じた。


　暑いから恨うらめしかった快かい晴せいの空が、爽そう快かいなものに思える。うざったかった人の群むれが、にぎやかな、活気あるものとして、捉とらえられる。風が気持ちいい。アスファルトの地面や大きな建けん造ぞう物ぶつに今更のように人間の文化を感じて、愛いとおしくなる。……世界が色づき始めた。また。灰はい色いろの世界が、終わった。


　なぜだか分からないけど、心が浮うき立つ。奇妙なぐらいに……危き機き感を感じるぐらいに高こう揚ようする。だけど、止められない。いや、止めたくない。この幸せを感じられるなら、些さ細さいな危機感なんて問題じゃない。ヘルメスの笑顔を見ていると、そんな気分になった。


「センパイ、元気になったっぽいですねー。クールなセンパイも捨すて難がたいですけどぉ、やっぱりこっちのセンパイが最高ですよね！」


「持ち上げても奢おごらないぞ、もう」


「ああっ！　私の作戦も見み破やぶられている！　で、でも、それでこそセンパイ！　ニャー君も『そうでなくては張はり合いがない』と断言していますしっ！」


　いつもと全く変わらない、元気な耀に苦く笑しようする。楽しい。すっかり一人になったと思っていた心に、光が差してくる。


　唯ゆい一いつ、ユウだけが、やっぱりヘルメスの背はい後ごで浮うかない顔をしていたけれど……。


　僕は、勢いきおいに任まかせて、ユウに、自分から声をかけた。


「ユウ。……こんにちは」


「こ、コンニチハ」


　ユウはガチガチに固まって返してきた。その様子がおかしくて、笑ってしまう。


「なに緊きん張ちようしているんだよ」


「だ、だって……改まって『こんにちは』なんてケイに言うの、初めてだったし……」


「散々同どう居きよしといて、今更挨あい拶さつの一つで固まるのか、お前は」


「う、うるさいなぁ。わ、私だって、挨拶の一つぐらいできるもん！」


「ほう？　じゃあ、礼れい儀ぎ正しい挨拶をしてみてくれよ」


「こ、こほん。……『ほ、本日はお日ひ柄がらもよく、絶ぜつ好こうの……ええと、絶好の……海水浴日和びよりですわねぇ、奥おく様さま。おほほほ……』」


「……ごめん。お前の『礼儀正しい』のイメージがそこまでチープだとは思ってもおらず……。なんか、悪いことしたな。……ホント、すまんかった」


「なにその反はん応のう！　みじめだよ！　なんかすごくみじめだよ、私！」


　ユウがいつもの調子でぎゃあぎゃあと騒さわぐ。僕も過か剰じように笑い、それに便乗して、涙なみだを拭ぬぐう仕し種ぐさをした。……笑いすぎて泣いただけだと、自分にも、言い聞かせる。


　そんな僕とユウの様子を見て、ヘルメスと耀が満足そうに微笑んでいた。


　ヘルメスが、「炎えん天てん下かで話すのもなんですし……」と、声をかけてくる。すかさず耀が「じゃあ──」と提てい案あんしてこようとするが、僕は、先回りした。


「ファミレス以外で落ち着ける場所でも探さがすか」


「パフェ封ふう印いん!?」


　耀のガッカリした顔を尻しり目めに、僕らは結局近所のカラオケボックスに入った。正直、僕もヘルメスも自身が歌うのは不得意な人間だったが、しかし、それに関しては二名、非ひ常じように「自分が自分が」の人間が居いるので、問題なかった。それに、単たん純じゆんに、四人で落ち着いて話せる場所としても、カラオケボックスは割わりといいチョイスだった。ここなら、ユウが幽ゆう霊れいであることに（他人に見えないことに）あまり気を遣つかわずに済すむ。


　割わり当てられた部屋に入ると、ジュースを四つだけとった。耀が「パフェはないんですか！　巨きよ大だいなパフェはないですか！」と店員さんに詰つめ寄よっていたが、残念ながら……いや、幸いなことに、パフェはない店だった。そのため、耀は半ばヤケ気味にロック系の歌を初しよっ端ぱなから全力で熱唱し始めた。僕とヘルメスは自分達にマイクが回ってこなさそうなことにホッとし、適てき度どに耀を煽おだてつつ、二人でジュースをちびちび飲んで世間話をする。


　ユウは当初またちょっと遠えん慮りよ気味になってしまっていたけれど、耀の陽気に触しよく発はつされてか、いつもの様子に戻もどると、耀のマイクを奪うばったりしていた。しかし、実じつ際さい、ユウの声はマイクを通せるものではない。結局のところ地声で歌うことになっていたが、しかしそれでも、声量はこの室内じゃ充じゆう分ぶんすぎた。幽霊であるユウの場合、感情の力がそのまま声量である。やろうと思えば、ものすごいボリュームにも出来たりするわけだ。マイクを通しての採さい点てんシステムなどこそ使えなかったものの、単純に曲に合わせて歌うだけならオールオッケーだったので、久ひさ々びさの生者とほぼ変わらない娯ご楽らくを楽しめたユウは、かなりご満まん悦えつだった。途と中ちゆうから耀の曲も奪う程ほどである。当然の如ごとく、耀も対たい抗こう意い識しきを燃もやしだし、予想通り二人で争うことになっていたため、僕とヘルメスはすっかり落ち着いてのんびりしていることが出来た。


「ユウさんのこと、いきなりですみませんでした」


　耀とユウが曲の取り合いをしているのを眺ながめつつ、ヘルメスは僕の目を見てペコリと頭を下げてくる。僕は慌あわてて取り繕つくろった。


「いや、僕の方こそ……。なんか、ごめんな、色々」


「いえ、式見君が謝あやまることはないですよぉ。ただ……」


「ただ？」


「これからもボクと……ボクらと仲良くしていただけたら、嬉うれしいです」


「ヘルメス……。……そうだな。了りよう解かい」


　僕の答えにヘルメスはニッコリと笑う。僕は少し照れて頭をかいた。……不思議なほど、穏おだやかな気持ちだった。ヘルメスを嫌きらう自分がすっかり居なくなっていた。いや、それどころか……。


「耀さんのこと、もう、聞きましたか？」


　考え込んでいると、ヘルメスが唐とう突とつにそんなことを言い出した。僕は耀の方を見て、そうして、一いち応おう声を潜ひそめて返す。歌がうるさいので、聞こえることはないだろうが。


「……うん。心しん臓ぞうのこと……だろ？」


「そうです。彼女……もう、長くないそうです」


「……そう、だな」


　思わず真しん剣けんな顔になってしまう。ヘルメスを見ると、彼はそれほど表ひよう情じようを硬かたくはしていなかった。それでも、口調がいつもの間ま延のびしたものでないことを思うと、心は真剣なのだろう。表情をそのままにしているのは、ユウや耀に話題を気け取どられないためだ。


　彼は耀に視し線せんをやり、そうして、呟つぶやく。


「一いつ緒しよに居てあげて……下さい」


「え？」


「耀さんは、式見君のことが大好きです。最後の時間は……いえ」


「？」


「『最後の時間以降も』、出来れば一緒に居てあげては、くれませんか？　キミなら、それが出来るはずです」


「な……」


　思わず彼の顔を見つめ返す。いつの間にか、ヘルメスも、真剣な表情でこちらを向いていた。ユウと耀は相変わらず二人で曲を取り合うのに必死で、こちらを気にかけていないようだ。


「それは、一体……」


「耀さんは死にます。それは、避さけられないことです。でもですね……式見君。ボク達にとって……いえ、キミにとって、死は、決して『終わり』じゃないことを、忘わすれてはいませんか？」


「あ……」


　思わずユウと耀を見る。


「幽ゆう霊れい状じよう態たいでの存そん続ぞく……」


「そうです。耀さんは既すでに死の心こころ構がまえが出来ていますし、恨うらみつらみを残すことは考えにくい。そうなると、今の耀さんのまま幽霊になれます」


「……いや、でも、満足しているなら、幽霊にもならず、成じよう仏ぶつするんじゃないか？」


「そう思いますか？」


　意味深な訊きき方で、ヘルメスが僕の瞳ひとみを見てくる。僕は……僕は、さすがに彼の言いたいことが分かって、嘆たん息そくした。


「そこまで自うぬ惚ぼれるのは難むずかしいよ……」


「自惚れなんかじゃないですよ。まず間ま違ちがいなく、耀さんにはもう未練が出来ている。貴方あなたとずっと一緒に居いたいという、未練です。自分の唯ゆい一いつの理り解かい者しやと、一緒に居たいという想おもいです」


「ヘルメスは……理解者じゃないのか？」


「事情は知っていますけど、正直、それだけですね。ボクと耀さんだって、最近知り合っただけですから。耀さんが悪あく霊りように襲おそわれているのを、ボクが助けたのがきっかけで。なので、それほど深い繫つながりがあるわけじゃあ、ないのですよ」


「そっか……」


「それに、重要なのは時間じゃないです。いくら耀さんのそばに居ても、彼女の気持ちを理解しない人物も居る。……彼女の両親ですね。両親は、耀さんをただただ生かせたいだけで、彼女の意見さえ無む視しして、自由を奪うばう治ち療りよう法ばかりを進めてきたようです。どちらにせよ、それもわずかに寿じゆ命みようが延のびるか延びないかという程度のものでしかないのに、副作用も激はげしい投薬などを、勧めていたようです」


「……なるほど」


　耀があそこまで自由に振ふる舞まう背はい景けいには、そういうことがあったのか。


　……楽に死にたい。僕のそれより重い状じよう況きようなのは百も承しよう知ちだけれど……でも、なんとなく、分かった。彼女が僕にシンパシーを感じている理由が、少しだけ、理解できた。


「出会ったばかりかもしれませんが……やっぱり、耀さんにとって、貴方は唯一無二なのですよ」


「唯一無二……」


　耀にとって、僕が、唯一無二。僕にとっての耀は……ユウの、代だい替たいだったのに。


「…………」


　耀とユウを見る。僕にとっての唯一無二である幽霊、ユウ。彼女は……彼女は、どうなのだろう。ユウにとって僕は、果たして、唯一無二なのだろうか。物ぶつ質しつ化か能のう力りよくのことを省いた、その先、一個この人間として。たとえ僕に能力が無くなっても、ユウは、僕と一いつ緒しよに居てくれただろうか。


　……分からなかった。ヘルメスの所に行ってしまった今となっては、とてもじゃないけど、自分に自信なんか持てなかった。


　結局、耀とユウを比くらべたりすることが、そもそも間違っている。だから……。


「これからも四人、仲良くしましょうよ」


　ヘルメスがそんなことを言ってくる。彼の笑え顔がおを見ると、なぜだか、また僕はボンヤリしてしまった。


「四人……」


「そう、四人。ボクと、式見君と……そして、幽霊のユウさんと……幽霊になる予定の耀さん。四人。ボクら三人は皆みな……キミを裏うら切ぎったりしない。いつも、キミのそばに居る。キミを理解する。そう、キミと、同調できる三人なんだ。いや……むしろ、世界中で、この三人だけが、真にキミの理解者であると言っていい」


「理解者……」


　頭がボンヤリする。ヘルメスの言葉が、心の底に染しみ込こんでくる。あれ……このジュース、ソフトドリンクだよな……。なんか……お酒に酔よったような……心がアルコールに酔ったような……変だけど……心ここ地ちいい感覚。ユウと耀が笑っている。……楽しい。ヘルメスが僕に優やさしく接せつしてくれる……。嬉うれしい。


「その点、あの、『帰き宅たく部』というのは、ちょっと……キミに相応ふさわしくないね」


「……帰宅部」


　さっきケンカした彼女らを思い出す。僕を……理解してくれない、人達。


「幽霊の見えない先せん輩ぱい。恋こいにうつつを抜ぬかす男。綺き麗れい事ごとばかり言い、そのくせ、理り不ふ尽じんなことで怒おこる巫女みこ。兄に依い存ぞんする妹に、その思い込みの激はげしさが時に他人に多大な迷めい惑わくをかける幼おさな馴な染じみ」


「…………」


「彼女らは、キミに、相応しくない」


「相応しく……ない」


　ケンカしてしまった時のことを思い出す。……理り解かいしてくれない。誰だれも……僕ぼくのことなんて、理解してくれない。一緒に居いてくれない。助けてくれない。迷惑をかける。


　僕も……理解できない。彼女らを、理解できない。横おう暴ぼうな先輩を理解出来ない。女じよ装そうした自分に惚ほれる男が理解出来ない。わけの分からないことで怒るクラスメイトが理解できない。僕に依存しすぎる妹を少しうざったく感じる。心に傷きずを負った幼馴染に、どう接していいのか分からない。


「でも、ボクらはキミを理解するよ、式見君。特とく殊しゆな霊れい能力があるボクは、キミの立場を理解できる。死を受け容いれる耀さんは、キミの死にたがりを理解できる。そしてユウさんは……これは、言うまでもないか」


「理解者……。……理解者は……三人……だけ」


　頭がボーっとする。心地良い。ヘルメスの声が心地良い。あんなに嫌きらいだったのに。嫌いだったからこそ、今のこの優しさが身に染みる。言葉が魂たましいに直接響ひびいてくる。仲間の声は、全然僕の心に届とどかなかったのに。ヘルメスの声は、なぜか、僕の核かくに触ふれてくる。


　いつの間にか、ヘルメスの顔は、僕の顔のすぐ近くまで来ていた。端たん整せいな顔立ちの少年。男女関係無く人を魅み惑わくする……容よう姿し。


　彼がもう一度、ゆっくりと、呟つぶやく。





「いいかい。キミの仲間は……本当の仲間は、ボクらだけだ。キミを理解出来るのは、死者と、そして、同類である、ボクだけだ。分かるね？」





　ヘルメスが不ふ敵てきに微ほほ笑えんで、僕の頰ほおに、軽く、まるで親愛を表すかのようにキスをする。普ふ段だんなら払はらいのけるはずが……しかし、僕は、ボーっと、それを受け容れていた。


　そうして、いつの間にか……。


「そうだね……」


　僕は彼の言葉をのみ込み、そう、同意してしまっていたのだった。


　彼はその後「魂の救きゆう済さい」がどうとかこうとか喋しやべっていた気がしたが、僕は、心地良いまどろみをただただ楽しみ、そうして、ヘルメスの言葉にとにかく頷うなずいてしまっていた。





　　第六章　取り戻もどす日にち常じよう 
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　ふと気付くと、僕はユウと二人で夕ゆう暮ぐれの道を歩いていた。


「あ、れ？」


「ケイ？　どうしたの？」


「さっきまで僕ら……カラオケボックスに居なかったっけ？」


　僕の疑ぎ問もんに、ユウはキョトンとする。


「ちょっとケイ……。ボーっとしすぎだよ。さっきカラオケボックスを出て、解かい散さんしたじゃない」


「解散……あれ、じゃあ、ユウはなんで？」


「それも覚えてないの……。ヘルメス君が、私に、ケイを送っていけって言ったから。それで、二人で帰り道歩いているんじゃん。……大だい丈じよう夫ぶ？」


「ああ……うん、そう……だったな。ごめん、なんか、ボーっとしてた」


　未いまだに頭が完全にスッキリはしていないものの、まともに話せる状じよう態たいにまでは戻ってくる。……一体、僕はどうしたというのだろう。ヘルメスと話している途と中ちゆうから……なんか、心がずっと痺しびれてしまっていたような感覚があった。


　周囲を見み渡わたす。カラオケボックスから出て、どうやら駅に向かう途中のようだ。確たしか、ヘルメスと耀あかるはこの周辺に住んでいるから、駅に向かわないんだったっけか……。少しずつ、記き憶おくを蘇よみがえらせる。


　ユウが怪け訝げんそうに見ていたため、僕は曖あい昧まいな笑えみを返した。


「大丈夫。ユウの歌声にやられちゃってたんだな、きっと」


「……それは、上手うまかったっていう、意味だよね？」


「……ノーコメント」


「な、なにそれ！　そんなこと言うなら、ケイの歌唱力はどうなのさー！」


「それも、ノーコメント」


　ユウといつものやりとりをしながら、夕暮れに染そまる町まち並なみの中を歩く。……すっかり何もかもが元に戻ったような気分だった。ユウが隣となりに居て、仲間が、居て。ただ……この場合の仲間は、いつの間にか、帰き宅たく部のメンバーを指していないけど。


「…………」


　思わず、黙だまり込こんでしまう。ひっかかる。心に、やっぱり、ひっかかりを覚える。これでいいはずなのに。そう、ヘルメスと喋しやべっている時は確かく信しん出来ていたはずなのに。


「ケイ、どうしたの？」


　ユウが僕の表ひよう情じようを、心配そうに見てきた。


「いや……。ちょっとな……ユウが出て行ってから、色々あって……」


　まだあれから二十四時間も経たっていないのに。「ユウが出て行った」。それだけで、世界は一気に反転してしまった。帰宅部メンバーを大切に思わなくなり、嫌きらっていたはずのヘルメスや、知り合ったばかりの耀を仲間だと思っている。……不思議だ。


「私が……出て行ってから……」


　ユウは、僕の言葉を気にしていた。今までは、僕の経けい験けんしていることは、イコールで、ほぼユウも把は握あくしていて。だけど……今は、僕に今日あった出来事を、ユウは知らなくて。それが、どうやら、ユウは悲しいようだった。


　僕は話題を変えた。


「そういえば、ユウの方は、どうだよ」


「え？」


「ヘルメスのところは……いい感じなんだろう？　よく知らないけど……」


「……あ、うん……。そうだね。目的は……果たせたかな。……結局、やっぱりそこには絶ぜつ望ぼうしかなかったけど……」


「？　ユウ？」


　小さな声で聞き取れなかった。ユウは俯うつむいてしまっている。……目的？　ユウは、なにか、目的があってヘルメスのところに行ったのか？　そして、それは、もう果たされたのか？　だったら……。


　僕は、意を決して彼女に話しかける。


「なあ、ユウ。……よく事情は分からないけど、その、もう目的は果たしたんだろう？　だったら……だったら、またウチに──」


「それは駄だ目め」


　ピシャリとした拒きよ絶ぜつ。でも、ユウの目は悲しみの色に揺ゆれていて……わけがわからなくなる。その目は明らかに僕と再ふたたび一いつ緒しよに暮くらしたいと言っているように見えるのに……彼女の口から出る言葉は、拒絶で。


「なんでだよ。目的は……果たしたんだろう？　ヘルメスのところに居いる意味は……もう、ないんだろう？」


「そう……。そうだね。ヘルメス君のところに居る意味自体は、もう、ない」


「だったら……」


「でも……駄目。ケイのところにだけは、戻もどれない。それは……ヘルメス君がどうこうじゃない。もう、ケイのところで暮くらすことは、出来ない。それだけ」


「な、なんだよ……それ」


　わけがわからなかった。ユウの言葉の意味が分からない。……そうだ。僕が今日帰き宅たく部の面々とケンカしたことをユウが知らないように……ボクもまた、昨日から今日の昼にかけて彼女が得た情じよう報ほうを、まるで知らないんだ。


「なにが……あったんだ？」


　僕の問いかけに、彼女が俯く。そうして……。


「……ノーコメント」


「っ」


　拒絶。僕は、それ以上言葉をかけられなかった。


　二人の足が止まる。離はなれていた時間はわずかなのに……僕らの間には、もう、埋うまりがたい溝みぞが出来てしまっているようだった。……どうしてかは……分からない。


　僕はユウのことが好きだし、ユウだって僕に好意を持ってくれていた……いや、今だって、持ってくれているはずだ。……なのに、どうして、一緒に楽しく居られないのか。


　ユウがぽつりと漏もらす。


「本当は、同どう居きよどころか、こうしてケイに会うのも避さけなきゃいけなかったんだけど……」


「なんだよ……それ」


「でも、ちょっと、それは無理だった」


　ユウが、不自然に、「てへ」と笑う。……普ふ段だんなら自然なその行動が、なぜか今は、痛いたましかった。


「ケイにずっと会わないで過すごすなんて……私には、耐たえられなかった。あはは……依い存ぞん、しすぎだよね。ごめんね、ケイ」


「なんだよ、それ……。わけわかんないよ……。一緒に居たいなら、居ればいいじゃないかよ。……ああ、食費とか気にしているのか？　大だい丈じよう夫ぶだ。そのぐらい、実じつ際さい別に迷めい惑わくだなんて……」


「ごめんね、ケイ。……ずっと一緒には、居られない。辛つらいけど……でも、また、こうして、たまに遊んでよ……ね？」


「なんなんだよ……。何があったんだよ……ユウ」


「……ごめん」


「…………」


　言葉を失い、立ち尽つくす二人。ユウは後ろに手を組んで、気まずそうにしている。そうして、「じゃあ、そういうわけで、今日はここで」と、どういうわけか分からない別れの言葉を口にする。僕はその言葉に何も返さず……黙だまり込む。ユウは寂さびしそうに微ほほ笑えんだ後……唐とう突とつに、タッと一歩近ちか寄より、そうして──頰ほおに触ふれる柔やわらかい感かん触しよく。
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「っ」


「……じゃあね、ケイ。また……今度」


　彼女はそう言って物ぶつ質しつ化か範はん囲いから離れると、宙ちゆうにふわふわと飛んでいってしまった。


　……その姿すがたは、子こ供どもの頃ころ、祭りの夜に貰もらって嬉うれしかった風船が、はしゃいでいたらいつの間にか二度と取り戻せない上空まで昇のぼってしまっていたその光景を僕に思い出させる。


「……なんだよ……それ」


　一度手放した風船は、もう、二度と戻ってはこないのだろうか。


　僕は、頰に残る彼女の唇くちびるの感触を確たしかめながら、呆ぼう然ぜんと、ただただ、子供のように、遠くに消えていくユウの姿を見送った。


　


　　　２





　情なさけないことに、駅の方向がよく分からなかった。ほぼ初めての土地なのに加えて、頭の中がぐちゃぐちゃで、看かん板ばんとかを見落としまくり、街の中をうろうろとしてしまう。……いや、わざと、迷まよっているのかもしれない。あの部屋に……帰りたくないのかもしれない。


「帰宅部……か」


　ケンカをすることは、何度もあった。でも今日のあれは……ケンカ、なんて生なま温ぬるいものじゃ、僕ぼくの中ではなかった。恐おそらく、僕の吐はいた言葉は、皆みんなを傷きずつけただろう。だからあれは……僕が、帰宅部を「拒きよ絶ぜつ」したことに他ほかならなかった。


　今頃皆、家に帰って、憂ゆう鬱うつな時間を過すごしているに違ちがいない。ありありと想そう像ぞう出来た。ボンヤリする先せん輩ぱい、ベッドにつっぷす鈴りん音ね、苛いら立だち紛まぎれに体を動かす陽よう慈じ、「あははー」と無む理り矢や理り笑ってみるアヤ。あの場にこそ居いなかったものの、傘さんも、最近の僕には不信感を抱いだいていたようだから、退たい院いん日だというのに、表情は暗いかもしれない。


　皆を想像して、思わず、不ふ謹きん慎しんにも笑えんでしまっていた。慌あわててその表情をかきけす。……でも……僕はこんなにも、皆のこと、知っているんだな……。それは……こんなに簡かん単たんに捨すててしまっていい関係なのか？　本当に、ヘルメスの言うように、自分を理り解かいしてくれない人達を、切り捨てて、いいのか？


　分からない……もう、分からな──


「ちょっとショーコ、やめなよう！」


「……やめない。……悪いのは、この人。カズミが謝あやまる必要、ない。謝るのは、この人」


　気付くと、自分は人だかりに囲まれていた。いや……違う。僕は、またボンヤリして、人だかりが出来ているのに気付かず、その中心へ、とぼとぼつっこんで来てしまっていたらしい。……ミスった。慌あわてて状じよう況きようを再さい確かく認にんする。


　目の前では、ガラの悪い……シャツのガラも性せい格かくと同じくらいに悪いあからさまなチンピラ風の男だん性せいが、女子高生二人に絡からんでいた。


「ああん？　肩かたの骨ほね折っておいて、開き直りかぁ？　ああん？」


　しかも、実にわかりやすい状況だった。わざわざご説明、ありがとうである。


　つまりは、まあ、いちゃもんだ。女子高生が肩でもぶつけたのだろう。それだって、このチンピラが恐おそらくわざとぶつけたのだろうが。


「金払はらえないんだったら、体で払えって言ってんだろう、体で。どうせ減へるもんじゃねえんだしよ、むしろいい取引だと思うぜぇ？　それに、姉ちゃんも満足させてやるからよぉ」


　……イマドキ天然記念物みたいな絡み方だった。……そりゃ、人だかりも出来るわな。


　なんだか馬ば鹿か馬鹿しくなってきたので、僕は、そそくさとその場から退たい散さんすることにした。彼らの横を通り過すぎる。──と、


「あ」


　女子高生の顔を見て、思わず声をあげてしまった。彼女ら……ええと、そうだ。確か、この前うちの学校に都市伝説を探さぐりに来ていた、あの女の子達だ。名前は確か……。


「カズミとショーコだったか」


　思わず声に出して言ってしまっていた。途と端たん、二人がぐわっとこちらを向く。目がキュピィィンと怪あやしく光る。……いやな予感。直後、ギャルっぽい方……確か、カズミとかいう子の方が、あろうことか、僕の腕うでにすがりついてきた。


「助けてっ！　怖こわいよぉ」


「はぁ？」


　すごく馴なれ馴なれしいカズミの態たい度ど。その隣となりで、今度は、髪かみの長い無む表ひよう情じようの……ショーコとかいう女子高生が「ああ」と何か納なつ得とくしたように、手をぽんと叩たたく。そうして……。


「カズミの彼氏じゃない。助けにきてくれたのねー」


「おい、なんだその棒ぼう読よみセリフは」


　なんか、どうもキナ臭くさいことになり始めている。僕がカズミを振ふりほどこうとしていると、今度は、背はい後ごからしゃがれた声がかけられた。


「おうおう、兄ちゃんよぉ！　あんたの彼女さん、俺おれの肩折った責せき任にんも取らず、逃にげようってんだぜ！　兄ちゃんも説得してくれよぉ、なあ？」


　下げ卑びた声が僕にかけられる。……カズミがぎゅっと摑つかんで離はなしてくれないのを確かく認にんすると、僕は、諦あきらめてチンピラに向き直った。……カズミとショーコの目が、本当に怯おびえているのが分かってしまったから……さすがに、このまま退たい散さんとはいかなくなってしまった。


「ええと……責任、ですか」


　ああ、もう、イライラする。ただでさえこちとら心に余よ裕ゆうないんだ。なんでこんな下らないことに巻まき込こまれなきゃいけないんだよ……。


「そう、責任だ、兄ちゃん。治ち療りよう代だい払えないなら、他ほかのもので払うのが筋すじってもんだろう」


　それを言うなら、怪け我がもしていない人間に治療代を払う筋なんて本当はないんだが……。


　そう思いつつも、僕は、笑え顔がおのままで応おう対たいする。


「ええと、ちなみに、その治療代って、いくらぐらいですか？」


「ああん？　五十万だよ、五十万！」


「あ、ズルイ！　さっき三十万って言ってたのに！」


　カズミが横から指し摘てきする。……怖がっているくせに、どうやらそういうところはキッチリしないと気がすまないみたいだった。……難なん儀ぎな。


「うるせぇ！　お前らがごねているうちに怪我が悪化したんだよ！　早くしないと、ほら、もっと治療代があがるぜ、おら！」


　カズミを無む理り矢や理り連れて行こうと手を引ひっ張ぱるチンピラ。……元々虫の居い所どころがかなり悪かった僕は、ここにきて、いい加か減げんプチンときた。


「そうですね。治療代、もっと上がるかもしれませんね。ええ」


　笑顔でにっこりいいながら、物ぶつ質しつ化か能のう力りよくで、見えない木刀を作る。そうして──


「ああん？　なんだ、てめぇ」


「治療代どころか……葬そう儀ぎ代だいも要求したほうがいいかもしれませんよっ！」


「へ……な、や、あれ、おい、あ、うわ……ぎゃあああああああああああああ！」


　平和な夕ゆう暮ぐれ時の街に、チンピラの断だん末まつ魔まの悲鳴が響ひびき渡わたったのだった。


　……正直、半分ぐらいやつ当たりだった。ごめんね、チンピラさん。





「どうぼずびばぜんでじだ」


　チンピラはぼこぼこになった顔で、僕の「秘ひ儀ぎ！　気き功こうの奇き跡せき！」に恐れおののき、土ど下げ座ざしたのち、去っていってしまった。見えない打だ撃げきに関しては、気の賜たま物ものとしておいた。……確たしかに、気を使いこなす相手とは、怖くてまともにケンカできないだろう。まあ、普ふ通つうにケンカしてたら、僕なんか一いつ瞬しゆんでやられているのだが。その辺は、ハッタリの才能の見せ所である。


「あ、ありがとう、気功の使い手さん！」


「……あるのね、気功」


　カズミとショーコまで信じてしまっていた。それどころか……。


「すげぇぇえ！　気功すげぇぇぇ！　弟で子しにしてくれ！　なあ、弟子にしてくれ！」


「私にも教えて下さい！　それ、護ご身しん術じゆつとして私にも！」


「週しゆう刊かん誌しで記事書いてる者ですけれど！　是ぜ非ひうちに独どく占せんインタビューを！」


　などと、人だかりの人達にまで教きよう祖そ扱あつかいされ始めたので、僕はその場からダッシュで逃にげ出した。自分を気功の使い手と認にん識しきする民みん衆しゆうから、なんとか抜ぬけ出してくる。


　そうして、路ろ地じ裏うらに入ったところで。「ふう」と汗あせをぬぐった。


「とんでもない目にあった……」


「まったくですね」


「疲つかれた……」


　…………。……隣となりを見る。自分と同じように汗を拭ぬぐう女子高生、二人。


「なんでアンタらまでついてきてんの！」


　僕の叫さけびに、二人はキョトンと顔を見合わせて呟つぶやいてきた。


「え。だって……ノリで」


「流れ的に」


「ついてくんなよ！　誰だれのせいでこんなことになったと思っているんだよっ！」


「チンピラのせい」


「チンピラのせいね」


「あんたら……」


　……助けなきゃ良かったかもしれない。いや、なんていうか、助けなくても、この二人なら最終的にどうにかしていたんじゃなかろうか。そう思わせるふてぶてしさが、この二人にはあった。


　カズミは笑顔で僕に向き直ると、もう一度、お礼を言ってきた。


「なにはともあれ、ホント、ありがとうね。気功の使い手さん」


「いや、だから気功は……」


　僕が困こまっていると、カズミの横からショーコが前に出てきて、無む表ひよう情じようのまま、僕にぺたぺた触さわってくる。


「……気功……不思議。……角とか、ある？」


「僕を珍ちん獣じゆう扱いするのもやめてもらえますか……」


「……残念」


　なにがだろう。ショーコは僕に興きよう味みをなくすと、とぼとぼと後こう退たいしていった。カズミが「残念だったねー」と、元気よく、ばんばんとショーコの背せ中なかを叩たたいている。ショーコはかなり迷めい惑わくそうにしていた。……なんだ、この二人。


「ところで、気功の使い手さん」


「……それ、やめてくれないか。式しき見み。式見蛍けいだ。名前か苗みよう字じで呼よんでくれ」


「あ、じゃあ、気功の使い手の式見君」


「わざとだろう。キミ、今の、絶ぜつ対たいわざとだろう」


　僕の言葉に、カズミは「あはは……」と笑うと、こほんと仕切りなおした。


「式見君。あの、さっきはノリで巻まき込んじゃったけど、式見君って、その……こういうの聞くの失礼かもしれないけど、私達、どっかで会ったことあったっけ？　ごめんなさい、全然覚えてなくて……」


「ん、ああ。違ちがうよ。キミ達、この前現あら守かみ高校来ていたろう？　その時に僕が一方的に見かけていただけ」


「でも、名前……」


「ああ、たまたまそばを通った時に、二人がお互たがいを呼んでいるのが聴きこえたから」


　実じつ際さいはユウが聴いたのだけれど。


「そんなの、わざわざ覚えていたんですか？」


「……目立つ二人組だったからね……」


「ええー？　私達、全然一いつ般ぱん人じんですよぉ。ねえ」


　ショーコに同意を求めるカズミ。ショーコは無表情で、「ノーマル……。パーフェクトにノーマル……凡ぼん人じん……」と、呟いていた。


　断だん言げんしよう、絶対あんたらは「凡人」のグループに分類されちゃ駄だ目めな人間だと。


　二人はそのまま、僕に気功のあれこれをしつこく聞いてきた。あまりにしつこいので、ワケを聞くと、どうやらこの二人……というか主にカズミが、この手の話……つまり、怪かい奇き現げん象しよう系けい統とうのものが好きらしい。そういえば、この前見かけた時も、噂うわさの検けん証しように来ていたなと思いだす。……やっぱり、普ふ通つうじゃない。


　そして、それよりも、実際この二人と話していて僕が一番気にかかったのは……。


「なあ、カズミ」


「ん？　なんですか？」


　僕は気功の話をテキトーに一いち段だん落らくさせると、今度はこちらから質しつ問もんしてみることにした。ちなみに、呼よび捨すてなのは、二人がそうしてくれと言ったからであって、決して僕がナンパな男である証あかしではないことを付記しておこう。


「カズミとショーコはどうも親友っぽいけど……でも、二人とも、こういっちゃなんだけど、全然キャラ違うよね？　それこそ、嚙かみ合わないほどに。どうして、それで、二人は仲良くなったの？」


　それは、実は、僕が今抱かかえている問題に直結した質問で。理り解かいできない、理解されない間あいだ柄がらで、どうして友ゆう情じようが育はぐくめるのか……。


　しかし、僕の深い悩なやみに反して、カズミとショーコは二人で顔を見合わせ、そうして、二人、一いつ緒しよに回答してきた。


『違うから』


「……へ？」


　僕の呆ほうけた顔に、ショーコが、ぽつりぽつり、語りかけてくる。


「カズミが私だったら……私は、一緒に居いる意味、特に、ない」


「…………」


　少し分かり辛づらい、舌した足たらずな説明だったが……でも、なぜだろう。心に、ズドンと来た。自分と同じような人間と居ることに……意味は、ない。ショーコは、そう言っているのだろう。それは……ある意味で、極きよく論ろんだ。極論だけど……正しくもある。


　ショーコの言葉を補おぎなうように、カズミが前に出てくる。


「私はノリのいい子も好きだけどね。でも、最終的にやっぱり一番一緒に居るのは、ショーコなの。私は、頭悪いから、ショーコみたいに深いこと言えないけど……。でもね。結局何かする時に最初に『誘さそおう』って思うのがショーコだし、話したいと思うのが、ショーコ。彼女が、私の話の大半に興味ないのは知っているんだけどね。でも……関係ないの。理解してくれるとか、共感してくれるとか、そういうの求めているわけじゃないの」


　カズミの言葉に、ショーコが頷うなずく。


「怪奇現象……興味ないけど……。カズミの話聴くのは、嫌きらいじゃない」


「話しがいとか、全然ないんだけどね、ショーコは。リアクション薄うすいし。でも……自分にない意見とか、返してくれる。冷めたこと言うけど、私に見えないもの、見てくれる。


　自分に見えない世界を見てくれる人って、だって、それだけで貴き重ちようじゃない。ほら、いわゆる霊れい能のう力りよく者しやがテレビでちやほやされるのも、普通見えない世界を見るからでしょう？


　それと同じ。だから……一緒に居る意味があるのかもしれない。だってさ、自分に共感してくれる人ばかりを求めていったら、最後の最後まで突つき詰つめたら、『私の一番の理解者は、私だ』ってなっちゃうじゃない。それって、なんか寂さびしいよ。友達を求める感情と対極っていうか……」


「あ……」


　目からウロコが落ちる思いだった。


　カズミが僕ぼくが求めているものを察するように笑え顔がおを浮うかべる。


「だから、私はショーコが好き」


「私は……百ゆ合りじゃないけど」


　ショーコがいらんことを言って、カズミに「あのねぇ」と絡からまれていた。対極の二人が仲良くしているのを見て……僕は、自分が大きな……なんでしたのか分からない、下らない勘かん違ちがいをしていたのに、気付く。ヘルメスの言葉が、どんどん、自分の心からふるい落とされていく。まがいものじゃない。本当に大事なものだけが、言葉だけが、見え始める。……この二人には、なにか、そんな力があった。物事を整理整せい頓とんさせる力。改めて重要なものを浮かび上がらせる力。……大おお袈げ裟さかもしれないけど、そう、直感的に感じる。


　もう殆ほとんど理解しているものの……僕は、最後に、もう一つだけ、訊たずねる。


「二人は……ケンカとか、しないの？」


　僕の言葉に、二人はキョトンとし、すぐに、二人で返してきた。


『しょっちゅう』


「そうなんだ」


「そりゃそうだよ。基本的に全く嚙かみ合わないもん、私達。すぐぶつかるよ」


「カズミが悪い……」


「あ、またそうやってケンカ売る～」


「私はいつも事実を言っているだけ」


「むきー！　事実だけ言うのが正しいことじゃないって、私もいつも言っているでしょうがぁー！」


　……目の前でケンカが始まった。かなりの大声で、関係ない人がこれを目もく撃げきしたら、大ゲンカだと思ってしまってもおかしくない。だけど……。


　不思議なんだけど。いくらこのケンカが発はつ展てんしようが、なんとなく、この二人に亀き裂れつなんて微み塵じんも入らないんだろうなと、思った。言いたいことを言い合うのは……お互たがいへの不満点を言っちゃうのは……それは、分かってほしいからなんだ。二人を見ていて気付いた。分かってほしい、より良い関係を築きずきたい、これからも仲良くしたい、ずっと一緒に居たい……だからこそ、ケンカする。だからこそ、自分の想おもいを相手にぶつける。


　……僕は、皆みんなに酷ひどいことを言った。だけど……あれは、でも、同時に、でたらめじゃなくて、僕がどこかで思っていたことでもある。だから……一方的だったけど、ああいうのは、「なくちゃいけなかった」のかもしれない。あって、良かったのかもしれない。


　これで亀裂が出来て、別れちゃうなら、それも仕方ない。その程てい度どの友ゆう情じようだったんだ。だけど……だけど……。


　乗り越こえたい。諦あきらめてしまうんじゃなくて。乗り越えたい。ぶつかった上で、また、寄より添そいたい。そうしたら次は……少しだけ、お互いの心がよく見えるようになっているだろうから。そう……そうだったんだ。


「式見君？」


　ボンヤリしているところに、カズミから不ふ審しんげに声がかけられたが、僕は、それをも無む視ししてしまう。頭の中が、晴れ渡わたっていくようだった。ヘルメスに語りかけられたときのように、霧きりで全すべてを覆おおい隠かくして心ここ地ち良さを得る精せい神しん状じよう態たいじゃない。痛いたみも、苦しみも、全て曝さらけ出した上で……明るい未来を描えがく心。傷きずは、絆ばん創そう膏こうしてばかりいるより、いっそ、外気に晒さらした方がいいこともある。体内に深く銃じゆう弾だんが抉えぐりこんだら、上からやんわり隠してしまうんじゃなくて、痛くても、切開して、取り出すべき。それが、結果的には、健康な明日をもたらす。……そういう、ことなのかもしれない。


「ありがとう……二人とも」


「へ？　ええと……ど、どういたしまし……て？」


　カズミが戸と惑まどった風に返してくる。僕はカズミとショーコの手を握にぎると、ぶんぶんと振ふり、もう一度、「ありがとうっ！」と声をかける。そうして、いてもたってもいられず、駅方向に向かって走り出した。いつの間にか頭はすっきりしていて、駅の方向を思い出している自分が居いた。そうだ。看かん板ばんを見たじゃないか。今ならハッキリ思い出せる。


　去り際ぎわ、ショーコが「気功少年……最後までよくわからない……」と、お前に言われたくないと言い返したいセリフを呟つぶやき嘆たん息そくしていたが、僕はそれを無視して走りだしていた。カズミが引き止める声も聞かない。


「僕は……馬ば鹿かだ」


　うじうじしすぎだぞ、式見蛍！


　あの二人に会って分かった。あの二人のおかげで、目が覚めた。


　今回は確たしかに分かりやすい「敵てき」なんて居ない問題ばかりだった。だけど……だけど、対たい処しよ法なんて、やっぱり、なんにも変わらなかったんだ。


　正面から向き合うだけだ。逃にげてばかりじゃ何も解かい決けつ出来ないのは、何にしたって共通したことだ。いや……逃げるなら逃げるでいい。でも、それはそれで、「本気」でやらなくちゃ駄だ目めだ。難なん解かいな問題は、本気で取り組まないと解とけることはない。それに、本気でぶつかったなら……たとえ問題が解決出来なくても、スッキリすることは出来る。潔いさぎよく諦あきらめることが出来る。自分はやるだけやったと、胸むねを張はることが出来る。


「まずは……皆みんなに、謝あやまらないと」


　誰だれか、まだ僕の部屋に居るだろうか。とりあえず、仕切りなおすためにも……部屋には戻もどらないといけない。全すべての問題に向き合わざるをえない空間に戻って……決心、しなおさなきゃいけない。


　今なら……分かる。帰き宅たく部ぶのことだけじゃない。ユウのことが、どうして、こんなにこじれたのか。……彼女の問題が何かは、知らない。でも、根本的な問題はそういうことじゃなかった。彼女が抱かかえているものがなんであれ……彼女しか知らない情じよう報ほうがなんであれ、僕は、正面から、思い切りユウにぶつからないといけなかった。彼女が嫌いやがっても、強ごう引いんに連れ戻そうとするぐらいの強気も、時には、必要だった。僕が揺ゆれていたから……ユウは、安心して僕のそばに居ることが出来なかった。僕が揺れていたから、ユウも揺れてしまった。僕を支ささえてくれていたのはユウだったけど、同時に、自うぬ惚ぼれじゃなく、ユウを支えていたのもまた、僕だったから。どちらかが揺れたら、その揺れは、誰かが止めないと、どんどん大きくなってしまって当然だった。


　大事なのは……揺れを止めようと、抗あらがう姿し勢せいだった。それを僕は……いや、僕らは、怠おこたりすぎたんだ。流れに身を任まかせすぎた。強い意い志しを持たなかった。


　僕だけが悪いんじゃない。それも、ちゃんと考えないといけない。全部自分の責せき任んんだと開き直るのは簡かん単たんだ。でも、今回は、そんなんじゃいけない。それじゃ、溜ため込こんでしまった今までと同じだ。


　ユウもいけなかった。僕にぶつかろうとしなかった、ユウも悪かった。


　皆だって悪かった。色んなことを「はぐらかして」いすぎた。


　先輩も、陽慈も、鈴音も、傘も、アヤも……そして僕も。はぐらかしてばかりいた。本気の言葉を皆、どこかで言ってなかった。


　鈴音の怒いかりを僕が理解できないのだって、彼女が、どういう理由で怒おこっているのか、ちゃんと言わなかったから。


　先輩の行動を理り不ふ尽じんだとばかり感じてしまうのも、先輩が、たまにでも、ちゃんと言葉にして本心を言わなかったから。少々ふざけすぎてしまっていたから。


　陽慈も、ケイコに「答え」を言わせようとしなかった。僕は何度か彼を振ふろうと……ハッキリと「貴方あなたとは付き合えない」と言おうとしたのに、彼はそれを言わせなかった。一度も、振られることを、しなかった。答えを先さき延のばしにして、そうして、心ここにあらずなまま、皆と接せつしている部分があった。


　アヤは被ひ害がい者しやだ。誰も、アヤに反感なんて持っていなかった。だけど……アヤは、自分で勝手に責任を感じすぎて、帰ってきてから、壁かべを作り出していた。僕らにとってはそれこそ、悲しいことなのに……。


　傘は、ちょっと現げん実じつから……自分の本当の体の方の現実から、逃にげすぎているフシがあった。あまりに、こちらにばかり来すぎている部分があった。幽ゆう体たい離り脱だつの自由ばかりに、かまけている部分があった。僕らのコミュニティを、逃とう避ひ場所として機き能のうさせていた。それは一いち概がいに悪いことじゃないけど……本気の付き合いともまた、ちょっと違ちがう。


　そして当然、僕が悪かった。勝手に溜め込んで、勝手に追い詰つめられて……そして、唐とう突とつに爆ばく発はつしてしまった。逃避した。色んなことから逃避した。


　死にたがりの原げん因いんが分かり、幸せな日にち常じようを過すごしていたことで、すっかり、慢まん心しんしていた。この幸せは努力なんかしなくてもずっと続くんだと、勝手に思い込んでいた。幸せを保たもつための努力を、ないがしろにした。


　だから、耀あかるやヘルメスが現あらわれて、簡単に、揺らされてしまった。基き盤ばんが弱かったから。皆どこかで……油ゆ断だんしていたから。がっちりと足元も固めず、上に見える景色が綺き麗れいすぎて、考えもせずに上ばかりを目指していたから。もっと……もっと、するべきことが、あったのに。


　そして……でも、だから……。


「まだ、手て後おくれなんかじゃない……。まだまだ……いくらだって、取り戻せる」


　そうだ。失敗したら、全すべて終わりなんかじゃない。この世界は、セーブからやり直せるゲームじゃないけど。でも、ゲームじゃないからこそ、一度失敗したら、ゲームオーバーでもない。やる気さえ出せば、まだ、取り返せる可か能のう性せいがある。


　僕は決意を新たにすると、自分の部屋に向かって急いだ。


　もう、迷まよいは完全になくなっていた。





　　【ユウ[image: ]】








　自分の正体を彼から聞かされた時の心の動きは、意外とゆったりとしたものだった。


「やっぱり」


　そういう感じの、小さな動き。もちろん、全部を察していたわけじゃなかったけれど、それでも、意外な答えじゃなかった。自分のカラダのことは、自分で、なんとなく無む意い識しきに察していたのだろう。


　ケイと別れてから、直ちよく接せつホテルには向かわず、私は、ふらふらと現守高校に来ていた。ケイを最後まで送っていかなかったから、時間には少し余よ裕ゆうがある。少し散歩してから帰っても、ヘルメス君に糾きゆう弾だんされることはないだろう。


　高校の中を一通りすり抜ぬけて散さん策さくし、最終的には、ケイのクラス……ケイの席に落ち着く。窓まどから差し込む夕ゆう陽ひの赤い光が私を透とう過かし、地面に落ちていた。つまり、私には、影かげさえ出来ない。いないも同然の存そん在ざい。光にあたることさえ出来ない。あの窓ガラスよりも更さらに薄うすく、透明な自分。


　……もう、本当は、別にヘルメス君と一いつ緒しよに居いる意味は無かった。でも……それ以上に、ケイとは、「一緒にいてはいけない」。だから……結局は、現げん状じよう維い持じ。ヘルメス君のことは好きじゃないけど……でも、私は、弱くて。本来なら……本気でケイと接せつ点てんを持ちたくないなら、一人でどこか遠くに行ってしまえば良かった。だけどそれをしないのは、結局、なんだかんだ言って、まだ、繫つながっていたいから。ヘルメス君のそばに居れば、まだ、ケイとの繫がりがあるから。


「女め々めしいなぁ……私」


　自分はこんなに弱い女だったのかと、苦く笑しようする。いつもの元気な自分は何ど処こにいったのか。……いや、分かっている。最初から、何処にもそんな自分は居ない。いつだって不安だった。幸せな時さえ……幸せを感じれば感じるほど、失うのが怖こわくなった。恐きよう怖ふ心しんを、不安を、負の感かん情じようをごまかすために、私はいつだって元気に振ふる舞まって。


　でも……夜は、駄だ目めだった。ケイが眠ねむってしまってからの、一人の時間は、あまりに怖くて。誰も自分を見てくれず、誰も自分に気付いてくれない。闇やみの中でジッとしていると、自分はすぐにでもそのなかに溶とけていってしまいそうで。だから……つい、ケイにちょっかいを出してしまって。あれは……本当に、迷めい惑わくだったろうな……ケイ。中に居るの一いつ件けん以い降こう、怪け我がが原因か、幽ゆう霊れいに慣なれたのが理由か、私も睡すい眠みんをとることが出来るようになって、この問題は一いち段だん落らくしたのだけれど。今でも……夜中は、怖い。だから、そんな時はケイにがっちり抱だきついて寝ねていた。ケイはかなり寝苦しそうだったけど。それは禁きん止しされるわけにはいかなかったから、ケイが起きる寸すん前ぜんには、何事も無かったかのように離はなれていたけれど。


「ふふっ……」


　楽しい。ケイとの生活を思い出すのは、とにかく、楽しい。怒おこられている映えい像ぞうも、ケンカしている映像も、全部、愛いとおしい。鮮あざやかで、キラキラ輝かがやいている。


　今の……今の、ホテルでジッとしている自分とは大違いだ。


「…………っ」


　泣きそうになっていた。こんなことなら……幸せなんて、知らなければ良かった。ケイと、仲良くならなければ良かった。いや……違う。そう、仕方ないんだ。だって、私はそもそも……





「ケイのそばに居るように作られたモノだもんね……」





　皮肉だ。その私が、今は、ケイのそばに居られないって、嘆なげいているのだから。これは……《世界の意思》にとっても、イレギュラーだったんじゃないかな。私は……ユウは、ケイを好きになりすぎた。誤ご算さん。私を作ったモノの、誤算。


　そう……私は、《世界の意思に派は遣けんされた監かん視し者しや》だ。ヘルメス君が言っているだけだから、本当は事実かどうか分からないはずなのだけれど……間ま違ちがいない、自分の心が、そうだと言っている。


　記き憶おくがないのなんて、当然だった。だって……私は、生まれたばかりだったんだから。ケイと接せつするためのコミュニケーション能のう力りよくだけ与あたえられて、《世界の眼め》として作られた。だから、私に余よ計けいなモノはくれなかった。まっさらな状じよう態たいで、情じよう報ほうを捉とらえるように。


　物ぶつ質しつ化か能力がケイに表立って顕けん現げんし始めたことに、《世界の意思》は危き機き感を覚えた。だから、正せい確かくな情報把は握あくのために、彼の生活を、物質化能力の状態を逐ちく一いち監視、報告するために……私を、作った。私の目に映うつる物事、感じた物事は全すべてそのまま、《世界の意思》に共有される。そのためには、常つねに彼のそばに居なければならない。だから……。


《ケイに受け容いれられるように作られた存そん在ざい》


　容よう姿しを綺き麗れいに。ケイが男だから、私は女。彼は積極的な性せい格かくではないから、こちらは多少強ごう引いんに。ケイへ依い存ぞんしなければならない能力値ちにすることで、ケイに「自分が一いつ緒しよに居てやらないと」という感情を抱いだかせる。


　……そうやって、ケイに合わせて作られたキャラクター設せつ定てい。


　それが、私。


「私……か」


　自じ嘲ちよう気味に笑う。「私」。一いち個こ人じんを表す言葉。私に、「私」という言葉を使う資し格かくはあるのだろうか。


　黒板を見る。誰かがふざけて落書きしたらしい、目をウルウルさせた少女マンガ的キャラクターが「大好き♪」という吹ふき出しと共に描かいてあった。……私は、アレだ。アレと同程てい度どの存在なんだ。いや、二次元とはいえ、実体を持つ分、まだあっちの方がいいかもしれない。


　……「中に居る」に刺さされた時に、私が消しよう滅めつしなかったのも、今なら頷うなずけた。私のバックには《世界の意思》がついているんだ。当然、多少の怪我で私を消失させたりはしないだろう。まあ、本来だったら、あの時私がとった「ケイをかばう」という行動は、《世界の意思》にとっては面おも白しろくない行動だったろうけど。……それはちょっといい気味かも。


　私にそもそも「ケイを殺せ」なんていう感情を植え付けてないあたり、たぶん、そういう直接的な思おも惑わくのない存在なんじゃないかな。《世界の意思》なんて便べん宜ぎ上呼よんではいるけれど、でも、それって、結局は皆みんなの気持ちの塊かたまりなんだから。曖あい昧まい模も糊ことした不定形。だからこそ、なんとなくケイを死にたくさせていたりするだけで、変な話、「意思」ではあっても、「意い志し」はないのかもしれない。ケイ達は特に区別無く「意志」とも、「意思」とも呼んでいるみたいだけど。今なら、なんとなく分かる。


　意志と呼べるほどは強い指向性を持たないモノ。だから私を派は遣けんしたのは……単に、状じよう況きよう認にん識しきのため。だけど……。だから。


　私がケイの能力の発はつ展てんをこの目で確かく認にんしたら、世界はもっともっと彼を《危き険けん因いん子し》と捉えるだろう。そうして、更さらに更に、死にたがりの感情は……圧あつ迫ぱくは、強まることになる。


「あは……は」


　なんのことはない。


「ケイを死にたくさせているのって……私だったんじゃん」


　乾かわいた笑いを漏もらす。涙なみだが落ちて消える。


　ケイの席で、膝ひざをかかえて、縮ちぢこまる。


「ごめんね……ケイ。ごめんね……」


　死にたくさせてごめんなさい。


　騙だまして同どう居きよしていてごめんなさい。


　敵てきでごめんなさい。


　傷きずつけてごめんなさい。


　そしてなにより……。


　黒板を見る。「大好き♪」と笑え顔がおで言っているキャラクターがこちらを見ていた。


「ああ……なんだ、私より、ずっと、そっちのが優すぐれているじゃん……まいったなぁ」


　苦笑いする。私なんかよりよっぽど素す直なおに感情表して、笑っている。どっちが幸せか比くらべるまでもない。


　ケイ……。





　今でも好きで、ごめんなさい。





　　第七章　揺ゆるがぬ日にち常じよう 
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　アパートの階かい段だんを上のぼりながら、ふと、どうして自分の周りに、皆みんなみたいな、僕ぼくにはもったいない仲間達が居いるのかを考えた。自分みたいな死にたがりのどこに……人を惹ひきつけるものなんて、あったのか。それは、昔から疑ぎ問もんだった。


　自分には好かれる資し格かくなんてあるのだろうか。そんな風に思う。皆が思うほど、たぶん僕は「いいやつ」なんかじゃなくて。心の中を見ないで、外に顕あらわれる行動と言動だけ見ているから、僕に対する認識が、僕自身の認識とかなりずれていて。


　でも……。


「それで……いいのかもしれない」


　今は、そんな風に思えた。自分で自分を自画自賛出来ないのは、謙けん遜そんなんかじゃなくて、自分のことを一番よく知っているから。自分の全すべてを誰だれより理り解かいしているから。だから、普ふ通つうに、自分を高く評ひよう価かなんて出来ない。それは悪いことじゃない。もっと自信を持て……というのも、この場合は、少し違ちがう。


　ただ、しかし、もっと、開き直ってもいいのだろう。僕の僕に対する評価は低い。だけど、皆の僕に対する評価が高いなら……僕自身は謙遜のように否ひ定ていの姿し勢せいをとるけれど、それはそれで、いいのだろう。


　僕だって、別に、先せん輩ぱいの全すべてを知っているわけじゃない。裏うらでは彼女、物すごくドス黒いかもしれない。だけど……今、こうして、僕と接せつしている先輩が、ある意味じゃ、僕にとっては本当の先輩なのだから。先輩が評価する自分自身と、僕の評価する先輩がイコールである必要は、全くないわけだ。……先輩が例えばこれから……そうだな……霊れい能のう力りよくがないことで自分をとかく卑ひ下げするようなことを言っても、別に、僕は揺ゆるがない。先輩が自身をそう評価することに文もん句くも言わないし、いや、それはすごく正当なんだろうけど、でも、だからと言って、僕の中の先輩への評価が揺らぐわけでもない。……そういうことだ。むしろそんなことで揺らぐ感かん情じようなんて、ニセモノ以外の何ものでもない。


　少なくとも、僕から皆への感情は、そんな薄うすっぺらいものじゃないはずだ。


　膝ひざに負荷を感じながら、階段を一歩一歩、力強く上がっていく。そのたびに、心が緊きん張ちようでぎゅうと締しめ付けられ、苦しいけれど……でも、同時に、締め付けられているからこそ、引き締まり、硬かたく、強固になるのを感じていた。


　もう、揺れない。


　僕は皆みんなが好きだ。不満は沢たく山さんあるし、皆にも裏の顔はあるかもしれない。それこそ……ヘルメスのように。耀あかるのように隠かくされた背はい景けいだってあるかもしれない。だけど、僕は、それを問題としないぐらい皆が好きで、皆もまたそうで、だからこその、仲間じゃないか。


　自分の部屋の前まで来る。深しん呼こ吸きゆうする。……誰か、一人でも居てくれるだろうか。もし誰か居てくれたなら、すぐに、頭を下げよう。非ひ礼れいを詫わびよう。《謝あやまる》なんて、僕らのいつもの関係の中で、改めてするにはすごく恥はずかしいことだけど。……でも、謝ろう。かしこまった僕なんて、気持ち悪いけど。それは……必要なことだから。


「よし」


　決意してドアを開ける。素す早ばやく靴くつを脱ぬぎ、室内に入っていく。しかし……。


「……そう、だよな」


　挫くじけそうになる心をぎゅうと締めなおす。部屋はガランとし、誰も居ない。無む機き質しつな……僕の部屋、それだけしかない。……あんなこと言ったんだ。皆、そりゃ、残って待ってるなんてないよな……ははっ……そんなの、覚かく悟ごしていたことだろ、式しき見み蛍けい。しゃっきりしろ！　こんなことで落ち込むな！　まったく……。


〈ガタン〉


「？」


　沈しずみ込みかけていると、ふと、隣となりの部屋から物音が聴きこえてくることに気がついた。耳を澄すませると、人の声さえする。一いつ瞬しゆん「うるさいな」と顔をしかめるものの、しかし……すぐに、気付く。隣の部屋って……今、誰が使っていた？


「っ」


　慌あわてて玄げん関かんに戻もどり、まだ体温の残るスニーカーをつっかけ、勢いきおいそのままに、自分の部屋のドアから飛び出て、円を描えがくように、隣の部屋のドアの前に行く。そうして……隣の部屋のドアを、躊躇ためらい無く開く。だってそこは……現げん在ざい、僕が、大家から使用を許きよ可かされている部屋なのだから。つまり……そこは……。


「おお、遅おそいぞ、後こう輩はい。まったく、おかげで私の服が汚よごれだらけだ」


「あ、蛍。あのさ、セロハンテープって何ど処こ？　さっきから見つからなくて……」


「よぉ、蛍。簡かん易いテーブル搬はん入にゆうしといたぞ。……ったく、男一人での力仕事は辛つらかったんだからな。感かん謝しやしてほしいぜ」


「式見君、お帰りなさい。ご、ごめんね。やっぱり私も、準じゆん備びに参加させてもらっちゃっているんだけど……あっと……こ、こういうのは、遠えん慮りよしないで、皆で活動するのがいいと思って。私も結けつ構こう使えるんだからっ」


「あ、兄さん、お帰り。私、退たい院いんしたよ。久ひさ々びさに自分の本物の体動かしたけど……やっぱり、気持ちいいね。すっごく体力衰おとろえちゃっていたけど。霊れい体たいだけじゃなくて、今後はちゃんと実体の方でも活発に動かないとねぇー。反省、反省」


「…………」


　呆ぼう然ぜんとする。その光景は……今までの自分の鬱うつ屈くつした感かん情じよう全すべてを、呆あつ気けなく吹ふき飛ばしてくれるもので。不覚にも……泣きそうになる。そして、大笑いしそうになる。ああ、なんだ……。そうなんだよな……一人でうじうじ悩なやんでいることって……結局、皆が動いたらなんのことなく解かい消しようしてしまうことばっかり……なんだよな。


　目の前では、皆が……仲間達が、今まで僕やヘルメスだけが主体となってやっていたパーティ準備を、積極的に行っていた。先せん輩ぱいが、かったるそうにしながらも、部屋の掃そう除じをしている。鈴りん音ねが、折り紙で飾かざり付けを作っている。陽よう慈じが力仕事をこなし、アヤは必要な物の見直しをしているようだ。傘さんは、ふわふわと浮ういて全体を俯ふ瞰かんして指し示じを出している。……たった、それだけの、光景なのに。


「……後輩？」


　僕は、いつの間にか俯うつむいてしまっていた。皆がこちらをキョトンと見ているのであろう気配が感じられるが、僕は、顔を上げることが出来なかった。……顔を上げたら、また、すごく、赤面してしまう恥はずかしいものを見られるから……。


　だから僕は、喉のどから声だけ、なんとか絞しぼり出す。


「なんでもない……です」


「なんでもないってお前……」


　そこまで言って、しかし、先輩は何かに気付いたように言葉を止めた。一いつ瞬しゆん、僕の目から溢あふれてしまっているものに気付かれたのかと思ったが、どうやら違ちがったようだ。それどころか、僕がまだ怒おこっているものだと解かい釈しやくしたのかもしれない。なにか改まったような声こわ音ねになると、ぎこちなく、部屋の入り口で佇たたずむ僕に声をかけてきた。


「えっと……その、な、後輩。ええと……。……悪かったな」


「っ！」


　それは、奇き跡せきみたいな言葉だった。それを、僕は誰よりも理解していた。付き合いが長い陽慈も驚おどろいてはいたものの……僕ほどではなかったろう。『先輩が僕に謝あやまる』ということは、実は、僕と先輩の間ではすごく意味の深いことで。それは……だから……。僕も、誠せい意いで返さなくてはいけなくて。それは、二人の間にあった一つの暗あん黙もくのルールで。


　僕は、潤うるんだ目をさっと拭ぬぐって、きちんと、彼女の目を見返した。……あの卒業式以来の、彼女の……正面から僕を捉とらえる視し線せん。


「いや……僕も悪かったよ……『紗さ鳥とり』」


「……そう、だな」


　僕の返した言葉の意味を理解し、そうして、フッと、いつもの『先輩』に戻もどって微ほほ笑えむ彼女。僕が名前で彼女を呼よんだことに他ほかのメンバーは驚いていたが、それでも、雰ふん囲い気きを察したのか、そこに何かを言ってくることはなかった。


　そうして、先輩に続いて、他のメンバー達も次々に声をかけてきてくれる。


　鈴音がもじもじしながら前に来る。


「ごめんね……蛍。私、自分の中ではちゃんと理由あって怒おこっているつもりで……でも、たぶん、蛍から見たら理り不ふ尽じんなこと、よく、していた。それは仕方のないことでもあると思うけど……同時に、ちゃんと、謝るべきことでも、あったのだと思う。ごめんね……蛍。で、でも、あの、私がよく怒る理由、その、今はまだ、隠かくさせて……ね？」


「鈴音……。僕も、ごめん。こと、友達の間においては、怒っている理由を話す必要なんて……本当はなかったのかもしれない。それは、僕が推おし量はからなきゃいけないことでも、あったのかもしれない。だから……ごめん。僕鈍どん感かんで……それは自覚しているんだけど、でも、だからって変えられるものでもなくて……その……」


　僕の謝しや罪ざいに鈴音が「ん」と笑って退しりぞき、今度は、陽慈が僕の前に来る。


「……俺おれ、ちょっと、浮うかれすぎていたな。恋こいに浮かれるのは、今でも、悪いことだとは思っていない。だけど……それで仲間を疎おろそかにしてしまったのなら、話は別だ。ごめんな。俺、最近、自分の恋の……ケイコさんの話ばっかりで、お前と、ちゃんと向き合ってなかったかも……しれない」


「……僕の方こそ、ごめん。陽慈は分からないだろうけど……本当に、色んな意味を含ふくめて、僕こそ、陽慈に謝らなければいけないことがあるんだ。今はまだそれを明かせはしないけど……でも、ごめん。本来なら、陽慈の恋、仲間なら、笑って祝しゆく福ふくして、親身になって相談に乗って……そういう風に、するべきだったんだと思う。でも、僕は、僕の勝手な事情でそれが出来なくて……ごめんな」


　僕が頭を下げると、陽慈はこつんと僕の頭を軽くこづき、そうして、「いつものようにこれで許ゆるす」と快かい活かつに笑った。僕も笑い返す。


　陽慈が下がり、今度は、アヤが目の前に来る。僕は、彼女より先に口を開いた。


「ごめんな、アヤ。せっかくのパーティだっていうのに、変な雰囲気にしちゃって」


「ううん。……式見君が本音を言っているところを見てね。私も……私も、ちゃんとしなきゃって、思った。私……遠えん慮りよしていた。ううん……遠慮って言えば聞こえはいいけど……つまり、『壁かべ』を勝手に作っていた。皆みなさんは……私に壁なんて、最初から作ってなかったのに。私は勝手に、壁を作ってしまっていた。それは、式見君にも。だから……」


　アヤはそこで、ぎゅっと目を瞑つむり、拳こぶしを握にぎりこみ、勇気を振ふり絞しぼるように、一息おいて、改まって、告げてくる。


「だから、これから、私も、ちゃんと仲間に加えてくれませんか？　私も……皆みんなと一いつ緒しよに、行動させて、貰もらえませんか？」


「……やだね」


　僕ぼくはニヤリと笑う。アヤは「え？」とショックを受けたように僕を見た。僕は、笑ったままで言葉を返す。


「そんな風な改まった友人参加なんて、冗じよう談だんじゃない。そもそも……僕や皆に壁がないって言ったのは、アヤじゃないか。だったら、アヤの方の壁さえなくなれば……その瞬しゆん間かんに、僕らは、とっくに仲間だったんだ。今更、仲間になる許きよ可かなんて、与あたえられない。そもそも与える権けん利りだってない。そんなの……アヤは、だって、とっくに持っているんだから」


「ありがとう……式見君」


「感謝も禁きん止し」


「……ふふ。よろしくね、式見君。今度は『昔の友達』じゃなくて……『友達』として」


「うん……よろしくアヤ」


　アヤは僕と握あく手しゆをすると、「さあ、準じゆん備びがんばるぞぉー」と元気に部屋に戻もどっていく。彼女が去ると……最後に、傘が、本当に気まずそうにやってきた。


「お兄ちゃん……」


　兄さんではなくて、お兄ちゃんと呼よばれる。それは……切せつ羽ぱ詰つまっているか、もしくは、本音で話したい証しよう拠こで。彼女はしゅんと俯うつむく。


「私ね……今まで、逃にげていた。今日退たい院いんして……それに、今いま更さら、気付いた。すっかり動かし辛づらくなった自分の体を久ひさ々びさに体験して……やっと、分かった。私……お兄ちゃんのところに、ただ、逃げてきていたんだね。それは……あの、生死の境さかいを彷徨さまよっている時には、確たしかに必要なことだった。だけど……それ以い降こうもこんなに頻ひん繁ぱんに幽ゆう体たい離り脱だつばっかりしてしまうのは……たぶん、甘あまえている、だけだった。皆と仲間だから来ている、じゃなくて……現げん実じつを忘わすれたいから来ている、だけだった。そんなの……誠せい実じつじゃ、ないよね」


　そう言って落ち込む傘の頭に、僕は、ぽんと、軽く手を置いた。そうして、優やさしく、声をかける。


「いや、僕の方こそごめんな、傘。お前の不安を……兄の僕がちゃんと受け止めてやれていたら、お前は、ただ逃げるだけなんて選せん択たく肢しをとらなくて済すんだんだろうな」


「……兄さん」


　落ち着きを取り戻したように、僕の顔を見上げる傘。ぽふっと、一いつ瞬しゆん僕の胸むねに頭を預あずけて、三秒ほどしてから、「えへへ～」といつもの笑え顔がおに戻る。


「今度、ちゃんと実体の方で来るんだからね！　そうなったら、もっと攻せめていくからね～。覚かく悟ごしとけよぉ、兄さん」


「せ、攻めるって、なんだよ」


「へへ～ん、ないしょ！」


　傘は「あかんべー」をすると、「ほら、きりきり準備しなよ～」と、皆の許もとへ戻っていき、皆からは、『指し示じするだけのお前が威い張ばるな！』と文もん句くを言われていた。


　僕は……僕は、ようやく、心に安あん堵どの光を灯ともしながら、一歩、前へ踏ふみ出した。皆が居いるその部屋へと……敷しき居いを、またいだ。


　そうして、皆がこちらを見る中……最後に、バッと、深く一礼する。


「ごめんなさい！」


　それぞれに謝あやまりはしたものの、でも、ちゃんと、詫わびなきゃいけないと思った。飾かざらずに。単たん純じゆんに。その言葉を、言い訳わけも脚きやく色しよくもなく、皆に言わなきゃいけないと……思った。


　僕が深く頭を下げていると……先せん輩ぱいが、いつもの調子で声をあげる。


「そうだな～。後輩に私の心は激はげしく傷きずつけられたから、これは、更にパーティ予算増ぞう大だいだな」


　そこに、鈴音が便乗する。


「あ、だったら、私、フルーツの盛もり合わせも欲ほしいです！」


　陽慈も乗ってくる。


「皆みんなで遊べるゲームグッズも欲しいな！」


　アヤまで、わざわざ、参加する。


「レモン飴あめも入れなきゃ駄だ目めですよぅ！」


　傘は、調子に乗っていた。


「あ、私のパーティ用のドレスも──」


「却きやつ下か」


　僕はそれにだけ、冷たく対たい応おうする。傘が「なんでぇー」と嘆なげき、皆が笑い合う。


　……あんなに暗い気分になっていたことが、噓うそに思えた。


　今まで悩なやんでいたことが、実じつ際さいは、馬ば鹿かみたいにみみっちいことなんだって、理り解かいできた。だから……今なら……今の僕なら、迎むかえに行けると、思った。


　ふと気付くと、皆が、全すべてを察しているように僕を見ていた。事じ情じようなんて、何一つ話していないのに。それでも、皆、なにか、分かっているようだった。


　先輩が代表するように、前に出てくる。


「後輩。まだ、足りないだろう、これだけじゃ。作業手伝わせなきゃいけない人間、まだ居るだろう」


「……ヘルメスですか？」


「とぼけるなよ、後輩。そして、見くびるな。……分かっているさ。耀あかるは別として……アイツは……ヘルメスは、知り合いではあっても、仲間ではない。そう、だろう？」


「あ……。な、なんで、そんな」


「分かるさ。お前が嫌きらうなら、ちゃんと理由があるのだと信じているし。私も気になってな。自分なりにヘルメスのことは調べてみた。そうしたら……とりあえず、アイツの語っていたプロフィールなんて全部噓っぱちだったぞ。紅こう葉よう高校に在ざい籍せきしている生徒に彼は居なかったし、その上、アイツ、別べつ荘そうに居るどころか、近所のホテルに泊とまっているようだった。ホテル……つまり、何か目的があって、ここに居るということだろう？


　そしてなにより……私達自身が、アイツを、どこか危き険けん視ししていたんだ。さっき話していたんだがな、皆、全員が全員に気を遣つかって言い出さなかっただけなんだよ。……私も、普ふ段だんならこんな風に『陰かげ口ぐち』みたいな発言は大嫌いなはずなんだがな……。そんなこと問題にしていられないほどに……アイツだけは、駄目だ。曖あい昧まいな理由で申し訳ないが……アイツは、危険だ。私達の中に置いておいて、いい存そん在ざいでもないし……。それに……。ユウのそばに居させて、いいヤツでもないな」


「先輩……。相変わらず、なんでもお見通し……なんですね」


「ああ。これでも、部長だからな。幽ゆう霊れい関係には弱いが……それ以外のことなら、ちゃんと……お前にとって、頼たよりになる存在でいてみせる。お前の、味方でいてやる」


「先輩……」


　感動して、先輩としばし熱く見み詰つめ合ってしまう。すると、アヤと傘と鈴音が同時に『こほん！』と不自然な咳せき払ばらいをしたので、僕と先輩は慌あわてて視し線せんを逸そらした。


　そうして……僕は、皆を見回して……今なら余よ計けいな言葉は要いらないと感じ、一言だけ、告げる。


「……行ってきます」


　皆は、僕を見つめ返して……そうして、皆で、一言だけ、返してきた。


『行ってらっしゃい』


　皆の言葉を受け……次の瞬しゆん間かんには、走って玄げん関かんに向かう。デジャヴュを感じた。さっきも……僕はこうして、走って玄関を駆かけ抜ぬけた。


　でも……そのデジャヴュと現げん在ざいは、光景は同じクセして、決定的に違ちがった。駆け抜ける人間の表ひよう情じようが……まるで、違った。


　僕は自分の心に温あたたかい強さを感じつつ……姿し勢せい良く、疾しつ駆くする。ガムシャラに走るのではない。落ち着いて。ちゃんと、心に余よ裕ゆうを持たせて。……強い僕のままで、走る。


　不思議と、今の自分には「死にたがり」の圧あつ迫ぱくさえ、瑣さ末まつなことのように感じられた。


　


　　　２





　徐じよ々じよに夜の帳とばりが降おり始めた、闇やみと光の境きよう界かいにあるような風景。いつもならばそこに郷きよう愁しゆうや物悲しさを感じるところだが、今日は違った。闇や不安の象しよう徴ちようである「夜」が、しかし今は楽しいパーティの予感を運んでくる。改めて、世界は心のありようでこんなにも違って感じられるんだと実感していた。心に追い風を受けたまま、次の行動に移うつる。


　よく考えると、こちらからユウへの連れん絡らく方法というのが全くないことに気付いた。僕は、駅へと足早に向かいながらヘルメスのケータイに電話する。……まだ、彼は僕を『仲間』だと思っているはずだ。大だい丈じよう夫ぶ。電話には、出てくれるはず。


『もしもし、式見君？　どうしたのかな？』


　案の定、ヘルメスは明るい声で電話に出た。僕は一つだけ深しん呼こ吸きゆうをすると……決心を新たにして、怯ひるまずに告げた。


「ユウと会わせて欲ほしい」


『…………』


　普通なら、簡かん単たんに笑って許きよ可かするようなこと。しかし……それを僕が改まって言ったことや、揺ゆるぎない僕の口調から、ヘルメスもその言葉の意味するところを察したようだ。少しの沈ちん黙もくののち、酷ひどく冷たい声で……本ほん性しようの声で返してきた。


『……ボクがイヤだと言ったら？』


　電話越ごしにヘルメスの射い貫ぬくような、相手の心を簡かん単たんに屈くつ服ぷくさせる声が響ひびく。しかし僕はもうそれに揺ゆらぐことはない。


「無む理り矢や理りにでも押おしかける」


『穏おだやかじゃないね。式見君らしくもない。そういうのって、嫌きらいだなぁ』


「嫌いで結けつ構こう」


『式見君、落ち着きなよ。キミは今、頭に血が上っているんだ。落ち着こう。落ち着いて、ボクと話そう』


「ああ、そうだな。落ち着いてはない。頭に血が上っているな。それも認みとめる」


『だったら……』


　ヘルメスが自分の側に再ふたたび引き込こもうと、ニヤリと笑えんだのが、電話越しにも分かった。しかし僕は……ヘルメスの予期しなかったであろう言葉を返す。


「関係ない。頭に血は上っている。だが……自分の判はん断だんは間違っていない。それは、確かく信しんできている。冷静になったところで、お前への対たい応おうが多少穏やかにはなるだろうが、主しゆ張ちようすることは、何一つ変わらない。それは、断だん言げん出来る」


『…………』


「もう一度言う。ユウに会わせろ」


『……なぜ？』


「簡単だ」


　僕は、ケータイを耳に当てながら、臆おくすることなく、告げる。


「ユウは僕の大切な存そん在ざいだから」


『まるで告白だね』


「そうとってもらってもさほど問題はない」


『……本気かい？』


「ああ。自分の大切なものを、いつまでもお前みたいな人間のそばに置いておきたくない。ユウがいやがったって、知るもんか。僕は、かなりワガママで自じ己こ中心的な人間なんだ。好きなものは、自分のそばに置いておきたい」


『…………』


　しばしの沈ちん黙もく。……断ことわられるだろうか。ヘルメスなら、どっちに転んでもおかしくはない。思考が読めない。しかし……それなら、彼の考えを推おし量はかろうっていうのがそもそも無む駄だだ。だったらそんなことは問題じゃない。彼がどう対応しようが、僕のすることは変わらない。……多少、手しゆ段だんが強ごう引いんになるか否いなか、それだけの違いだ。


　熟じゆつ考こうするような沈黙の後、ヘルメスは、ようやく口を開いた。


『分かった。会わせてあげるよ、式見君』


「……それは、どうも」


　意外と言えば意外。彼らしいと言えば彼らしい。なんとなく、僕とユウを会わせても、まだ何か勝算があるような口調だった。……恐おそらく、例のユウが一人で抱かかえている真実とやらがそうさせるのだろう。


『じゃあ、三十分後に……さっきの駅の近くの河か川せん敷しき、分かるかな？　そこで、会おう。人が周囲に居いない方がいいだろうしね』


　人が周囲に居ない……その環かん境きように若じやつ干かん危き険けんなものを感じないでもなかったが、しかし、今の僕はそんなことで躊躇ためらうような人間じゃない。


「ああ、分かった。……ちゃんとユウを連れてこいよ？」


『信用ないなぁ』


　ヘルメスがケタケタと笑う。……信用なんて言葉と一番縁えん遠どおい人間のくせして……。


　ヘルメスは笑い終わると、『そうそう』と意外な一言を付け足してきた。


『耀さんも一いつ緒しよでいいかなぁ？』


「え？　なんで耀が……」


『今一緒にいるんだよ。ちょっと話があってね。折せつ角かくだし、いいだろう？』


「…………」


　正直言えば、あまり良くはない。僕がこれからしようとしているのはヘルメスとの決別であり、ユウの引き戻もどしだ。その現げん場ばに、耀がいて僕にメリットがあるかと言えば、そんなことはない。むしろ、話をややこしくする可か能のう性せいの方が高い。ヘルメスも、それを狙ねらっての提てい案あんなのだろう。しかし……。


「いいよ、別に」


　そう言うしかなかった。耀を拒こばんで、「じゃあユウさんとは会わせられない」なんて言われたら本末転てん倒とうだ。


『じゃ、後で』


　そう言ってヘルメスはあちらから通話を切った。僕も嘆たん息そくして、ケータイの電でん源げんボタンを押す。


　……ユウが現場に来る確かく率りつは、五十パーセントといったところか。ヘルメスが連れて来ない可能性と、そして──


「ユウが僕に会ってくれるか……だな」


　どこか、自分から距きよ離りをとろうとしていた彼女のことだ。現場に来てくれない可能性は捨すて切れなかった。


　薄うす闇やみの空を見上げる。


「……よしっ！」


　バチンと頰ほおを叩たたいて、不安になりそうな自分に活かつを入れる。なんにしたって、強気に行くだけだ。自分のしたいことを貫つらぬくだけだ。その上で駄だ目めだったのなら、仕方ない。だけど……やれるところまでは、とにかく駆け抜けないと、駄目だ。


　僕は一つ大きく深しん呼こ吸きゆうすると、時間的な余よ裕ゆうは充じゆう分ぶんあったが、駅へと向かって全速力で走り出した。
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　約束の場所には先にヘルメス達が到とう着ちやくしていた。土手の上を歩いていると、河か川せん敷しきから「センパ～イ」と、耀あかるが無む邪じや気きな振ふる舞まいで僕ぼくに手を振る。僕はそれに手を軽く振るだけで返すと、無言で土手を下りて行った。耀の後ろでは腕うでを組んで不ふ敵てきに僕を見るヘルメスと、そして、右手で左の二の腕を強く握にぎりこんで俯うつむく、蒼そう白はくな顔のユウがいた。……僕の知っているユウじゃない……ユウ。


　僕はただユウだけを見ながら、彼らの許もとへと近付いていく。耀が「センパイッ」と僕に近付いてきて腕を絡からめたが、僕は、「ちょっと今はごめんな」と、それをやんわり、しかし確かつ固こたる意い志しを持って拒きよ絶ぜつした。耀が「センパイ？」とキョトンとする。


　彼女をそのままに、僕は、ヘルメスとユウに対たい峙じする。ヘルメスは帰き宅たく部では見せない表ひよう情じようで冷たく笑うと、まるで僕を諭さとすかのように、穏おだやかながらも、凄すごみのある声で語りかけてきた。


「式見君。今のキミはちょっと冷静さを欠いているようだね。ユウさんがボクの許に居るのは、なにも、無む理り矢や理りなんかじゃない。彼女がそう望んだから──」


「だったらお前と話すことはない。ユウと話をさせろ」


　心にスルリと入り込もうとするヘルメスの言葉を、バッサリと切り捨すてる。ヘルメスはそこで黙だまり込み、今までキョトンとするだけだった耀も、僕の態たい度どにたじろいだ。ユウだけが、変わらずに俯き続けている。


　ヘルメスを強く睨にらみつける。「どけ」という、ただそれだけの意思表ひよう示じ。ヘルメスはしばらく僕を品定めでもするかのように見つめていたが、肩を竦すくめて嘆たん息そくした後、「どうぞ」と、ふざけるように道を空あけた。


　僕はヘルメスの横を抜ぬけて、ユウの前へと進む。彼女が物ぶつ質しつ化かし、触さわれる範はん囲いまで近付く。……しかし、僕らの体が触ふれ合うことはなかった。今まではあちらから抱だきついてきていたのに。心と体の距きよ離りが……今はあまりにも遠い。


「…………」


　ユウは、相変わらず俯いていた。僕の顔を直ちよく視し出来ない……何か、申し訳わけないことがある……そんな雰ふん囲い気きだった。


　しかし……そんなものは関係ない。そう、関係ないんだ。


　僕がここに来た理由は、一つなのだから。


　僕はユウに手を差し出す。ハッと、顔を上げるユウ。僕は彼女にニッコリと笑いかけた。


「帰ろう、ユウ」


「あ……」


　僕の言葉に、ユウは一いつ瞬しゆん反はん応のうし……しかし、またすぐに俯いてしまった。


　耀とヘルメスが見守る中……僕は、勝手に、話を進める。


「ユウ。一つ、伝えておきたいことがあるんだ」


「……なに？」


　無む理り矢や理り無表情を保たもとうとするかのような顔で、訊きき返してくるユウ。僕は、それに迷まよいなく、淀よどみなく、答えた。


「ユウ。僕は、キミが好きだ」


「な──」「っ！」


　ユウが驚おどろいた顔で僕を見つめる。背はい後ごで、耀が息を呑のんだのが分かった。ヘルメスだけは、相変わらず動じない。


　しばしの沈ちん黙もく。しかし……ユウは視線をさっと伏ふせた。


「それは……友達としてとか、仲間として、みたいなことでしょ？」


　その言葉に……僕は、自分の今の気持ちを、なるべく、正直に伝える。


「分からない」


「……分からないって……」


　なにか、失望したようなユウ。……いくら鈍どん感かんな僕でも、彼女が求めていた最さい善ぜんの回答ぐらい、分かっていた。それを言えば、彼女はこの時点で僕についてきてくれたかもしれない。だけど……自分の気持ちは、きちんと正せい確かくに伝えるべきだと、思うから。


「本当のところ……女の子としても、意い識しきしていると思う。ユウと居て、ドキドキすることだって、ある。だけどね……まだ、それが恋こいだと自信満々に断だん定てい出来てしまうかというと、それは違ちがうと思う」


「…………」


「……ごめんな。でも、ユウとは、真しん剣けんに向き合いたいから……噓うそはつきたくないから……だから、正直に言うんだ。……そこらの、薄うすっぺらい名ばかりの『恋人』になら、今すぐにでもなれると思う。だけど……だけど、そういうんじゃ、いやだから」


「…………」


　ユウの表ひよう情じようは暗いままだった。当然だ。これは……恋の告白とは違う。反はん応のうに困こまることを、僕は、言っている。……不器用な言葉だ。だけど……器用な言葉でごまかして連れ戻もどすのは、意味がないから。


「僕にとってユウは……ん……たぶん、ある意味では色んな段だん階かいをすっ飛ばして、もう、とっくに『大切な人』なんだ。それは、家族や仲間と、同義で。でも、決して、皆みんなと同じじゃない、特別でも、あって。……だから……今いま更さら、『恋』というステップに戻もどることが、こう……難むずかしくて。だから、ごめん。どういう意味で好きなのかっていうの、まだ、ちゃんと言えない」


「…………」


「だけど……これだけは言える。……ユウ」


　僕は一いつ拍ぱくおくと……真剣な表情で、彼女を見み据すえた。


「キミが、僕には必要です。キミが、大切です。キミのことが、僕は大好きです。キミと……ユウと、生きていきたいです」


「っ」


　それは、ある意味では告白だった。決して恋のステップに進むためのものではなかったけれど。でも、好意を伝えて、自分の許もとに来てくれというその言葉は、紛まぎれもなく、告白だった。……でも、僕の頰ほおは、熱くない。不思議なことに、恥はずかしくなんてなかった。……だって、自分の素す直なおな気持ちを……言いたいことを、ただ、言っただけだから。伝えたいことを、伝えただけだから。


　僕の言葉にユウは更に俯うつむいて黙だまり込こんだが……しかし、それは今までの態たい度どと少し違った。顔を両手で押おさえ、嗚お咽えつを漏もらしている。彼女はただただしばらく泣いた後、唐とう突とつに、ヒステリックに叫さけんできた。


「駄だ目めなの！　蛍のそばに私が居いちゃ……駄目なんだよ！」


「駄目って……どうして？」


　僕の問いかけにユウは少し詰つまった後……しかし、言うしかないと悟さとったのか、俯いたままで話してくる。


「私……私ね、ケイ。《世界の意思》に作られたものだったんだよ……。ケイを見み張はるために。ケイを死にたくさせている理由の……一つだったんだよ」


「…………」


　ユウの言葉を受けて、今度は、ヘルメスが横から注ちゆう釈しやくをつけてきた。


「そう、彼女は《作られし者》だ。記き憶おくがないのは当然。だって、過か去こなんてないのだから。キミを好きになって当然。だって、そう《プログラミング》されているのだから。……分かるかい、式見蛍。彼女は、言わば人工知ち能のうなのだよ。作られた感情、作られた好意、作られた行動。そんなモノ、自身と対等なモノとして扱あつかうことはない。こんなモノに振ふり回されるなど、ナンセンス」


　ヘルメスが全すべてを語り終えると、ユウはまた僕から顔を逸そらして、「だから……駄目なの」と呟つぶやいた。僕が黙り込んでいると、背はい後ごから、「そうだよ……」と耀が声をかけてくる。彼女は僕の手を引っ張ぱり、ユウから引き離はなすようにしてきた。


「そんなのと一いつ緒しよにいることないじゃない、センパイ！　センパイは……約束してくれたでしょう？　私と一緒にいてくれるって……。そんな……そんな、最初から死んでいる……ううん、一個この人間でさえない、センパイを苦しませるものにかまけてなんかいないで……私を見てよ！　ニャー君だって……ニャー君だってっ」


　耀が悲ひ愴そうな顔でそう告げてくる。犬のぬいぐるみを前に出すも、しかし、言葉がまとまらず、ただ、涙なみだ目めで僕を見つめてくる。……ヘルメスはこれを狙ねらっていたのだろうか。口元をニヤリと歪ゆがめて笑っていた。ユウも、反はん論ろんすることもなく、辛つらそうにただ俯いている。


「敵てきなんだよ！　作りものなんだよ！　ヒトでさえないんだよ！　ユウさんは！」


　耀のその言葉に……。


　僕は……。


　僕は、キョトンと、返した。





「え、それって、なんか重要な話？」





『──は？』


　三人が、ぽかんと僕を見る。僕は……一人、ぽりぽりと頭をかいて、耀の腕うでを振ふりほどいてから、ユウに再さい度ど近付いた。そうして、ぽかっと彼女の頭を殴なぐる。


「い、いたっ！　ふぇ？　ふぇえ？」


「いいから、話、ごまかすなよ」


「ご、ごまかす？」


「とぼけんな。僕は今、お前が好きだという話をしているんだぞ。だから一緒に居いてくれっていう、告白をしているんだ。それに、ちゃんと答えろ。まずは、お前の気持ちがどうなのかを答えてもらわにゃ、話にならんだろうが」


　僕の言葉に、ユウはただただ呆あつ気けにとられている。耀も、ヘルメスさえキョトンとしていた。


「えっと、でも、その、私、作られた存そん在ざいで……」


「だから、さっきから、なんなのそれ。馬ば鹿かにしてんのか、お前」


「へ？」


「ユウの生おい立たちがどうだろうが、知ったことか。お前、じゃあ、あれか。これから僕が実は某ぼう国こくの王子だとか知ったら、途と端たんに態たい度ど変えたりするわけか？」


「え？　そ、そんなことはないけど……」


「だろう。で、聞くが。お前が作られた存在だとして……それが、今、なにかこの話題に関係あるのか？　僕の告白に、入り込む余よ地ちのあるほど、重要なことなのか？」


「……あ……」


　瞬しゆん間かん。ユウは、ぽろりと、堪こらえ切れないように涙を流した。嗚お咽えつを漏もらし、「ケイ……ケイ……」と、ただただ僕の名前を呼ぶ。感かん情じようが、堰せきを切ったように溢あふれだしているようだった。今まで無理して押し込めていたものが、解かい放ほうされたような、そんな涙だった。


　しばしして大分落ち着いてくると……彼女は、僕の胸むねに、トンと、頭を預あずけてくる。


「私……迷めい惑わく、かけるんだよ？　ケイを……もっと死にたくさせちゃうかも……しれないんだよ？」


「お前は馬鹿か。僕は元から死にたがりだ。今いま更さらちょっと圧あつ迫ぱくが強まったからって、大した問題じゃないだろう。むしろ、お前が居なくなる方が、よっぽど心に応こたえるぞ、おい」


「私……私、敵だよ？　ケイを死にたくさせている元げん凶きようの……作ったものだよ？」


「じゃあ、お前はあれか？　僕の親が犯はん罪ざい者しやだと知ったら、途端に態度変えるのか、おい」


「……そんなこと、ない」


「分かってるじゃんか」


「……で、でも、私……私……」


「まだなんかあるのかよ」


　僕は嘆たん息そくして、彼女の頭をぐりぐりと撫なでた。ユウは胸むな元もとに顔を押し付けて涙なみだを拭ぬぐうようにした後……数秒して、顔を、上げた。


「私、ケイのこと大好きだから……好きで、好きで、どうしようもないから……。今戻もどったら……もう、離はなれないよ？　ケイが迷惑だって言っても……離れて、あげないよ？　誰だれに後ろ指さされても……皆みんなに『蛍のためにいなくなれ』って言われても……私、ワガママだから……ケイが……大好きだから……だから……迷惑を……」


　言葉に詰つまるユウを……僕は、ぐいっと、こちらから力強く抱だきしめた。「あ」とユウが声を漏らす。


　いつも彼女に抱きつかれていた。なのに、僕は、そのユウの好意を受け取るだけ受け取って、ちゃんと、彼女に返してあげていなかった。本当は……彼女が望んでいたのは、抱きつくことじゃなくて、抱きしめてもらうことだったのに。「お前はここに居ていいんだよ」って、誰かに、保ほ証しようして、受け容いれてもらうことだったのに。鈍どん感かんで不器用な僕は……結局、彼女に、ちゃんと自分の気持ちを見せてあげていなくて。


　僕はユウをぎゅうっと強く抱きしめた。彼女が「い、痛いたいよ……」と呟つぶやいても、力を緩ゆるめない。ただただ、強く、抱きしめる。そうして……


「それはこっちのセリフだ、ユウ。お前がいくら迷惑がっても……僕は、放してやらないからな。お前が成じよう仏ぶつしたがっても、無む理り矢や理りとどめちゃうからな」


「……う、ぐ、うぅぅぅ」


　ユウは僕の腕うでの中で泣いていた。僕は更に続ける。


「僕はな、ユウ。お前に負けず劣おとらずワガママなんだ。大切なモノはあれもこれも全部手元に置いておきたいんだ。意外と将しよう来らいプレイボーイになるかもしれんな」


「……意外じゃ、ないよぅ」


　胸元から反はん論ろんが聴きこえたが、無む視し。


「それに……亭てい主しゆ関白になるかもしれない。いい人装よそおっているけど……実は僕、意外と気を許ゆるしている人間には遠えん慮りよないんだ」


「……知ってる」


「だから、ユウ」


　僕はそう言って、彼女を一いつ旦たん胸元から離はなす。目め尻じりに涙を浮うかべた彼女の顔を正面から捉とらえ、そうして……告げる。





「ずっと、僕のそばに居いろ」





　それはひどく傲ごう慢まんなセリフ。自分で言っていて、もう、のたうちまわりたくなる。でも……彼女が言ってほしいのは、こういうことだと思うから。……自分の存そん在ざいが不安定だからこそ、本当は、たぶん、こうやって誰かに問答無用で自分を定義してもらいたかったはずで。


　僕は……僕は、それを一番よく知っているから。そのサインは、たくさん、彼女から受け取っていたから。鈍感な僕でも……ようやく、気付けたから。


　ユウはまた涙を流していた。しかし……その涙は、もう、辛つらさや悲しみからの涙ではない。彼女は目元をぐしぐしと拭ぬぐうと……パッと、僕を見つめ返してきた。


　満面の、笑えみで。


「私、ケイを寝ねかせないかもよ？」


「あ、じゃあ駄だ目めだな。さよなら、ユウ」


「え、ええ～!?　そこ!?　そこで駄目なの!?」


　ユウがいつものように頰ほおを膨ふくらませて、僕の服の裾すそを摑つかみ抗こう議ぎしてくる。僕は苦く笑しようして、その頭をぐしぐしと強く撫なで付けた。「あうー」とユウが唸うなり……そうして、「えへへ」と、笑え顔がおで僕を見上げてくる。……もう、いつもの僕らだった。


「帰ろう、ユウ」


　もう一度、手を差し出す。ユウは……今度は躊躇ためらうことなく「うん！」と答えた後、そっと、僕の手をとった。そうして……。


「ちょっと待ってよ！」


　大きな声に振ふり返ると、耀あかるが、僕とユウを睨にらみつけて、涙目で立っていた。彼女は僕に視線を向けると、悲しそうに……すがるように呟つぶやいてくる。


「一いつ緒しよに……一緒に居てくれるって……センパイ」


「……ああ。一緒に居てあげるよ」


「じゃあ！」


「仲間として……友達として、な」


「っ！」


　僕はユウの手を一旦放すと、耀の前に歩み寄よって行った。耀は近付いてきた僕の腕にすがるように抱だきつく。


「私の気持ち共有してくれるんですよね？　センパイ……残り少ない私の時間……一緒に、居てくれるんですよね？」


「……ああ。だけどな、耀。これだけは、分かって欲ほしい」


「なんですかっ！」


「お前のことは仲間だと思うし、友達だと思う。だから、最後の時まで一緒に居てやりたいと思うし、そうしてやろうと思う。だけどな。一つ……一つだけ、僕のことも、理り解かいしてくれ。それだけ、前ぜん提ていとして、僕と交流してくれ」


「……なん、ですか」


「僕の一番は、他ほかに居る」


　僕の言葉に、背はい後ごでユウが息をのんだのが分かった。……さすがに今のは僕も恥はずかしかった。ユウも、恐おそらく頰ほおを赤くしていることだろう。


「っ！　そん……な……。だって……センパイ……」


　耀が信じられないというように僕を見る。僕は彼女に優やさしい言葉をかけようとしたが……しかし、彼女が以前「同どう情じようは欲ほしくない」と言っていたのを思い出し……堪こらえた。ここで優しい言葉をかけることは、逆ぎやくに、不ふ誠せい実じつなことだと思ったから。


　背後で不安そうに見つめるユウをチラリと見て……膝ひざから崩くずれた耀に告げる。


「耀がもし、僕をその……男として好きでいてくれたのなら……ごめん。その気持ちには、応こたえられない。だけど……同じ悩なやみを共有する同士として……寄りそうために僕を必要とするなら……それには、『仲間として』応えてあげたいとは、思っている。その気持ちには最初から偽いつわりなんて、ないから。……耀は、僕の、『大切な友達』だからな」


「…………」


　耀は何も答えてはくれなかった。……分かっていた。耀は、僕を独どく占せんしたかったのだ。男として好きとか……そういうことでもなくて。それに近いけど……少し違ちがって。単たん純じゆんに、自分だけのもので居てほしかったのだ。


　だけど……やっぱり、僕は、それには応えられない。たとえユウとこうならなかったところで、「彼女だけの式見蛍」になることは、恐おそらく出来なかっただろう。帰き宅たく部の式見蛍を……貫つらぬいただろう。


　耀は何も答えてはくれなかったが、僕は、彼女なら分かってくれると信じ、その場を離はなれることにした。再ふたたびユウと手を繫つないで、帰ろうとする。しかし……やはり、彼もまた、声をかけてきた。


「……止めるつもりはないけどね、式見君」


「……なんだよ」


　ヘルメスは相変わらず、この結果にさえも動じていないような笑みで、僕を見つめてきた。僕はユウを背後に隠かくし、彼と対たい峙じする。


「怖こわい顔しないでよぉ。ボクら、仲間だろう？」


「仲間？　冗じよう談だんじゃない」


「ボク、キミに何かしたかな？　落ち着いて状じよう況きようを、流れを、見てみようよ。実じつ際さい、ボクがなにかしたわけでもないじゃない」


「……そうだな。それは、そうだ」


「でしょう」


「でもな、ヘルメス」


「なに？」


「僕は、お前の腐くさった性しよう根ねが大だい嫌きらいなんだ。悪いな。性せい格かく嫌いなヤツと、友達になる気はないんだ。仲間になれない理由なんて、それで充じゆう分ぶんだろ？　犯はん人にん捜さがしじゃないんだ。事じ件けんを起こした証しよう拠こなんて、これっぽっちも必要ない。単たん純じゆんにお前が、僕は、嫌いだ」


「……ふ。あははははははははははは！」


　唐とう突とつに、ヘルメスは狂くるったように無む邪じや気きに笑い出した。……異い常じような光景なのだが、しかし、これが「自然」にも感じた。彼は腹はらを抱かかえて笑ったままで、僕を見る。


「なるほど、それはそうだよね！　ああ、そうか！　キミは、ボクが単純に『嫌い』なのかっ！　あははははははははは！　これはまいったね！　それじゃ、仲間になれるわけがない！　いや、これは盲もう点てんだった！　あはははははははは」


「……帰ってもいいか、もう」


　僕は怯おびえるユウを背はい後ごに、あくまでシラッと彼にそう告げた。……雰ふん囲い気きに呑のまれたら一いつ瞬しゆんで終わる。なぜか、僕の中の何かが激はげしく警けい鐘しようを鳴らしていた。この笑いこけている状じよう態たいの人間に……でも、恐きよう怖ふを抱いだいて心の隙すきを見せてはいけない。そう、本ほん能のう的に悟さとる。


　ヘルメスはひとしきり笑うと、改めて僕の前に整然と立った。僕は表ひよう情じようを強こわ張ばらせて構かまえる。いつでも物ぶつ質しつ化か能力で武ぶ器きを造つくるつもりだった。自分でも分からないが、それぐらい臨りん戦せん態勢でいるべきだと感じていた。


「大だい丈じよう夫ぶ。今ここでどうこうする気はないよ。もっと面おも白しろい結末が待っているからね。そのための種は既すでに蒔まき終わっているしね」


「？」


「それに、ユウさんのことでとやかくも言わない。キミがそれでいいなら、好きにすればいいさ。……そうだね。キミが、こちらの結末をご所しよ望もうとあらば、仕方ない。ボクとしてはキミのことが割わりと好きだったからね。穏おん便びんにことを済すませたかったのだけれど……まあ、そんな悲ひ劇げきも悪くはないよね。うん、悪くない悲劇だよ」


「何を言っているんだよ……お前は」


「改めて名乗ろう、式見蛍」


　彼は表情をニタァと今までで一番邪じや悪あくな笑え顔がおに歪ゆがめると、腰こしを深く折り曲げ、右手を前に、左手を背せに回し、まるでサーカスのピエロのように礼をする。


「ボクはタナトス。ヘルメスというのは偽ぎ名めいだよ。……まあ、タナトスも偽名だけどね。あははははははは！」


「タナトス……」


　ユウが僕の手を強く握にぎり……そして、震ふるえていた。僕はそれを力強く握り返し、震えを無む理り矢や理り止める。


　ヘルメスは……いや、タナトスは、ニコッと笑う。


「緊きん張ちようしないでよ。大丈夫。『今日は』もう何もないから。第一回戦において、キミはタナトスに勝利したといっていい。おめでとう、式見蛍」


「…………」


「敗者は去るのみ、だよね。今日はこれで帰るよ。潔いさぎよくないのは、美しくないしね」


　タナトスはそう告げると、本当に、僕らに背を向ける。……まったく意味が分からなかった。結局コイツの目的は……なんだったんだ。コイツの正体は……なんだったんだ。


　僕らの緊張に構わず、タナトスはそのまま歩いていく。そうして、数歩歩いた後、彼は「そうそう」と笑顔で振ふり向いた。


「闇やみが光を消すことがかなわなくても。小さな光は、時に、より大きな光にのみ込こまれてしまうこともあるんだよ。善ぜん意いや好意が、必ずしもハッピーエンドをもたらすとは限かぎらない。悪意や野望に乗ることで、回かい避ひできる悲劇もある」


「？　なにを……言っている？」


「ヒント終わり。じゃあね、式見蛍。……またいずれ」


　彼はそう告げ終わると、そのまま闇に搔かき消えるように去っていってしまった。彼の姿すがたが見えなくなると、僕らはようやく緊張から抜ぬけ……そうして、ユウと二人、思わず見み詰つめ合ってしまう。慌あわてて、照れを搔き消すように手を引く。


「か、帰るか」


「う、うん。そ、そだね」


　ユウもぎこちなく、緊張混まじりに手をきゅっと握り返してくる。……う、うぅ、なんだこれ。いっそ抱だきついてもらった方がまだマシだ。なんでこんなに……照れくさいんだ。


「…………」


　僕とユウは二人とも顔を真っ赤にしながらも……しかし、どちらからふざけて手を放すこともなく、夜の河か川せん敷しきを、ただただ並ならんで歩いた。


「……私、早くちゃんと《ケイのモノ》になりたいな……」


「ん？　なんか言ったか？」


　途と中ちゆう、ユウがなにか呟つぶやいて肩かたに頭を預あずけてきたが、彼女はほんのり頰ほおを染そめて「なーんでもなーい」と、僕に新たな隠かくし事を作ったのだった。女の子ってやつは、隠し事が好きらしい。


　だけど……。


　相手の全すべてを知らなくたって、相手の全てを許きよ容ようしてあげることは出来る。


　僕はそんなことを思いながら、少しだけ上じよう機き嫌げんに、ユウとの帰り道を……帰き宅たく部の待つ部屋に向かって、ゆっくり、ゆっくりと、歩調を合わせて歩いていくのだった。


　パーティは、もうすぐだ。





　　エピローグ─終わる日にち常じよう─
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　八月十一日。パーティ当日。会場には、いつもの面々が集まっていた。ユウ、鈴りん音ね、先せん輩ぱい、陽よう慈じ、傘さん、アヤ、そして、とある理由があって駆かけつけた深しん螺らさん。これらのメンバーで、部屋の壁かべに「とにかく色々良かったねパーティ」と、やっつけなタイトルの垂たれ幕まくを掲かかげ、ソフトドリンクで乾かん杯ぱい、それぞれの好きなものを集めただけのパーティ料理を立食で食べる会。時たまビンゴゲームなどがあるものの、基き本ほん的にはいつものように皆みんなで世間話をしているだけ。……でも、僕ぼくらはそれで充じゆう分ぶんだった。皆と一いつ緒しよにいれば、何をしていたって結局楽しいのだから。


　僕は一人、皆の輪をそっと抜け出して、ベランダに出て缶かんジュースを飲んでいた。ちらりと見た「彼女の好物」である巨きよ大だいパフェが、ちくりと心に刺ささってしまったのだ。


　例の一いつ件けんがあって以い降こう、九日、十日の二日間のパーティ準じゆん備び追い込みに、ヘルメス……いや、タナトスと耀あかるは結局現あらわれなかった。タナトスに対しては特に申し訳わけなく思うこともないが、耀に関しては、どこか、僕らのゴタゴタに巻まき込まれてしまった部分があり……。体のこともあるし、僕との関係の問題もあるから、正直彼女のことはかなり「しこり」として僕の心に残っていたが、ケータイに電話しても無む視しされてしまうことから、あんまりしつこくアプローチするのはやめておいた。……不用意に人に優やさしく接せつすることは、時に人を傷きずつけるのだということを、僕は学んだから……。


「こういう場はあまり得意ではありません……」


　僕が一人でお世せ辞じにも良いとは言えない住宅街の夜景を眺ながめていると、深螺さんも手にお茶の缶を持って出てきた。僕の隣となりに陣じん取どり、そうして、「ふぅ」と疲つかれたように溜ため息いきを吐つく。僕は苦く笑しようした。


「全然似に合あっていませんよね、深螺さんにパーティって」


「……貴方あなただって似たり寄よったりでしょう」


　深螺さんは少し口を尖とがらせたようだった。以前だったらこんな表ひよう情じようは全く見せなかったから……少しは進歩しているのかなとも感じる。まあ、前回会った時はお互たがい物ぶつ騒そうな会話しかしなかったのもあるけど。本来の深螺さんは、僕が思っているよりもう少し人間味のある人なのかもしれない。
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　彼女は一口お茶を飲むと……すっと目を細めて、くたびれた表情を引き締しめ直した。


「タナトスの、ことですが……」


「……ええ」


　あの日。この部屋に戻もどってきた僕とユウは、帰き宅たく部ぶの皆に最近あったことのあらましを説明した。その際、鈴音が「タナトス」という名前に聞き覚えがあるという話が出た。鈴音自身は詳くわしく知らないようだったけれど、強力な霊れい能のう力りよく者しやであるというぐらいの知ち識しきはあったらしい。ユウがそれを裏うら付づけるように、自分が目もく撃げきしたタナトスのチカラを話し……そうして、電話で深螺さんに相談する結果となった。


「貴方の口からその名前が出てきた時、やられた、と思いました。まさかこんなにも大だい胆たんに動いてくるとは……」


「深螺さん、彼を捜さがしていたんですってね」


「変わったことがあったら報ほう告こくするように言っておいたのに……貴方ときたら、周囲に彼が現れたことを全く報告しないんですから……」


　深螺さんが呆あきれたように肩かたを竦すくめる。僕は「そうはいっても……」と反はん論ろんした。


「新しい友達が出来た、なんて深螺さんに報告するようなことじゃないと思いましたし。今となっては燿を襲った悪霊もタナトスの差し金だったのかと推測できますが、あの時点でそんなのは分かりっこないですし」


「……はぁ。もう、こうなったら、私も貴方の家に住み込むしか──」


　背せ筋すじに物すごい悪お寒かんが走った。慌あわてて深螺さんをたしなめる。


「や、そ、それはどうでしょう。今度から、もっとちゃんと報告しますので……」


「……まあ、それならいいですが……」


　どこか納なつ得とくいってない様子の深螺さん。……彼女と同どう居きよ……。……想そう像ぞうしただけで息苦しい。僕、全く部屋で落ち着けなくなりそうだ。ユウや傘と同居している方がまだいい。


　僕は話を逸そらした。


「タナトス……彼は、一体、何がしたかったのでしょう」


　僕の質しつ問もんに、深螺さんは顔をしかめる。


「分かりません。ただ……」


「ただ？」


「貴方にとって……いえ、世界にとって、彼は決して救いとなる存そん在ざいではない……それだけは、断だん言げんできます」


「……あのまま彼についていったら、今いま頃ごろどうなっていたんでしょうね……」


「……それも分かりません。彼のことは……誰だれも、理り解かい出来ない。ただ……笑えない事じ態たいになっては、いたと思います。それこそ……過か言ごんではなく、世界的な規き模ぼで」


「それはまた……大それた話ですね」


「貴方はどうも霊体物質化能力と、タナトスに対する認にん識しきが甘あまいようですね」


「……すいません」


　素す直なおに謝あやまるものの……しかし、自分の選せん択たく一つで世界がどうこうなんて、やっぱり、庶しよ民みんには理解できるものじゃない。


　僕と深螺さんが二人で暗い雰ふん囲い気きに浸ひたっていると、唐とう突とつに、背はい後ごから傘の「あー！」という声が聴きこえてきた。


「兄さんと神かん無なさんのお姉さんが二人だけの世界に入ってる！」


　振ふり返ると、傘がビッと指を突つきつけていた。霊体のクセに相変わらず騒そう々ぞうしい妹だ。傘の言葉を聞いて、鈴音がなぜかガシャンと自分の持っていた料理の皿を落としてしまっていた。


「あぅ……姉さんと蛍けいが……そうだったんだ……」


　よく分からないけど、鈴音がしくしくと泣いている。すると、深螺さんは驚おどろくほどの速さで部屋に戻り、妹を慰なぐさめていた。


「鈴音。私は、あんな死にたがり貧ひん相そう男には全く興きよう味みがありません。ええ。全くもって、眼がん中ちゆうにないですとも」


　……なんだろう。今度は、僕が少し泣きそうなんですけど。深螺さん……妹至し上じよう主しゆ義ぎなんだな……。


　溜ため息いきを吐つきながら僕も部屋に戻もどると、ユウが、むーっと顔をしかめながら僕の手を摑つかんでくる。


「……深螺さんと二人で何話してたのさ」


「愛の語らい」


「うぅ、ケイの浮うわ気き者ものぉ」


「浮気も何も、僕はユウのモノになった覚えはないぞ」


「うわ、プレイボーイな本ほん性しようをサラリと出したね、ケイ」


　ユウはケラケラと笑って、僕の頰ほおをつねった。……今までと何一つ変わっていない僕らのやりとりだけど……でも、どこか、二人とも「余よ裕ゆう」があった。お互たがいが……どこで何をしていても……たとえ知らない部分があったとしても、そんなことは、もう、僕らは問題に感じない。改めて言葉にしたわけではないけれど、そんな不思議な信しん頼らい感が、僕とユウの間には出来たように思える。


　僕とユウが二人でじゃれていると、それを見ていた陽慈が、「はぁ」と溜め息を吐いた。


「俺おれも、ケイコさんと早くそんな関係になりたいぜ……」


『…………』


　僕とユウのテンションは、だだ下がりだった。


　ふと、今度はアヤが隣となりから柔やわらかく「あははー」と笑い、さりげなく、僕とユウとの間に割わって入ってくる。……アヤも、なんだか最近遠えん慮りよがなくなった……というか、こう、よく分からないけど僕と他の女子が話していると意味も無く「あははー」と間に入ってくるという謎なぞな行動をしだした。アヤ……キミまで壊こわれていったら、この集まりには普ふ通つうの人が居なくなる気がするのだけれど……。


　僕らがそうしていると、「後こう輩はいー」と先輩がペットボトルを振りながら僕を呼よんだ。なぜか視し線せんで火花を散らしているアヤとユウを置いて、「なんですか？」と先輩のそばに行く。彼女はなにか不ふ機き嫌げんそうに、僕に注文してきた。


「ジュースが切れた。買って来い」


「はい？　いや、まだ、もうちょっとあると思いますが……」


　隣となりの僕の部屋の冷れい蔵ぞう庫こにありったけ入れたはずだから、こんなすぐになくなることはないと思うのだけれど……。


「買って来い」


　しかし、先輩は不機嫌そうにそれを繰くり返した。……まったく、この人の理り不ふ尽じんさは相変わらずだな……。


　僕は「分かりましたよ」と嘆たん息そくすると、他ほかの人のリクエストもとって、買い物に行くことにした。ポケットに入れっぱなしだった例の黄色い「必要なものリスト」の裏うら面めんに今回の分の注文を書いていく。ユウと傘の「僕が居ないと何にも触さわれない二人」が自分達もついていくと言い出したものの、なんとなく、彼女らが居ないとこのパーティの明るい空気は落ち着いてしまう気がしたので、僕はそれを断ことわった。二人とも不満そうだったが、理由を話すと、素す直なおに盛もり上げ役として留とどまってくれた。


「ケイ、早く帰ってきてねー」


　ユウの、明るい見送りに、僕は「おう」と返し、玄げん関かんへと向かった。パーティ会場から一人出て行くというのが少し寂さびしかったが、ユウの顔を見ると、不思議と、彼女の好物を買って帰ってくるのも悪くないなと、そんな気分になった。


　


　　　２





「……うわ、雨降ふってきたよ……」


　近所のスーパーまで行き、ついつい「あれもこれも」と色々買ってしまっていると、すっかり遅おそくなってしまった。出てきた頃ころは薄うすく曇くもっていただけの空が、今は分ぶ厚あつい雲に覆おおわれ、ポツポツと水すい滴てきを地面に落とし始めている。まだ小こ雨さめだったが、これから激はげしくなってくるのは明らかだった。


　急ぎようにも両手は重い買い物袋ぶくろで塞ふさがれ、走ることも、傘かさを調達して差すことも出来ない。……出来るだけ足早に帰き宅たくする、というのが、消極的ながら最さい善ぜんの策さくのようだった。


「……あそこ通るか」


　気が進まないながらも、しかし、雨のことを考えて最短ルートをとることにする。最短、とはいっても、それほど如によ実じつに距きよ離りが変わるわけでもない。だから、普ふ段だんは使わずにいるのだが……。


　そこは鬱うつ蒼そうと茂しげる林の中を突つっ切る小道で、確たしかに便利は便利なのだが、藪やぶ蚊かが多く、更さらには葉の多い木々のせいで暗くジメジメと不気味な雰ふん囲い気きのことも相まって、近所の住民もあまり通らないような道だった。道を挟はさんだ木々の間に、平気で蜘く蛛もの巣が張はってしまうぐらいに、廃すたれている。特にこんな雨の降る夜は、土がどろどろにぬかるむわ、暗いわで、好んで通るような人間はまずいない。


　しかし、今日の僕は、あのパーティ会場に少しでも早く帰りたいと……ユウの「おかえりー！」という、ちょっと迷めい惑わくなぐらいの抱だきつきを受けたいという気持ちで満たされていた。一秒でも早く着く選せん択たく肢しがあるなら、そっちを選んでしまう。僕ぼくは買い物袋を抱かかえて、汗あせと雨でジメジメとした服のピタッと張り付く気持ち悪さを感じながら、迷まよわず小道へと足を向けた。


「うわ、怖こわっ」


　思った以上に雨の日のそこは暗く不気味で、ちょっと引いてしまった。しかし、その暗さが余よ計けいにパーティへ早く帰りたいという僕の気持ちを強くする。僕は、少し速度を速めて、競歩で歩き始めた。


　道の中ほどに一つだけ街灯があり、林に生息している蛾がが大量に集まっているのをまじまじと見てしまう。……気持ち悪い。自分に蛾が寄よってきませんようにと軽く神に祈いのりをささげてみる。


「……っと」


　蛾にばかり注目していたせいだろうか。ふと視し線せんを戻すと、街灯の下に、人ひと影かげが見えた。ちょっと驚おどろいてびくっとしてしまったものの、そのシルエットには見覚えがあり……近付いていくごとにハッキリと浮かび上がってく『彼女』の姿すがたを見て、僕はホッと胸むねを撫なで下ろした。同時に、心にほんのりと灯ひが灯ともる。


　僕は足早に駆かけ寄よりながら、彼女に笑え顔がおで声をかけた。


「どうしたんだよ、ユウ。迎むかえに来てくれたのか？」


　そこに居いたのは、ユウだった。街灯の下でこちらを向いて、微ほほ笑えんでいる。雨の中ずっと待っていたのかと思ったが、僕が居なければ、彼女は雨に濡ぬれることもない。彼女はニコッと笑んで、口を開いた。


「うん、待ってた」


「そっか。こっちの道通るって、よく分かったな？」


「うん。……実を言うと、ちょっと前から見ていたんだ」


「？　ああ、ついてくんなって言ったから、声かけづらかったのか？　そんなの、気にしなくてもいいのに」


　僕はこの薄うす暗ぐらい林の中でユウに会えたことに幾いく分ぶん安あん堵ど感を覚えつつ、更に彼女へと近付いていった。


　ユウはニコニコしたまま、後ろ手に手を組んで、僕を待っている。そうして、僕が彼女の前、街灯の下まで行くと、タッと、唐とう突とつに、彼女の方から寄ってきた。そうして──





〈トン……〉





　僕に抱きつくようにして、体の距きよ離りを縮ちぢめてくる。僕は両手が荷物で塞がっているため、バランスを崩くずしかけ、「おい」と苦く笑しようしながら彼女を離はなそうと──





〈ドクン〉





　瞬しゆん間かん。体中が、脈みやく打うった。





〈ドクン〉





　熱い。……なんで？　熱い。雨に濡れているのに？　熱い。蒸むし暑あついじゃなくて？


　熱い。……どこが？　熱い。……腹はらが……熱い。……いや……腹の《内側》が、熱い。





「ユ……ウ？」


　混こん乱らんする思考で、とにかく、彼女の名前を呼よぶ。ユウは……彼女は僕に抱きついたままで……顔を右みぎ肩かたに乗せているため、表ひよう情じようが見えない。……抱きついている？　いや、違ちがう。片かた腕うでしか……左腕しか、僕の背せには回っていない。じゃあ、右手は？


「…………」


　サーという雨の音が妙みようにザラついて耳に響ひびく。まるで世界にノイズが走っているようだ。いや、これは、本当にノイズなのか。体の警けい告こく音なのか。


　ユウの右手を見る。彼女の右手は……僕の、腹ふく部ぶにあった。腹部の前で、握にぎりこぶしを作っていた。……？　頭が正せい常じように働かない。今いま更さらのように、買い物袋ぶくろを地面に落とす。……あれ？　なんで力が……体から、抜ぬけるんだ？　そして……どうして、ユウの右手は、赤く濡れているんだ？


　気付けば、僕のシャツも赤く濡れていた。……あれ？　こんなガラじゃ……ないよな？


　ユウの右手に、ふと、「柄え」が見えることに気付いた。……あれは……なんだろう。


「……ユ、ウ？」


　意味も無く彼女の名前を呼ぶ。彼女は何も返してくれない。ただ、返事の代わりに、グリっと、右手が回転した。途と端たん、腹部が、更なる「熱さ」に襲おそわれる。あれ？　……これ……熱いのか？　痛いたい……んじゃないか？　……分からない。今まで僕が感じた「苦く痛つう」のレベルを超こえていて、どういう感覚なのか、脳のうが理り解かい出来ない。


　だから……《その事実》を受け容いれるまで、少し、時間が、かかってしまって。


　僕がそれを理解できたのは、自分の体が、ぐったりと、彼女に軽く押おされただけで、背中からぬかるんだ地面に倒たおれてしまった、その時だった。





《あ、僕、ユウにナイフで腹を刺さされているんだ》





　倒たおれた瞬しゆん間かんに見えたユウの冷たい笑みを見て、僕は、ようやくそれを理解した。理解したけど……納なつ得とくできなかった。


「どう……して」


　仰あお向むけに倒れ、ユウを下から見上げながら、声をかける。彼女は僕の顔の横に移い動どうすると、見下ろしたままで、柔やわらかく笑んだ。右手に持ったナイフから僕の血がポタポタと、頰ほおに落ちてくる。……雨より温あたたかいな、と、そんなことを思った。……脳がジンジンする。


「ずっと一いつ緒しよに……。ずっと一緒に居よう……ね」


　彼女は僕にそう言うと、ナイフをどこかに放った。そうして、泥どろも気にせず僕の隣となりに横たわると、血で濡れた手を僕の顔に添えて、頰ずりしてきた。


「ずっと一緒に……ずっと一緒に……」


「ユ……ウ？」


　事じ態たいが理解できず、思考しようとするも、腹部の熱さと、そしてドクドクと体から《赤いもの》が流れ出て行くたびに朦もう朧ろうとする意い識しきのせいで、何も考えられない。


　なんで、なんで、なんで、なんで……。ぐるぐるとそれだけが頭の中を満たす。


　ユウとずっと一緒に居る……そう……それなら、僕も、幽ゆう霊れいになればいいのだろうか。ああ、そうか。そういうことなのか、ユウ。


　だけど……でも、それでも、分からない。不自然に感じる。ユウのこの行動が、不自然に感じる。


　ユウは今や僕の体にのしかかり、体をこすりつけ、血のついた僕の頰をぺろぺろと舐なめていた。そうして、更には、僕の唇くちびるに自身の唇を押し付けてくる。……それは本来「キス」と呼ばれる行動なのだろう。しかし、今の僕には、それがそんな素す敵てきで甘かん美びな言葉で表ひよう現げんできるものだとは思えなかった。口内に彼女の舌したが侵しん入にゆうしてくる。それでも、そこに「快かい楽らく」なんてものは一つもない。僕の中にはずっと「どうして」「なんで」、それだけが渦うず巻まいていた。動けないのは、体が傷きずついたからか、それとも、心が折れたためか。大の字に倒れたまま、動くことが出来ない。


　やがて……気付く。ユウが……彼女の体が、キラキラと光に変へん換かんされ始めていることに。


　……成じよう仏ぶつ？　満足しているっていうのか？　これが……これが、彼女が望んでいたことだって、いうのか？　これが……彼女の悲願だって？


　僕が呆ぼう然ぜんとしていると、彼女は、消えかかる顔で、最後に、僕にこの世の幸福を全て手に入れたような顔で微ほほ笑えんできた。





「先に行って待ってるね……『　　　　』」





[image: ]





「…………」


　その瞬間、僕は全てを悟さとった。彼女の声は雨に邪じや魔まされ聴きこえなかったものの……唇の動きで、彼女が僕をどう呼んだのかが分かった。そうして、同時に、全てが理り解かいできた。


　ああ、なんだ……そういうことか……。


　僕は消えていく彼女に向かって……一言だけ、言っておくことにした。


「……ごめんな」


　僕の声は届とどいただろうか。彼女は幸せな顔をしたまま、宙ちゆうに搔かき消えていってしまう。……ごめんな。僕はもう一度だけ、唇をそう動かした。腹はらを刺した彼女に対する恨うらみなんて一つもなかった。ただただ、謝しや罪ざいの念だけが、僕の中にあった。


「…………」


　雨が腹の血をどんどん洗い流していく……。僕は、冷たい体を抱え込むように、寝ね返がえりをうった。が、瞬間に腹ふく部ぶに想そう像ぞうを絶ぜつする激げき痛つうが今更のように走り、最も早はや動くことさえ出来ない。


　周囲に人の気配はない。雨はどんどんその強さを増ましていた。


　……本ほん能のう的に理解できた。





　ああ、僕、死ぬんだ。





　不思議なことに、酷ひどく心は冷静だった。悲願を達成した喜びもなかったし、悲しみも、あまりなかった。しかし……気になることは、あった。


「パーティ……戻もどらないと……」


　それだけが、気になっていた。ああ、そうだ、ジュース、持って行かないと。先せん輩ぱい、怒おこっているかな。傘は、兄さんいないとつまんないって、むくれているだろうな。鈴音と深螺さんはまた二人で霊トークばかりしているかもしれない。陽慈はケイコさんに関する恋れん愛あい相談をアヤに持ちかけ、アヤは「あははー」とそれを受け流しているんじゃないだろうか。


「……早く、帰らないと……」


　ジュースがぬるくなっちゃう。あ、そうだ、アイスも買ったんだった。今日は蒸むし暑あついし、早くしないと溶とけちゃう。


　僕は、腹部が痛いたむのにも拘かかわらず、うつぶせになり、そうして、這はった。倒たおれた際さいに散さん乱らんしてしまった商品達に向かって、手を伸のばす。あーあ、泥どろ、ついちゃった。どうすんだよ……これ。


　そうして、ふと、袋ふくろの中に入れておいた「必要なものリスト」が、少し遠くに落ちているのに気がついた。僕は痛みを無む視しして、朦もう朧ろうとする意い識しきの中、それに向かって這い、そうして、力の限かぎり手を伸ばす。


　……街灯の下だというのに、視界が暗い。あれ……夜って、こんなに暗かったっけ……。


　よく前が見えない。そのため、僕は、顔をぐっと近づけて……例の「必要なものリスト」をもう一度見て……そうして、ふっと、微ほほ笑えんだ。まったく……僕は、何をやっているんだ。


「……あれ」


　それを見て気が緩ゆるむと、途と端たんに、猛もう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきた。


　ああ……まあ、こんなのも、悪くはないかな。心は、安らかだし。もう……眠りたい。


　皆みんな、怒るだろうな。……ごめんね。パーティ、台無しかも。


　それに……ユウ、ごめん。早く帰るって言ったのに……噓うそ、ついちゃった。


　でも、許ゆるしてくれよ。僕だって、好きでこうしているんじゃない……からさ。


「……もう、いいよ、な」


　僕は天を仰あおぐと、苦く痛つうに歪ゆがみそうになる顔を、無む理り矢や理り笑顔にした。


　……一生懸けん命めい、生きたよな、僕。少しだけだったかもしれないけど……やるだけ、やったよな。それは……誇ほこって、いいよ、な。


「必要なものリスト」をくしゃっと強く握にぎる。





　……ごめん。……怖こわいよ……怖いよ……皆。僕……死ぬの……本当は……怖い、よ。





　皆の悲しむ顔が怖い。皆の幸せを壊こわしてしまうのが怖い。皆と……会えなくなるのが、怖い。





　目め尻じりに涙なみだが浮うかんだ。腹部よりも、熱かった。





　それが、僕の最後に感じた感覚だった。





○事じ件けん記事（週しゆう刊かん誌しよりの抜ばつ粋すい）





　八月十一日夜、現あら守かみ高校に通う二年生の男子高校生、式しき見み蛍けい君（十七歳さい）が、路上で腹部から血を流し倒れているところを、近きん隣りんの住民により発見された。発見者の通つう報ほうにより即そく座ざに病院に搬はん送そうされたものの、同日二十時三十四分、死し亡ぼう。死し因いんは出血多量による失血死。雨の中発見が遅おくれたのが不幸な結果へと繫つながった。


　式見君の発見された場所は元より人通りの少ない小道だった。凶きよう器きは鋭えい利りな刃は物ものと見られるが、現げん場ば付近からは見つかっておらず、犯はん人にんが持ち去ったものとして捜そう査さが進められている。


　式見君がその場に居いた理由は、友人達の証しよう言げんと現場に残された買い物袋から、スーパーでの買い物の帰り道だったと考えられている。


　また、彼の右手にはメモが握られており、当初犯人へ繫がる重要な手がかりとして注目されたが、内ない容ようは買い物リストであったことが判はん明めい。ただ、「必要なものリスト」の項こう目もく下に、ジュースや食品に交まじり「ユウ」という謎なぞの言葉があることから、一時それが犯人に繫がるものと考えられたが、結局それは何かの商品の略りやく称しようだろうということで警けい察さつの見けん解かいは落ち着いている。


　人通りの少ない場所での犯行のため目もく撃げき証言がなく、警察は今後彼の交友関係を中心に調べていく方ほう針しんだが、通とおり魔ま的な犯行の様相もあり、捜査は極きわめて難なん航こうしている。


　式見君は学校では無口ながら真ま面じ目めで優やさしい生徒で、また、近隣住民にも積極的に挨あい拶さつをする礼れい儀ぎ正しい少年として親しまれていた。











○　××新聞（八月十二日）のおくやみ欄らん





　片岡　幸一さん（六十四歳）　八月十一日死去。


　木村　明子さん（七十二歳）　八月十一日死去。


　式見　蛍　さん（十七歳）　　八月十一日死去。


　中村　義英さん（二十五歳）　八月十日死去。


　日向　耀　さん（十六歳）　　八月十一日死去


　綿貫　博一さん（五十三歳）　八月十日死去。










あとがき







　立ち読みしている人に朗ろう報ほうです。今回のあとがき、遂ついに葵あおいは、本編を読んでないと意味の分からない文章から脱だつ却きやくします。なにをするかといえば、次回予よ告こくです。行きますよ。心して読んで下さいね。


「突とつ如じよとして現れた地球外生命体《ビルーゲル》に攫さらわれてしまった神かん無な鈴りん音ね！　彼女を救い出すために、遂に僕ぼくらの式しき見み蛍けいが宇宙に飛び出す！　霊れい体たい物質化能力で造つくったロケットは果はたして飛ぶのか！　そして、「蛍のノリがシリアスでつまらないよ……」と出て行ってしまったユウと、よりは戻もどせるのか！　「兄さん……宇宙なんて危険なところに行かせてたまるものですか……ふふふ」と微ほほ笑えむ式見傘さんの思おも惑わくとは！


　一方、「自分を見つめなおす旅～in伊い豆ず～」に旅立った真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりは、そこで太たい古この遺い跡せきに隠かくされた驚きよう異いの兵器を見つけ出す！　彼女は「偉えらそうな割わりに本編では役に立たないキャラ」の汚お名めいを返上できるのかっ！


　そして、蛍達にすっかり忘れられているものの、実は神無鈴音と一いつ緒しよに誘ゆう拐かいされていた星ほし川かわ陽よう慈じの運命やいかに！


　次回、マテリアルゴースト最終回、『さらば、愛する羽う毛もう布ふ団とん』に乞こうご期待！」





　噓うそです。フィクション作家、葵せきながお送りいたしております。四巻では残念ながら地球外生命体の出現はありませんので、安心して読んでやって下さい。


　四巻を既すでに読み終わった方。……なんかすいません。「空気読め、作者」という感じのあとがきですいません。ただ、空気読んだ結果が、このノリなのでございます。


　で、気を取り直して、真ま面じ目めに予告。


　四巻読んだ方は「早く五巻出せやゴルァ」という勢いな気がしますが……次の本は短編集です。その名も、「マテリアルゴースト０」で御ご座ざいます。五巻じゃありません。零ぜろ巻です。


　ただ、しかしです。短編集と言うと、完全に番外編の話をまとめたものを想像されると思いますが。実際、三本はドラゴンマガジンに掲けい載さいされた番外編なのですが。残り半分は書き下ろしな上、しかも、あろうことか、その三本のうち二本は結構本編です。ごめんなさい。なんとなく、ごめんなさい。


　書き下ろし三本の内容を紹介すると。


【野球部を襲おそった呪のろいによる諸問題の解決はさておき、私、真儀瑠紗鳥が、後に下しも僕べとなる後こう輩はいと如い何かにして出会ったのかという馴なれ初そめの、第一話】


　やけにタイトルが長いですが、実際、内容はそのまんまです。中学時代の真儀瑠紗鳥と、式見蛍の出で逢あいを、真儀瑠紗鳥視点で描えがいています。……ちょっとした本編です。エピソード１という感じです。


【入学前夜に満みちる月】


　こっちは神無鈴音と式見蛍の出逢いです。つまり、エピソード２です。時系列的には、真儀瑠紗鳥との出逢いから二年後、本編から一年前といったところです。勿もち論ろん、神無鈴音視点で描かれています。彼女がどういう想おもいで神無家を出て、式見蛍と出逢い、彼に心惹ひかれることとなったのか、その経けい緯いをお楽しみ下さい。


【夢見る少女じゃ、結けつ構こういられる】


　で、最後。……これは……その……うん。本編ではありません。番外編ですが……番外編中の番外編です。担たん当とうさんに「好きにはっちゃけてみて」と言われて、担当さんが引くほどに作者がはっちゃけた結果の産さん物ぶつです。要注意です。十八禁きんです。噓です。でも、教育には良くないと思います。ＰＴＡには見せないで下さい。ベッドの下に隠して下さい。


　内容は、神無深しん螺らメインの、馬ば鹿か騒さわぎです。三巻直後、式見蛍に彼女が「迷惑かけたお返し」をするため、夢の中で暴走する話です。勿論、ユウ、鈴音、先輩、傘も登場します。陽慈は仲間はずれにされます。マテリアルゴーストの鬱うつな部分にやられた方へのお口直しと思って下さい。





　全体的に短編集は、明るいノリを心がけています。四巻読んだ人には意味が分かると思いますが、本編がアレですので。


　短編集は四月刊行予定です。三ヵ月後ですね。いつもの刊行ペースより、なにげに一ヶ月早いです。やりましたね。


　で、更さらに朗報。短編集が四月刊行予定となると。五巻はしばらく先かぁとお思いのそこの貴方あなた。五巻は五巻で、いつも通り出ちゃいます。つまり、普通に、五月刊行予定でございます。やったね！　二ヵ月連続だよ！　…………。……や、作者的には結構アレなんですが……新作のこともありますし。


　五巻（最終巻）は現在鋭えい意い執しつ筆ぴつ中ちゆうです。読者の予想の斜ななめ上行く展開を目指していますので、期待していて下さい。





　さて、今回もまた、様々な人にお世話になりました。毎回なぜか新キャラを二人ほど登場させては、デザインで苦労させているであろうてぃんくるさん。日ひ向なた耀あかるは非常に可愛かわいく作者のイメージ通りで、今回もニヤニヤさせていただきました。


　四巻のびっくり展開にノリノリでオッケーを出して下さった、懐ふところの深い担当様。毎回プロットの斜め上を行ってすいません。実は、「流れを知っている担当さんでも驚かす」が私の目標だったりするのです。五巻も期待していて下さい。


　そして、勿論、家族含め周囲で支えて下さった方々。本当にありがとうございました。一人で出来ないことも、複数人だと驚くほど簡単に出来たりする。まさに四巻のテーマですが、それを改あらためて実感させてもらいました。


　それではまた、次は短編集でお逢いしましょう。……五巻じゃないですよ？　短編集ですよ？　皆みなさん、忘れないで下さいね。いや、ホント、書き下ろし三本だけでも購こう入にゆうの価か値ちがあるほど、気き合あい入れて書いていますので。ここまで読んで下さった方なら、確実に楽しめる内容だと自負しておりますので。


　では、短編集で。……勿論、五巻でも会いましょうね。




葵　せきな





著者


葵　せきな


●あおい　せきな








マテリアルゴースト４





葵あおいせきな
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